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侍女なのに…聖剣を抜いてしまった！【３】
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１　麗しきタガート嬢、再び












　美しき巻き毛の令嬢は、豪華な布張りの椅子の肘掛にもたれるように座って、そして気だるげに言った。






「……あぁー……もう面倒臭い……」






　苛立つ令嬢の声には、思いっきりの実感が篭っていて。地の底から湧き出でるような声にはドスが効きまくっている。はっきり言って……ガラが悪い。

　令嬢は素敵なドレスを身に纏い、すんなり長い足に美しい靴を履き、髪だって今日も素敵にカールしているが……。

　如何せん。そのガラが悪く不貞腐れたような表情が頂けない。






　そんな令嬢の傍で──

　エリノアは、両手で顔を覆ってシクシク泣いていた。






「[image: 〓]ー、クサるわぁ……ねーエリノアぁ、……代わってくれない？」

「お、お嬢様ぁ!!　……かっ……勘弁してくださいよぉ!!」






　エリノアは蒼白な顔で嘆いている。






　さて……

　どうしてこのような事態になったのかというと……。






　それは一通の手紙から始まった。






　ことの始まりは、その日の昼食後。

　普段通りエリノアが、ブレア付き侍女として食後に使う茶器一式を王子の居間に届けた時のことだ。

　広い居間の奥。

　部屋の主ブレアはゆったりとした長椅子に座り、何やら難しそうな書物を読んでいた。

　そんな知的な横顔に少々ときめきながらも、エリノアが傍を通り過ぎようとすると……ブレアが、エリノアに目を留めて、声をかけたのだ。






「……そういえば、ルーシー・タガート嬢が、今日の練習会にお前も連れてこいと言ってきたぞ」

「え？」






　エリノアは、聞き慣れたツンデレファザコン嬢の名に、ギクリと身体を揺らす。

　……なんだかとても嫌な予感がした。

　しかし、そんなエリノアの戦々恐々とした様子には気がつかず……ブレアは続ける。






「お前たちは親しい仲だったのか？　ルーシー嬢はお前に練習を見て欲しいそうだ」






　ブレアは少し意外そうな顔をして、傍のテーブルの上から一通の手紙を取り上げて見せた。






「わ、わたくしめが……？　で、でも……」






　エリノアは戸惑って手を止める。

　練習会とは、もうすぐ催される舞踏会のダンスの練習会のことである。

　そこには他の王子やパートナーである令嬢も参加するのではと思ったエリノアは、そんな所に自分が行って大丈夫だろうかと困惑した顔をする。

　と、その懸念は伝わったらしい。ブレアは、首を横に振った。






「本日の練習会は前回上手く踊れなかった我々の為のもので、他の王子たちは参加しない。……応じてやったらどうだ？　手紙には令嬢の精神安定に必須により必ず連れてこられたし……と書いてあるぞ。何やら非常に必死な文体だ」

「…………は、はぁ」






　エリノアの脳裏には、ルーシー嬢の麗しい姿が思い浮かんだ。

　想像上のルーシー嬢は、赤い巻き毛に彩られた顎を少し上にあげ、腰に手を当てて、鋭い目でエリノアを見下ろしてくる。

　そして、やけにゆったりとした威圧的な口調で言うのだ……






『……エリノア……？　来なかったら……どーなるか……分かってんでしょうね……？』

『私、泣くわよ』






　……と。

　……行かねば実に、後が怖いことになりそうな予感である。






（…………ル、ルーシー姉さんったら……！）






　……とりあえず、行ってやらねばなるまい。……ハンカチ多めに持って行こう、とエリノアはため息をついた。






（はー……もしかして……わたくしめのこのブレア様付き侍女という配属は……ルーシー姉さんのこういう事態を見越したタガートのおじ様の、娘思い過ぎる策略……？）






　あり得る……と、エリノアが、ひっそりげっそりしていると……

　ブレアが、それに、と続ける。






「私も……お前が来てくれると助かる」

「え？」






　それを聞いたエリノアはドキリとして顔を上げる。

　見れば、ブレアがじっと自分のことを見つめていて。それに気がついたエリノアは、カッと頭に血がのぼるような気がした……。






　が。






　ブレアは真顔で言った。






「あの令嬢は何かと激情家でな……あからさまな敵意を向けて来たかと思えば、激しく泣いて土下座しようとしたり……私が少しでもタガートを褒めれば壮絶に睨まれる。……正直扱いに困っている」

「……………………」






　…………ルーシー姉さん……っっっ！






　エリノアは、手で顔を覆って、心の中で大いに嘆いた。

　ルーシーは王子の前に行ってもあの調子なのか……、と。






「うぅ……」

「……おい、大丈夫か？」






　エリノアはげっそり蒼白な微笑顔を上げて……ブレアに、ぐっと拳を握って見せる。






「大丈夫です……ブレア様……お嬢様は多分……タガート将軍の件は、喜んでます……」

「………………あれでか」






　ブレアは思いっきり不審そうであった。

















２　お嬢様とエリノア












　──その男女は睨み合うように向かい合っていた。

　互いの長い手足は無駄のないキレのいい動きで行き来する。

　その迫力たるや、凄まじく……無風のはずの室内に、時折煽られるような風が湧き起こる。

　──と、女のヒールがことの終止符を打つように、カッ……と美しいホール内に音を響かせた。






「…………」






　二人の動きはほぼ同時に止まり──女はほんの一呼吸の間、ひたりと男を見据えてから──勢いよく振り返った。

　その先──部屋の隅には、明るい窓の傍に一人の王宮侍女の姿があった。

　猛禽類を思わせる瞳で刺された侍女は、思わず怯んだように押し黙る。






「どう!?　エリノア!?」

「……」






　女──ルーシー・タガート嬢に続き、男、王子ブレアも無言のままにエリノアを振り返る。

　感想を求められた娘──エリノアは……

　にっこり頷いた。






「──え─……その……なんだか──…………決闘を見ているような気持ちになりますね……」






　笑顔は笑顔だが……なんだかげっそりひきつっている。






「お嬢様……ブレア様……それ、本当にダンスですか……？」










　ダンスホールの傍にいくつもある豪華な控えの間の隅。

　他に人気のない室内で、据えてある長椅子に身を沈めている娘がむすっとした顔でぼやいた。






「あ～もうやってらんないわぁ」

「ちょっとルーシーお嬢様……なんというお行儀ですか……」






　人がいないのをいいことに手足を投げ出すようにしている令嬢に、エリノアは目くじらをたてた。

　練習会の休憩時間。控えの間に下がったルーシーは、椅子を見ると、まるで飛びつくように身体を投げ出した。

　令嬢は、赤い巻き毛を振り乱してプリプリしているし、ドレスの裾から伸びる足は、今にも靴を無造作に蹴り投げてしまいそうな様子である。どうにもこうにも子供のような癇癪感が漂いまくっているが……何度も言うが、ルーシーはエリノアよりも年上である。






「タガートおじ様がご覧になったら巨体を折ってお泣きになりますよ!?」

「だぁって……いっくら練習してもブレア様と私じゃまるで対決なんですもの。なんなのよ！　あの男、私に喧嘩売ってるの!?」

「ちょっとお嬢様、殿下に向かって……それに多分喧嘩売ってるのはお嬢様のほうですよ……」






　エリノアは、げっそり呆れた。






「……思うにお嬢様……全てはお嬢様のブレア様に対する敵愾心てきがいしんがダダ漏れなのが原因なのでは……せっかくブレア様に土下座を止めて頂いたのに……」






　先日の練習会での失態の件を、今日もブレアに土下座で謝ろうとしたルーシー嬢。






「快くお許し頂けたのに、今度は喧嘩売ってどうするんですかお嬢様……」






　そのアグレッシブなところなんとかなりませんかとエリノア。すると一気にルーシーの瞳が鷹のような目に変わる。






「快く～……？」

「あ！　お嬢様！　その顔やめて！　お嫁の貰い手が……」

「何が快くよ！　鉄仮面すぎて怖かったわよ！　私、繊細なのに……怖すぎて思わず飛び上がって威嚇しそうになったわよ！」

「お嬢様……ビビり……」






　思わずエリノアが言うと、キッとキツめに睨まれる。






「気にくわないの！　パパはすぐにブレア様ブレア様ってうるさいし、ブレア様はすぐにパパを王宮に呼び出すし……」

「……仕事がありますからね」

「パパはそれに犬みたいにすぐ応じるの！　ゴッツイおっさんが娘を差し置いて王子王子って……なんか不愉快じゃない!?」

「……ゴツイおっさん……」






　おじ様かわいそう、とエリノアは、ルーシーの機嫌の悪さにため息をつく。

　しかし、どうして今日はここまで令嬢の機嫌が悪いのかというと……。

　──実は。

　この度ルーシーは、正式に、次の舞踏会でブレアのダンスの相手を務めることが決まってしまったらしい。

　候補者は他にもいたようなのだが……。






「……本当はこの練習の相手だって私以外にも何人かいたのよ？　だけど、他はみぃんな次々と辞退しちゃって」

「えぇ……？　そんな、どうして……」






　不満そうな令嬢の言葉にエリノアの眉が驚いたように持ち上がる。

　エリノアはブレアのことがとても心配になった。候補者の多くが辞退を申し出てきたと聞いて、その時ブレアはどう思っただろう。






（……ブレア様……傷ついたりしてないかな……）






「……」






　エリノアが思わず胸を手で押さえると、そんな彼女にルーシーが続ける。






「ほら、私、この間ブレア様のロクでもない噂をわざわざ私に教えてくれた令嬢たちをシメたじゃない？」






　その言葉に、ブレアのことを慮ってしんみりしていたエリノアの顔色が変わる。






「…………お嬢様……!?　なんか当然のようにさらっと怖いことおっしゃってますが……それわたくしめ聞いてませんからね……!?」






　何やってるんですか！　と、エリノアは怪奇顔でルーシーに迫る。






「シメたって……!?　シメたって何!?　お嬢様!?」

「……あんた相変わらずホラーねぇ……いいから聞きなさいよ。それで令嬢たちをシメて吐かせたら、どうやら噂の出元はクラウス様の関係者なんですって」

「！　……クラウス……王子様……？」

「そ。だから、今回の突然のパートナー候補者たちの辞退も、私を怯えさせたあの噂も、きっとブレア様に当てつけたクラウス様の仕業よ。パパにも確かめたの。第三王子は前々から頻繁にブレア様に陰湿な嫌がらせをしてるって、怒ってたわ」






　それを聞いてエリノアは困ったような顔をする。

　噂とは、王宮内に蔓延しているブレアの様々な良くない風評のことである。エリノアも、実際に王子と接する前は、王子がとても怖い人なのだとすっかり勘違いしていた。






「でもなんでそんなこと……」

「さあ。派閥争いの一環なのか、それともただ単に腹違いの兄を見下したいのか……そういう噂がなければ、はっきり言ってクラウス様よりもブレア様のほうが見目もいいし、武芸にも秀でておいでだから、娘たちの評判が良くてもおかしくはないのよね……」

「だからって……」






　エリノアはなんだかとても腹が立った。

　もし本当にそんな理由でブレアを貶めているのであれば許せないと思った。

　と、そんなエリノアに、ルーシーが猫撫で声を出す。






「……ねぇ、そこで相談なんだけど……エリノア……あんた、私と代わってくれない？」

「……は？　……か、わる？　いったい何をでございますか……？」






　突然の申し出にエリノアがキョトンとしている。






「もちろんダンスよ、ダンス。舞踏会。ブレア様のパートナー」

「は、ぁ……？」






　エリノアは、またルーシーが変なこと言い出した、と生暖かい目で令嬢を見た。






「だって！　試しにってエリノアもブレア様と踊って見せてくれたじゃない？　エリノアのダンス、私より上手いとは思わないけど……でも、ブレア様のパートナーとしては、はるかに様になってたじゃないの。ね、エリノア」

「それは……お嬢様が喧嘩腰だから……」






　語尾にハートをつけて甘えたように手を握ってくるルーシー嬢に、エリノアが呆れたような顔をする。






「……何言ってるんですか無理に決まってるでしょう……私にお嬢様のフリをしろってことですか!?　それは……激しく公開処刑ですよ!?　お嬢様とわたくしめの体型がどれだけ違うと思ってるんです!?」






　エリノアは、ルーシーの抜群のスタイルを見てややキレる。

　令嬢の手足はすらりと長く、胸も大きくウエストも細い。そんなルーシーがブレアの隣に並ぶと、それはそれはため息が出そうなくらいの美男美女ぶりで……はっきり言って幼児体型気味のエリノアは、それを見た後でルーシーに替わって自分がブレアの隣に並びたい、とは、とても思えなかった……。

　正直、それで少し落ちこんでいるエリノアである。

　エリノアがムッとしていると、ルーシーは大丈夫よぉ、と手を振る。






「何も私の影武者になれってことじゃないの。むしろ、代理と分かってもらわないと困ると言うか……私、足を怪我したことにでもするから。代理の妹ですって言っときましょ？　ね？」

「…………あーはいはい、もう馬鹿なこと言ってないで。舞踏会はもう明日なんですよ？　休憩時間終わったら早くブレア様のところに行ってくださいね」






　エリノアは、付き合ってられないと、サイドテーブルの上にあるティーカップに茶のお代わりを注ぐ。が……

　ルーシーは椅子に座ったまま身を起こすと、肘掛に頬杖をつき、据わった瞳で言った。






「あら……私は本気よエリノア……」

「へ……？」






　エリノアが顔を上げると、令嬢は冷静な顔でエリノアを睨んでいる。冷静、と言うか冷酷に光る目にエリノアが怯む。






「え……何お嬢様……目が怖い……」






　エリノアは引きつった。

















３　エリノア、お嬢様に〝お姉様〟と呼ばされる。












「忘れたのエリノア……あんた、誰のおかげで王宮侍女になれたんだったかしら!?」






　椅子から立ち上がったルーシーに、叩きつけられるように言われたエリノアが、うっと仰け反る。






「止めるパパを説得してあげたの、私だったわよね!?」

「そ、それは……」






　当時──全ての家財を没収された姉弟が生きていくには、エリノアはなんとかして生活費を稼がなければならなかった。

　しかし、その時エリノアはまだ十代そこそこという年齢で。おまけに病弱な弟を抱え、本人は温室育ちときている。

　そんな彼女らを案じた人情家のタガートは、エリノアが働くことに反対し、夫人の反対を押し切って二人を養子にしようとした。……のだが……。

　それを、エリノアたちは拒んだ。

　姉弟は、自分たちが将軍家に養子に入ることで、代々受け継いで来た〝トワイン〟という家名が消えるのをとても恐れていた。

　父はその家名を何よりも誇りに思い、守り続け、そして守りきれずに無念のうちに死んでいった。

　そんな父の死に際を思うと、二人にはそれができなかったのだ。






　──そんな二人の想いを当時、とても理解してくれたのがルーシーだった。

　その時すでにかなりのファザコンが進行していたルーシーには、父を思う二人の気持ちがよく響いたらしい。

　ルーシーは得意の『クソ親父』節を駆使して、タガートを下し──いや、説得した。

　それで結局タガートは、二人の後見人という立場に留まり、エリノアが王宮で働くことができるように手配してくれた──という経緯がある。






　過去、そうして無理を通してもらったことを思い出したエリノアは反省の意を見せた。






「そ、その節はわがまま申しまして……」






　床に正座で項垂れる娘へ、それでもルーシーは容赦ない。






「わがままだとは思ってないわ。でも、あんたが王宮に入れたのだってうちの後ろ盾あってのことでしょ。王宮は身元の明らかなものじゃないと採用しないんだから。それに、今住んでいる家だってタガート家の名義じゃない。忘れたの!?」

「う、……お、大家さん……っ！」






　そうだった……！　と、エリノアは……もはや項垂れを通り越して床の上に這いつくばっている。

　昔タガートの夫人と衝突したエリノアは、将軍の屋敷を飛び出した。が……まだ未成年だったエリノアでは、物価の高い王都に家を借りることができなかった。

　それを見かねたタガート将軍が用意してくれたのが、今のトワイン家姉弟の家である……。

　もちろん家賃は払っているが……周囲の相場に見合う相応の家賃を払えるようになってきたのは本当にここ数年の話で……。






「…………」






　エリノアの脳裏に、ちーん……と、どこか詰んだ音が鳴る。

　ルーシーは勝ち誇った顔でにっこりと笑った。






「後見人はパパで、私に（タガート家に）恩があって、家もタガートのもの……てことは、あんたには私に従う理由があるの。……違う……？」

「う……」

「エリノア？　さ、お姉さんって呼んでご覧？」

「う、うう、お……お姉様……」






　エリノアがげっそり素直に従うと、ルーシーの表情が輝き彼女は大きく高笑った。






「ほーほほほ！　ほーらご覧なさい！　つまり……私があんたを妹と言い張ったって、なぁんの問題もないのよ!!」






　しかしその主張にエリノアは、ちょっと待ったぁっ！　と挙手をする。






「確かに恩も理由もありますが……！　それはどうかと……！」

「妹が姉の代役務めて何が悪いのよ！」

「いや、だから妹じゃないでしょう!?　幾らなんでもそんな……何事にもお偉方の許可っていうものがですね……相手は第二王子殿下なんですよ!?　国王陛下だって参加されるし……タガートおじ様だってきっと困る──」






　と、エリノアが必死にルーシーを説得しようとすると、令嬢は、不意に真剣な顔つきになり、瞳がわずかに潤った。






「え……ど、どうし……？」






　令嬢の急変にエリノアが狼狽えると、ルーシーはシュンとした顔で泣きそうな目元を彼女に向ける。






「無理は分かってる……でもお願いよエリノア……私、このままだと……ブレア様のお妃候補にされちゃうのよ……」






　その言葉に、エリノアは一気に目をまるく見開いた。






「……え……っ!?」






　息を吞むような短い悲鳴を上げて令嬢を見ると、ルーシーはうつむいたままため息をついた。






「ブレア様はなかなか浮いた話もないし、ご縁談もうまくいってないでしょう？　それで、国王陛下も王妃様もかなり心配なさっておいでで……これまでとは同じ、ただ、縁談を持って来るやり方のままではもうダメだと思われたのね……つまり、今回の舞踏会、殿下のパートナー候補たちは皆、そのまま国王陛下たちが選んだお妃候補なのよ……」






　そうして少しずつ練習会の期間を含め、候補者の中からブレアと相性のいい娘を見極めるつもりだったらしい、とルーシーは言う。

　しかし、その半ばで、想定外に多くの辞退者が出た。当然、国王たちは残った娘達に目に留めるだろう。

　エリノアはなんと言うべきか分からずに、口をつぐむしかなかった。






「タガート家は思いっきりブレア様と陣営を同じくしてるし、パパとブレア様はとっても親しい間柄よ。つまり、私にも白羽の矢が立っても当たり前で……しかも、うちは母さんが思い切り乗り気だから簡単に断れないの!!〝貴女みたいな跳ね返りには、ブレア様くらい厳格な方がちょうどいい〟……とかなんとか……！」






　万年反抗期嬢は、話しているうちにだんだん腹が立ってきたのか、地団駄を踏んで訴える。

　それを聞いたエリノアは、心の中がざわざわした。






「そ……」






　んな、とつい言いそうになって。……言えなくて。

　エリノアは、小さく、「そうなんですか……」と、言い直した。






（そうか……お妃候補……）






　それはそうだ。ブレアは王族で、王位継承権も高い。そういった話があったとしても、なんらおかしなことではない。

　……でも、エリノアは苦しかった。さっき、ブレアとルーシーが並んでいた様子を思い出すと、更に胸は痛んだ。






「………………」

「エリノア助けてよ、さっきの私たちのダンスを見たでしょう!?　確かに年齢とか家柄とかはちょうどいいかもしれないけれど！　私とブレア様、相性いいように見える!?」

「……………………でも、お互いを高めていくような……ご夫婦になら、なれるのでは……」






　ルーシーにすがられたエリノアは、次第に自分の声が小さくなっていくのを感じた。

　不意に、騎士オリバーに言われた言葉が脳裏に浮かぶ。






『──あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる──』






「……」






　そういう視点で見れば、ルーシーはブレアにとって相応な相手なのかもしれなかった。

　ブレアと志を同じくする父を持ち、家名もあり、もちろん財力もある。そして、少し泣き虫だが、気も強い。もう少しブレアに慣れれば、彼女はよい妃になるのではないか。……己とは違って。






「……」






　そう思うと、自然と視線が床に落ちた。

　なんだかとても悲しかった。






　しかし。

　こっちはこっちで必死らしいルーシーは、そんなエリノアの様子には気がつかずに半べそ顔できっぱりと断じる。






「高め合っていけるのはいいわ。でも、好みじゃないの！」

「あ、ああ……」






　ある意味気持ちのいいくらいの言い切りように、思わずエリノアの顔が上がる。






「私、子供の頃からパパみたいな人とじゃなきゃ絶対結婚しないって決めてるのに！　ブレア様なんか！　ヒゲがないじゃないの！　好みじゃない!!」

「あーあー、泣かないでお嬢様……」






　わっと泣き出したルーシー嬢に、ひとまず悲しんでいられなくて。エリノアは複雑な気持ちのまま、慌てて落ちはじめた雫を令嬢の頬の上で拭う。

　と、頬を行き来する優しい感触に少しだけ気が静まったのか、ルーシーが鼻をすすりながらポツリと言った。






「……エリノア……本当はね……私……好きな人がいるの……」

「……え？」

「王宮図書館館長のジヴ様……分かる？」






　そう言われたエリノアは一生懸命考えて、その人を思い出そうとし、そして首をかしげる。






「……確か、物凄い渋めの……おじ様だったような……え？　タガートおじ様みたいなって、そういうことですか!?」

「そうよ、おひげが素敵な紳士よ。独身でいらっしゃるの」

「……なる、ほ、ど……？」






　まあ、確かに名前が出た男性は、落ち着いた素晴らしい紳士ということで有名だ。が、……ややルーシーとは歳が離れすぎているような気もするが……。






「……えーっと……」

「そりゃ、ジヴ様はお父様よりちょっと下……てくらいのお歳よ。でもね、貴族の結婚では割と年の差婚もありがちじゃない!?」






　令嬢は一層複雑そうになったエリノアに、必死の顔を迫らせる。






「（う……）……それ、だいたい政略結婚の場合ですよね……」

「（聞いてない）私、もう五年も前からジヴ様に目をつけてるの。ダンスを頑張ったのだって、ジヴ様がダンスがお好きだっておっしゃっていたからで……」






　ぽっと頬を赤らめるルーシーに、エリノアは、まあ、人の好みはそれぞれであることだし、ルーシーが幸せならば……と神妙な顔で頷いた。

　そんなエリノアの手を、ルーシーはもう一度ガッシリ握りしめた。






「だからエリノア！　私は絶対、ブレア様のお妃候補になるわけにはいかないの！　私……ジヴ様のことが……パパと同じくらいか……それ以上に好きなのよ！」

「う……それは……かなりのご執心ですね……」






　令嬢のファザコンぶりをよく知るエリノアは仰け反りながら応じる。しかしハッとした。この話の行く先は、つまり、ルーシーに代わって舞踏会に出ろということではなかったか。






「や、で、でもですね……さすがに皆様にお嬢様の妹と偽るのは──」

「何よ!?　エリノアはブレア様と私が結婚してもいいっていうの!?」

「う……」






　バシッと突きつけられて、エリノアは怯んで一歩うしろに後退る。






「そ、それは……」






　アグレッシブ嬢ルーシーは、どうやら本能的に、ブレアに対するエリノアの気持ちに気が付いているらしい。






「もし万が一、私のあの対決みたいなダンスで国王陛下に、武勇に優れたブレア様とお似合いだ……なんてこと思われでもしたら（※かなりありえそう）私は……晴れてブレア様の婚約者になっちゃうかもしれないのよ!?　さすがに国王陛下に命じられたら私だって断れないじゃない……!?」

「や、で、でも、陛下だって無理にそんな……」

「何言ってるのよ、そんなの分からないわ！　あちらはもうずっとブレア様に婚約者もできないってジリジリしておいでなのよ!?　お願い！　ね!?　この通りよエリノア！」

「お、お嬢様、冷静になってください！　そんな嘘がバレたらタガートのおじ様も無事ではすみませんよ!?」






　令嬢の迫力に押されながらも、エリノアが及び腰でそう言うと──ルーシーは、すっと冷静な顔つきになって──静かにエリノアから身を引いた。






「……分かったわよ……」






　令嬢の素直な様子に、エリノアは分かってくれたのかとホッとし──……

　かけたのだが。

　ルーシーは、次の瞬間キッと視線を上げると、気合の入りまくった鼻息を噴き出す。






「分かったわ！　じゃあ私、今から役所に行って、アンタとうちの養子縁組の書類、揃えてくるわ！」

「へっ!?」

「私、こう見えて将軍家の娘よ。色々コネだってあるんだから……こないだシメ上げた令嬢の中にも役所のお偉方の娘だっているんですからね！　……見てらっしゃい、恋する女は怖いのよ！　絶っ対に！　明日の夜の舞踏会までに間に合わせてやるわ！」

「は、はぁぁっ!?」






　エリノアは、ルーシーの言葉に……転がり落ちそうなほど瞳を見開いてギョッとした。

　が、エリノアがそうこうしているうちに、ルーシーはドレスの裾を華麗につかむと、ふんっと娘を睨む。






「エ～リ～ノ～ア～……首洗って待ってなさいよ!!」

「おっ!?　おおおおお……」






　お嬢様──…………っっっ!?






　……と、エリノアが叫んだ時には……

　ルーシーの姿は控えの間から風のように消え去っていた。

　残されたエリノアは一瞬呆然として。──我に返って。

　慌ててルーシーを追いかけたが……その時には、彼女は既に王宮から辞した後であった……。






「あ、あわわわわ……!?　さ、さすがルーシーお嬢様……なんという身のこなし……」






　エリノアは真っ青になって一人戦慄わなないた。

　ルーシーの話はどう考えてもとんでもない話で……しかし、令嬢の顔はどう見ても本気の中の本気で……

　アグレッシブな彼女の性質を思うと……とてもではないが、あれが冗談だとは思えなかった。






「ど、どうしよう……!?」






　なんだか色々と衝撃的で。何から考えればいいのかもよく分からないエリノアであった……。

















４　ブレアの不満












「ど、どうしよう……」






　エリノアはどうすれば暴走したルーシーを止めることができるのか考えた。






　①早退させてもらってタガート家に乗りこみ、令嬢を止める。






「あ、ダメだわ……これは多分お屋敷で奥方様と喧嘩になる……」






　まずエリノアが屋敷に行けばきっと夫人はそれだけで、身構えるに違いない。

　それにルーシーはタガート夫人が、令嬢とブレアの婚約には乗り気だと言っていた。

　そこにエリノアが口出しすれば、きっととてもややこしいことになるだろう。






「じゃ、じゃあ……」






　②王宮で勤務中のタガート将軍に助けを乞いに行く。






「……いやこれも……将軍に、恋に高ぶったお嬢様を止められる……かしら……」






　もし下手にタガートが止めに行けば……表向きは父に当たりのキツいルーシーに、さっきのような調子で『分かったじゃあ駆け落ちする』……とか言われて、将軍は撃沈されるかもしれない。

　だって、とエリノア。あのパパ大好きっ子令嬢が、頬を赤らめながらお相手を『パパより好きかも……』とまで言っていたのだ。

　追い詰められたルーシーが一番反発しそうな人間を、今、差し向けるのはまずい気がする。






　では、と③案を考える。

　こうなれば最終手段だ。ルーシーが役所に駆けこむ前に、どこかで己を見張っているはずのグレンに頼んでなんとか止めて貰おう──。






　──かと、思ったが。

　想像上で出会ったグレンとルーシー嬢は、壮絶な顔をして対峙していて──……。






　暗雲を背負い、鷹のような目でずもも……と仁王立ちする令嬢と、にゃははと悪い顔で笑う魔界の黒猫……。






「っ、ダメだわっ！　お嬢様とグレンの組み合わせは……なんか最強（恐）に怖い!!」






　エリノアは、わっと両手で顔を覆った。






　だが、このまま放っておくこともできない。

　やっぱりタガート夫人との衝突を覚悟で将軍家へ乗りこむか──……と、げっそり覚悟を決めようとした時。






「……どうした」

「え……」






　低い声が掛かって。

　エリノアがパッと顔を上げる。






「！　ブレア様！」






　──気がつくと……ブレアが廊下の向こうからこちらを見ていた。

　エリノアは、ハッとした。いつの間にか──廊下のど真ん中でへたりこんで（わめいて）いたらしい。

　そんな己の侍女の姿に、ブレアは怪訝そうな視線をよせながら近づいてくる。

（……ついでに言うなら、少し先に立っていた衛兵たちもとてもとても不審そうな顔をしてこちらを見ていた）






　ブレアはエリノアの傍に立ち止まると、目の端に滲むものを見て眉間にしわをよせた。






「……何かあったのか？　ルーシー・タガートはどうした。一緒だったのでは？」

「ぅ……」






　言いながら、ブレアはエリノアの腕を引き立ち上がらせようとする。

　エリノアは──……






　思わず叫んでいた。






「で、殿下っ！」

「ん？」

「お助けくださいっ!!」


















「…………なるほど……それで、ルーシー・タガートは飛び出して行ったと……」






　控えの間に戻ると、ブレアは、先ほどルーシーがクダを巻いていた長椅子の上にエリノアを座らせた。

　己はその傍に立ち、腕を組んで。青い顔でガタガタしているエリノアを見下ろした。

　……おそらくこの現状を侍女頭にでも見られれば、エリノアは、『殿下を立たせて自分が座るとは！』──と、叱られただろうが……。

　ひとまず彼女はそれどころではなさそうだった。

　娘は、拝むような形で両手を一心にすり合わせている……。






「申し訳ありません申し訳ありません……！　わたくしめ、殿下の使用人としても、お嬢様の親しき者としても、タガート家に大恩ある身としても……ルーシーお嬢様を縛り付けてでもお止めしなければならなかったのに……!!」

「……」






　ブレアは無言の下で、令嬢の鋭い剣舞のような踊りぶりを思い出し──あの娘を止めるのは容易ではないだろうなぁ……と思った。






「殿下、どうかお嬢様を止めてください！　お嬢様は絶対やります！　わ、わたくしめがブレア様と舞踏会に出るなんて……そんなこと、そんなこと無理に決まって……っ、あって良いはずがないのに……!!」






　エリノアの言葉にブレアは一瞬片方の眉をわずかに持ち上げたが、彼は静かに言った。






「…………放っておけ」

「え!?」






　ブレアの平坦な声にエリノアが立ち上がって驚愕する。

　あの暴走令嬢を放っておくのか、それは如何にも大変なことになりそうではないか。そう戸惑うエリノアに、ブレアは冷静な顔で続けた。その顔は、なんら騒ぎ立てることでもないと言いたげである。






「まあ聞け。……ルーシー・タガートがなんらかのコネで書類を揃えて来たとしても、お前はもう成人している。まだ己の意思を明確にできない年齢ならいざ知らず、お前はそうではない。本人が拒否すればそれまでだ」

「…………。…………あれ？」






　それに、とブレア。






「お前がタガートの養子になったとしても別に支障はないのでは？　家名が気になるのか？　だが弟がいると言っていたな？」






　それならば家名は残るのでは？　と言われ、エリノアは困惑する。






「………………えーと……」






　なんだか──冷静な調子で返されると、ちょっとなんで騒いでいたのか分からなくなったエリノアは……しかし、ハッとしていやいやいや、とブレアに訴える。






「ち、違います！　問題なのは、ルーシーお嬢様がブレア様のお相手を拒否して、私に代わりを務めさせようとしているところです！」

「……」

「まさか私が本当に踊るわけにも行きませんし……お嬢様がお相手役を放り出したことが分かったら……タガート家にもお叱りがあるでしょう。それに……何よりブレア様が……」






　舞踏会が明日に迫った瀬戸際に、彼がパートナーに拒絶されたことが世間に知られたら、それはブレアの名誉を傷つける。

　既に多くの候補者が辞退してきているのだ。急に別の候補者が見つかるとも思えない。

　──かと言って、単なる侍女である自分が代わりにブレアと踊るなんてことをすれば、ブレアが相手も見つけられず、自分の侍女などを連れて来たと、逆に嘲笑されるのではないだろうか。それこそクラウス王子の思惑通りというものではないか。

　ブレアが自分のせいで後ろ指さされるなんて、絶対に、嫌だった。






「……私がブレア様と踊るなんて、絶対無理……」

「……」






　エリノアが泣きそうな顔をしてぽつりと漏らすと、ブレアはそれを静かに見ていた。






「……別にそれは構わん」

「……え!?」

「私に相手がいない件だ。それはいつものこと。国王陛下もそれはご存知だし、今更、そのようなことで世間に笑われようが気にならん。まあ……色々と私の為に思案して下さっていたらしい陛下と母上には申し訳ないが──今回も、踊りが上達せず踊りたくないゆえ、私から相手に断りを入れたとでも申し上げておく」

「そ、そん……っ!?」






　な、と、エリノアが驚く。それでは、まるきりブレアのせいということになってしまうではないか。王宮内でブレアが国王の舞踏会をも無下にするような王子だと悪評が立ってしまったら……それは臣下たちの信頼を損ない、彼の立場を危ぶませることにも繋がらないか。

　エリノアは、サッと青ざめて。安易に彼に頼ってしまった自分を後悔した。

　──しかし、ブレアは心配するな、と言う。






「タガート家には害がないよう配慮しておく。令嬢と上手く踊れなかったのは事実。それに、私の婚姻関係で令嬢に迷惑をかけていることには私に非がある」






　ブレアは小さく笑い、そして、エリノアの頭をぽんぽんと柔らかく打つ。






「案じるな」

「っ、ブレア様いけません！」






　それでは結局ブレアに全てを押し付けているだけだ。

　そんなことはできないとエリノアは口を開く。






　……が。

　その言葉を遮って、ブレアが「だが、」と声の調子を下げる。






「それよりもだ……」

「……え？　それよりも……？」






　ブレアはどこか不機嫌そうな表情になっていた。

　それまで冷静に話していたはずの王子の顔が、急に雰囲気を変えたことにエリノアが戸惑う。

　ブレアは、エリノアを真っ直ぐに見て、言った。






「……お前は──……私と踊るのがそんなに嫌だったのか？」

「………………へ？」






　問われた言葉にエリノアが瞳を瞬く。






「……あの時、楽しかったのは私だけか」






　真っ直ぐで、憮然とした言葉には……思わずエリノアはぽかんとして。一瞬ブレアの瞳に気圧されたエリノアには、……それが──今、己が口走った『ブレア様と踊るのなんて……』という言葉に向けられたものだとは……この時は気付くことができなかった。






「ぇ……あの……」

「……」






　ブレアは──しばし、己を見上げるまんまるな緑の瞳を無言で見下ろしていたが……不意に──ふっと気まずそうに、目をそらす。






「……いや……すまない」

「え……？」

「言葉尻を捕らえるような真似をした。少し気になっただけだ。……お前にも、楽しんでいて欲しかったなどということは……私の勝手だな……」






　その言葉に、エリノアが息を吞む。

　しかしブレアの表情は、次の瞬間にはもう元に戻っていた。






「とにかく、その件は気にするな。タガート家にはこちらから断りを入れておく」

「………………ぁ……」






　ブレアはエリノアが応える前に彼女に背を向ける。そして短く仕事に戻るようエリノアに言い残すと、そのまま颯爽と控えの間を出て行った。






　──後に残されたエリノアは、呆然と立ち尽くしている。

















５　気づき












　──どうしてあんなことを言ってしまったのか。






　ブレアはそれをずっと考えていた。






「……」






　もちろんブレアは彼女が自分のことを心配してくれていたことはちゃんと理解していた。

　ブレア自身が己の風評をどう思うかはまた別として……彼女が、己の名誉が傷つかぬようにと案じてくれたことはブレアも素直に嬉しかった。しょんぼりと落とされた薄い肩を見ると、思わず吸いよせられるように手が伸びそうになったが……。






『ブレア様と踊るなんて』と、言われた時には──妙な苦さがあった。

　胸は何かが詰まったように重くなり、それでつい、問い詰めるような言い方をしてしまった。

　幼稚な言葉であった。






「……あれでは、まるで子供ではないか」






　普段ならどんな噂であれ聞き流せるはずが、それが上手く行かず、何故か娘の言葉の一つ一つが気になった。

　どうにも……最近己の様子がおかしいような気がして。

　今なお続く胸の重さも、そこから来ているような予感がするのだが……。






「ん……？　なんですかブレア様」






　ブレアが零したつぶやきを拾い聞き、階段の途中で供の騎士が顔を覗きこんできた。

　熊のようななりをした騎士は、今日はぱりっとした正装を身に纏っている。






「誰が子供なんです？」






　不思議そうに眉を持ち上げてくるオリバーに、同じく正装に身を包んだブレアは、きっちり腕を組んだまま、問う。






「……いや……オリバーお前……女が気になったことはあるか？」

「…………、…………、……なんですかそれは……そういう話なら、もうちょっとライトなノリで言ってくれませんかね……」






　王子の生真面目な顔に、オリバーがもうちょっとで噴き出すところでしたよ、と苦情を申し立てる。






「そりゃあ、ありますよ男ですから。それに……今はどうしたらブレア様にダンスのお相手女性を見つけられるか……それが心底気になってます」






　オリバーは言ってから、この男にしては困りきったという表情をした。






「なんのことを仰っているのか知りませんが……本当に、今夜の会……またお一人で行かれるのですか？　パートナーを断るなんて……王妃様がガッカリなさるじゃないですか……」

「……お前、さてはこたびの件、母上から話を聞いていたな……？」






　どうやらオリバーは……今回のブレアの舞踏会のパートナー候補が、皆、彼の縁談相手だったと知っていたらしい。

　その指摘に、オリバーはわざとらしい調子で「なんのことですか？」と、人を食ったような顔で苦笑する。






「……まったく……」

「それはこっちのセリフですよ……ダンスが上達しなかっただなんて見え透いた嘘を……あーあ、将軍のお嬢さんは癖がありそうですが、体育会系で見所もありそうな気がしたんですけどねぇ」






　騎士の落胆した様子に、ブレアは呆れている。

　今回彼は、母である王妃がそういうつもりだったのだとは知らなかった。

　それなのに、己の護衛騎士はちゃっかり王妃と通じていたのだ。






「……てっきり母上はもう私の縁談は諦めたものと思っていたのだがな……」






　ブレアが階段を上りながら難しい顔でそう言うと、オリバーはそんなわけないでしょうと呆れる。






「自分の王子がクラウス様……ひいては側室様陣営に攻撃されているのに、それを王妃様が見過ごし続けるはずないじゃないですか。そこら辺はお妃としての覇権争いにも通じますし」






〝覇権争い〟という言葉に、ブレアは一層嫌そうな顔をする。






「……母上には己のことは己で対処するゆえ手出し無用と言っておいたものを……」

「……殿下がさっさとやりかえさないから周りがやきもきするんでしょう！　クラウス様を野放しになさったりするから……！」

「仕方あるまい、本当に下らぬこととしか……」

「殿下自身がそうでもね！　王妃様や俺達にとってはそうじゃあないんですよ！」






　護衛騎士は恨めしそうな顔でブレアを睨んでいる。そんな男の様子に、ブレアはため息をついた。






「……はぁ、まあ、今回は相性が悪かったと思って頂くしかあるまい。私のような愛想もない者に、そう簡単に連れ合いが見つかるとも思えんな。……無理強いするわけにもいかぬ」






　真顔で返す王子に、オリバーも大げさなため息をつき返す。






「ああ～……クラウス王子の勝ち誇った顔が目に浮かぶ……」

「……嫌なら離れておけ」

「やですよ！　どうせ今回も嫌味を言われても言いたい放題にさせておくつもりなのでしょう!?　心配でとてもじゃないですがお一人にできません！　これだから、侍女頭たちに過保護とか言って鼻で笑われるんですよ、俺達は！」

「……それはすまんな。だが付いて来る気なら諦めろ」

「く……っ、ご令嬢たちの中に少しくらい好みの方はいらっしゃらなかったんですか!?　お願いですから、もうちょっと間口を広げてくださいよ!!　俺なんか……女なら誰でも好きですよ!!」

「…………」

「あ！　そんなゴミ虫見るみたいな目で見ないでください！」






　途端、ジロリと見られたオリバーが嘆く。






「……煩うるさい。私にも好みくらいは──……」






　と、言いかけて。ブレアはふと、脳裏に浮かんだ姿に思わず足が止まる。






「…………」






　それが誰か分かった瞬間、何故か一人赤面してしまったブレアは……

　またそこで真面目に考えはじめた。……なんなんだこれは……と、眉間には、深い皺がよっている。どこまでも生真面目な男である。






「……？」

「はー……」






　しかし、そんなブレアの小さな異変には気がつかず。

　ちょっぴり涙ぐんだ騎士は、階段の終わり、その先に〝あるもの〟を見つけて、げっそりと指差した。






「ブレア様の潔さは素晴らしいですがね……ほら……居ましたよ……殿下の可愛い弟君が……」

「…………あぁ、」






　その姿を見つけ、ブレアも現実に引き戻された。

　オリバーの投げやりな視線の先──ダンスホールのエントランスには、話題の第三王子クラウスが立っていた。

　こちらも正装に身を包んだ第三王子の隣には、これまた華美に着飾った彼の婚約者が立っている。それを取り囲む大勢の貴族の男女は、彼らの取り巻きたちであろう。

　クラウスはいつも沢山の取り巻きを引き連れて歩いているが、本日は、彼の婚約者である公爵令嬢方の取り巻きもいるらしい。その数も合わせると……エントランスはまるで彼らに占拠されているようである。






「……賑やかだな」

「賑やか……？　我が物顔じゃないですか、邪魔な……表に回れよまったく……」






　そもそもこちら側は王族用の特別なエントランスである。表側の大勢の来賓が使用するエントランスと比べるとやや手狭な造りになっているし、本来は、王族やそのパートナーだけに許された場所である。

　護衛のオリバーとて、ブレアを送り出したあとは、別の入り口を使用する必要があり、そこをクラウスの取り巻きたちが好き勝手に使っていいはずがない。……のだが。

　話によれば、こうしたクラウスの振る舞いを、国王の側室が許可しているとのこと。

　その側室はブレアの母とは仲が悪い。あまり下手にブレアがクラウスに干渉すると、ことは側室と王妃を巻きこんだ大きな事態に発展してしまう。更には妃達に板ばさみになった国王が困るのも目に見えていて……。

　あまり家族内に不和を生みたくないブレアにとっては頭の痛い問題であった。






　クラウス、ひいては側室の威光を笠に着て、舞踏会前の高揚感に浮かれた若者貴族たちはエントランスで傍若無人に振舞っていた。居合わせた王宮の使用人たちも、彼らにあれやこれやと言いつけられて非常に困惑しているようだった。

　その横柄さを目撃したオリバーは、毒のある顔で「迷惑な、」と吐き捨てるように言った。

　と、それが聞こえたのか……。

　クラウスの取り巻きの中の一人が、ブレアたちに気がついた。

　その男に耳打ちされたクラウスは……兄の姿を視界に捉えると、途端、含みのある笑いを口の端に乗せる。






「……ほーら御覧なさい。さっさと入場すればいいのに。あれ、わざわざのブレア様待ちですからね」






　ほーんと、可愛い弟君ですねぇ……と、オリバーがげっそり厭味を吐いている。

　その顔にはやはり、はっきりくっきり「めんどくせーな！」と、書いてあり……ブレアがそれを目線で窘めると、同時にクラウスたちがぞろぞろと傍へやって来た。

　もちろんクラウスは本日もその一番先頭で胸を張っている。






「これはこれは……こんばんは兄上」

「ああ……息災かクラウス」

「ええ、今日は良き夜ですね」






　ブレアに恭しく頭を下げた後、クラウスはわざとらしい微笑みを顔に浮かべる。






「おや、どうなさったのです？　お隣にむさ苦しいデカブツの姿しか見えませんが。まさか、それが今夜のパートナーですか？」






　途端第三王子の背後からは、さざ波のような笑い声が漏れる。クラウスの隣により添う令嬢も、扇の向こうで肩を揺すっている。

　その蔑みを含んだ響きには、〝デカブツ〟呼ばわりされたオリバーが、それでも表向き騎士として平静を保ちながら……鉄仮面の下、細い声で呪いの言葉を吐きまくっていた。

　傍にいてもちろんそれが聞こえたブレアは、やれやれと思いながらも、弟の顔を見る。






「……まさか。この者にはきちんと別にパートナーがいる。私は、こたびは辞退することにした。踊りは相変わらずの腕前なものでな」

「またですか。護衛にすら相手がいるのに、兄上はタガート家の娘にも匙を投げられたと？　味方の娘にすら見放されたとはなんと情けない。ああ……もちろん、これは兄上のことを心配して言っているのですよ？」






　その見え透いた言葉には、オリバーの瞳が剣呑に尖る。が、ブレアはといえば、一言、「そうか」と、言ったきりである。

　ブレアがそうして頷くと……平然と返されたのが気に入らないのか、クラウスが鼻を鳴らす。

　顎をしゃくりあげて見下げるような目線には、ブレアの背後でつぶやかれるオリバーの呪いの言葉がより邪悪になった。






「父上もさぞかし失望なさることでしょうねぇ……父上は踊りがそれはそれはお上手なのに。兄上はその才能を受け継ぐ事はできなかったのでしょうか。甲斐性さえあれば、相手くらいいくらでも見つかりそうなものですが。もしかして高望みしすぎておられるのでは？　身分が低い者になら、兄上の身分に群がってくるような者もいるかもしれませんよ」

「クラウス……下らないことを喋っている暇があるのなら、さっさと入場しろ」






　真顔なりに辟易したと言いたげにブレアが弟を促す。が、クラウスは、兄に向かって饒舌に動く口を止める気はまったくなさそうだった。

　ブレアたちも、クラウスたちにダンスホールへの入り口前を塞がれていては進むこともできない。

　それを分かった上で、クラウスは猫撫で声で続ける。






「そう邪険になさらないでください兄上。たまには私の進言もお聞き入れくださいよ。第二王子が弟に追い抜かれ序列も守れず、婚約もできず……少しくらい体裁も考えて下さらないと私も困るのです、同じ王族として」

「……そうか」

「ちゃんとタガートの娘には泣きすがって頼んだんですか？　誰にも相手にされない惨めな私と踊ってくださいと」






　体裁を考えろと言っておいて、同じ口で配下の娘に泣きすがれと言う。






「……──」






　その言葉にブレアの眉がピクリと持ち上がり──それを見たクラウスは、途端、表情に歪んだ喜色を浮かべる。やっと兄の顔色を変えられたことが嬉しかったらしい。

　しかし、そのあまりの言いようには、ブレアの背後で耐えていたオリバーが、堪らず怒号を上げる。






「なんてことを……元はと言えば!!」






　憤った騎士が尊大な顔をしている王子に食ってかかり、クラウスの取り巻きたちが身構えた。

　クラウスもせせら笑うように顎を持ち上げ騎士の顔を睨んだ──……その時。






　傍で、ブレアが誰もが予想だにしない動きを見せた。






「…………、そうか……」

「え……？」






　ブレアの言葉の調子に、一瞬周囲の者たちが皆、キョトンとした顔になる。

　それは、何かの気付きに意表を突かれたとでもいうような、そんな晴れやかな響きを持っていた。

　ブレアは口元に手を添えて、何事かを一心に考えている。

　その顔は怒りに染まっているわけでも、弟を睨んでいるわけでもない。

　ただ、思案顔で腕を組み、ぽつりと言葉を漏らす。






「そういえば私は、頼まなかったな……」






　ブレアは思った。

　……もしや、今回も頼めばよかったのだろうか、あの日のように。






　──王宮舞踏会。

　はっきり言って、それはブレアには興味の持てない行事である。

　いっそ、騎士たちと共に警護にまわりたいと思うくらいで……。

　もちろん、そんなことが許されるわけはないのだが。

　しかし、着飾って貴族たちの前で踊る自分には違和感すら感じるのも事実だった。






　ブレアの灰褐色の目は、先に見える豪奢な白い大扉を捉えた。

　多くの衛兵や使用人たちが整列するその扉の向こうには、贅の限りを尽くしたようなダンスホールが広がっている。

　きっと中には着飾った賓客、貴族、高官たちが大勢集まっていることだろう。

　剣を振るほうが楽しいブレアには、そこで楽しいと思った記憶はない。

　だが、とブレアは思い出す。






（もし、そこで、）






　あの時のように過ごせたとしたら──






　そう思った時、ブレアは幻のように、自分の手を取る白い手を見た。

　娘が〝白魚〟と言い張る腕から伸びる、柔らかなそれ。

　共に踊ってくれと請うた時、自分を見上げてきた、決意に満ちた美しい瞳の色を思い出した。






『絶対……足踏みますからね！』






　耳に甦る勇ましき言葉には、目の前が開けるような気がした。














　そうか、とブレアがもう一度つぶやく。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」

















６　気づき…からの即実行。に、熊騎士困惑す。












「兄上……？」






　──クラウスは、訝いぶかしむような顔をして兄の顔を覗きこんだ。






　第三王子クラウスは、対立する立場にあるこの兄が、誰よりも嫌いだった。

　いやもしかしたら……この兄に、自分という存在を無視されることが一番嫌いなのかもしれない。

　自分が何を仕掛けても、いつも涼しい顔で相手にされない。それが悔しくて悔しくて堪らなかった。






「ブ、ブレア様？」






　思案にふける様子を見せたきり何も言わなくなった兄に、騎士も心配そうな顔を見せている。

　それすらも、クラウスの癪に障る。

　この騎士は国内の若手騎士の中では抜きん出た存在で、実力もあり、武門としての家柄もいい男だった。そんな男が、兄を熱心に支持していることもクラウスには実に不快だ。

　自分にも取り巻きは大勢いるが、こんなふうに心底自分に惚れこんで案じてくれる者がそう多くはないことを彼は知っていた。






（気に食わない……いつか必ずこいつも潰してやる──）






　クラウスがそんな不穏な怒りに囚われていた時──ふいに、周囲がざわめいた。

　それは周りの者たちが一斉に息を吞んだような、そんな響きだった。






「？　なん……」






　オリバーから視線を外したクラウスは、彼もまた、言葉を失くして言葉を吞みこむ。






　目の前で──兄が、穏やかに微笑んでいた。






「っ!?」






　途端、クラウスもギョッと後退る。

　この場にいる多くの者たちが皆ブレアが笑うところなど──、一度も見たことがなかった。

　いつも傍にいるオリバーですら、そのブレアの表情には驚きを隠せない。

　今まで彼が見てきたブレアの笑みとは、それは何かが決定的に違った。






「ブ、ブレア様……？」






　だがしかし。

　当の本人ブレアは、本日も、そんな周囲の動揺など露ほどにも気にかけなかった。

　そもそも……彼には、己が笑ったくらいで周囲が驚くなどということは、まったく思いもよらないことである。






　そして──彼は確かに言ったのだ。






「そうか…………私は……あの娘を好いているのだな……」と。






　しみじみとした驚きと、幸福感が滲む響きには、それが聞こえた者たちの身を凍らせるだけの威力があった。

　ほうっという息づかいに気がついて。クラウスが顔を横に向けると──己の婚約者を含む幾人もの娘が、うっとりと微笑む兄のほうを見つめている。それを見て、クラウスの瞳が一気に憎しみに染まった。






　──そんな観衆の前で、ブレアはふむ、と晴れやかな顔つきで踵を返す。

　気がつくと、彼の胸のつかえは取れていた。






「ブレア様!?」






　ブレアが階段を戻ろうとしていることに気がついたオリバーが、慌ててブレアの前に立った。






「どこへ……もう会がはじまります！」






　その問いにブレアは平然と答える。






「ダンスの申しこみをしてくる」

「[image: 〓]!?　い、今からですか!?」

「ああ」

「い、いったいどなたに……ま、まさか……」






　オリバーは非常に嫌な予感がしたが……その問いにも、やはり彼はためらわない。






「エリノア・トワインだ」






　ブレアがきっぱりと言うと、オリバーがやっぱり！　と、青ざめる。






「トワ、イン……？」






　その会話を聞いていたクラウスは、聞き覚えのある家名に眉をしかめている。

　オリバーは、ちょっと待ってくださいと慌ててブレアを押しとどめた。






「ダメです！　身分が……相応の娘でなければ周囲になんと言われるか……」






　しかし、ブレアはしれっと返す。






「お前は、今更私がそれを気にすると思うのか？」

「……！　……！　思い、ま、せんっけどっ!!」






　オリバーは頭を抱える。

　これまでも政敵に流される自分の悪評をものともしなかったブレアである。今更、舞踏会の相手がどうだと周りに言われても、気にするはずがなかった。しかし、オリバーは、幾らそんなブレアでも、己の相手には、さすがに身分に相応な娘を選ぶはずだと思っていた。

　……だが、その見立てはどうやら甘かったようだ。

　けれども、苦悩する騎士に、ブレアは首を振って苦笑した。






「そう慌てるなオリバー。ただ、こたびの会に付き合ってくれと頼みに行くだけだ。何も大げさなことを申しこみに行くわけではない」

「や、そういうわけにはいかんでしょう!?　ブレア様の場合……あなた王子なんですよ!?」






　普段周囲に女性の影の無いブレアが……自ら選んだ娘に舞踏会で相手をさせるということが、集まった貴族達にどう見られるのか。それはあまりにも明らかである。

　しかも、そこで先ほどのような世にも珍しき笑顔でも投下されようものなら……。

　オリバーはそれを想像して慌てふためいた。






「ちょ、ちょ、ちょっと！　やっぱり待ってくださいブレア様！」






　ブレアはさっさと来た道を戻ろうとする。が、オリバーは巨体を駆使してなかなか道を譲ろうとしない。






　そんな二人の押し問答を。クラウスは表情を歪ませながら見ていた。

　兄の相手をしそうな令嬢には、様々な手を使い兄に好感を持たせないように仕組んだはずだった。爵位持ちの家柄にある侍女にだって、適齢期の娘ならブレア付きの侍女にはなれぬよう手を回させたのだ。それなのに。

　リストにない名を耳にして、どういうことだと睨まれた取り巻きが身を竦ませている。






「エリノア・トワイン……？　トワイン家……どこかで……」














「オリバー……」

「だ、……あなた様に不利益になりそうなことをみすみす見逃せませんよ！　だいたい、今から連れてきてどうするんです!?　身支度だって、今からじゃあとても会には間に合いません！」






　女性の身支度には半端じゃない時間が掛かるんですよ!?　……と、いう至極真っ当な言葉に、ブレアがぴたりと足を止める。






「……それは、確かに……」

「で、でしょう？　まさかメイド服で連れてくるわけにも行かないんですから！　ね、化粧だってありますし、向こうだって身も整えないであの絢爛豪華な舞踏会に参加したいなんて思いますか!?　現実的に考えて、やはり無理ですよ！」

「……」






　オリバーの主張に、ブレアが考えこむ素振りを見せた。

　常日頃、物事を正しく把握し冷静に対処しようとするブレアのことだ。

　一先ずもう大丈夫だろうと、オリバーがほっと肩から力を抜いた──その時だった。

　彼の大きな背が、ドスンと何かにぶつかった。






「う、？」

「何事だ……このような場ではしゃぐなオリバー、殿下の御前で見苦しいぞ」

「げ……」






　誰かにぶつかったオリバーは、相手の顔を見てひきつる。

　体格の良いオリバーにも匹敵する身体つきのその男は、武人然としていて威風堂々とそこに立つ。顔には豊かなヒゲを備えていた。

　男は、騎士の向こうに信頼する王子の姿を見つけると笑みを浮かべる。






「良き夜ですな殿下。どうなさいました、この小僧が何かしでかしましたか」

「こ、小僧って将軍……」

「タガートか……」






　現れたのは、初老の武人、将軍タガートだった。

　初老というには些か重厚すぎる筋肉を備えた将軍は……オリバーを押し退け、ブレアやクラウスの様子を見渡すと、おや、とつぶやく。






「ブレア様、どこに行かれるのですか？　もう舞踏会ははじまりますが……いけませんぞ、舞踊が苦手だからといって、また鍛錬場にでも逃げこむおつもりか？」






　将軍はそう言いながら懐の深そうな笑い声を立てた……かと思うと。今度は鷲のような眼光を周囲に走らせて、呆然とブレアたちを囲んでいたクラウスの取り巻きに向かって咆ほえた。






「小僧共!!　さっさと殿下に道を開けんか！　この様な場所で騒ぎ立てるとは何事だ！」






　タガートが雷のごとく一喝すると、クラウスの取り巻きたちが飛び上がって壁際まで後退る。






「まったく……なっとらん……」

「タガート……」






　怯んだ男女たちを睨んだままのタガートに、ブレアは神妙な面持ちで呼びかける。






「おや、なんですかな殿下」

「この度は私が不甲斐ないばかりにご息女には迷惑をかけた」






　申し訳ないという言葉に、タガートは目を細める。そこから生まれる威圧感には、関係ないはずのクラウスの取り巻きたちが震え上がっている。






「ほう……殿下は我が娘をお気に召さぬと申されるか……」

「いや、ご息女に問題があるわけではない。ただ……他に踊りたい相手がいる」






　静かだがきっぱりとした物言いに、タガートは、一瞬意表を突かれたような顔をして、次の瞬間、そうですか、と、声を上げて笑った。傍にいたオリバーは、言っちゃったよ、という顔で額を押さえている。






「なるほど、なるほど……しかしですねぇ殿下、これは陛下や王妃様のお決めになったこと。殿下も務めと思い、此度は相手をしてやっては下さらぬか。娘もせっかく着飾らせてきましたゆえな。このまま帰れとは、あまりにも不憫です」

「……いや、しかし……」






　タガート家には、丁寧な断りの手紙を届けさせたはずのブレアは、将軍の言葉に戸惑う。

　タガートは立派な腕を組み、己の背後に顔を向ける。と──そこには、見覚えのある赤毛の娘が立っていた。

　タガートが言うように美しく着飾った背の高い娘は、どこかムッとしたような顔でブレアを見ていた。






「ルーシー・タガート嬢……」






　何故、とブレアの瞳が困惑の色を見せる。

　エリノア・トワインの話では、彼女は他に想う者がいて、国王と王妃の前でブレアと踊るわけにはいかないと強硬な態度を取っていたという。

　その彼女が何故、意志を曲げてここにいるのか。ブレアは答えを求めるようにルーシーを見たが……令嬢は挑むような目のまま無言である。

　タガートは、穏やかに問う。






「娘よ、お前、殿下のお相手務める気はあるのだな？」

「──はい」






　すると応じる声がエントランスに高らかに響き、その凛と勇ましい声に──ブレアが瞳を瞬いた。






　──聞き覚えのある、声だった。






　途端……ルーシーが、ふんっと鼻を鳴らして。

　彼女は道を開けるように、身を横に引いた。

　と──






「っ」






　そこに、ふわりと柔らかそうな黒髪を見つけ、ブレアが言葉に詰まる。

　背の高い親子の背後から姿を現した娘は、開かれた二人の間に進み出て顔を上げた。






「お許しいただけるなら──私、喜んでブレア様のダンスのお相手、務めさせていただきます！」






　優しい緑色のドレス。

　波打つ黒髪。紅潮した額には珠のような汗。今にも裏返りそうに緊張の篭った声音。

　それでも娘は強い瞳をブレアに向けていた。






「絶対に足を踏む自信がありますが！」






　それでもよろしいなら、と震える手に──ブレアの手が重ねられたのは、実に自然な仕草であった。

















７　ブレア落胆す。












　どうした、と、ブレアが呆然とつぶやいた。






「もしや、ルーシー嬢に強要されたのか？　本当に無理に養子にされたのか!?」

「ちょっと!?」






　手を取って、最初に何を言うかと思ったら……。

　心配そうな男がまず言ったのはそれだった。

　エリノアは思わずカクリと膝を折って。まあ……彼とエリノアが最後に会った時、エリノア自身が『それはできない』と悩んだ様子を見せていたのだから仕方ない。

　抗議の声は、もちろんルーシーのものである。

　父タガートにそれを窘められた令嬢は、ジロリと父親を睨み──どうやら──反抗対象である父がそこにいることで、いつもよりかなり強気割増気味になっているらしい。

　ルーシーは、先ほどクラウスの取り巻きを黙らせたタガートの叱咤を一睨みで撥ね返す。






「おっさん（※タガート）は黙ってて!!」

（→タガートが精神ダメージを受ける）

（→オリバーとクラウスがギョッとする）

（→エリノアが「お嬢様!!」と、鬼顔で目を吊り上げる）






「…………」※ブレア






　ルーシーは猛々しい調子で、微妙そうな表情のブレアに反論する。






「それじゃあ私が無理強いしたみたいじゃない！　私じゃないわよ、その子が養子にしてくれって頼みに来たんだから！」






　言い放ち、令嬢は「ふん！」と、そっぽを向く。……タガートが気が遠くなったような顔をしてよろめいた。オリバーが慌ててそれを支えている。






　しかし言い放たれたブレアはというと、令嬢の礼を欠いた態度よりも、その言葉のほうが気になったらしい。彼は目をまるくしてエリノアを見る。






「……お前が？　何故……」






　ブレアは今まさにエリノアに、ダンスのパートナーになってほしいと申しこみに行こうとしていたが、彼女の身分を変えてまで、という考えはなかった。

　多少の騒ぎは覚悟で、そのままのエリノアで参加してもらえればと──いや、エリノアに申しこむこと。それ自体にブレアは意義を感じていた。

　何かの障害で、実際には舞踏会で共に踊ることができなくても、己がエリノアと踊りたいのだという意思を示しておきたかった。






　それなのに。

　ブレアは、娘に家名を捨てさせるという大きな犠牲を強いたような気がして戸惑った。

　意表を突いて現れた娘の手を思わず取ってしまったものの──ブレアは、はたしてこのまま共にダンスホールの中に入っていいものかと頭を悩ませる。

　するとエリノアは、ルーシーに向けていたイガイガした顔を収め、彼ににっこりと微笑みかける。






「お嬢様がすみません殿下……でも、そうなんです。今回は、わたくしめでもこうすれば……タガートのおじ様にご助力いただけば、少しはお役に立てそうだったので……そういうことにさせていただきました」

「しかし……そのようなことで……」






　ブレアが困惑した様子を見せると、ちょっと肩を落とした（※ルーシーのせい）タガートが説明をする。






「まあ……そもそも以前に一度、私はこの者と弟とをタガート家の養子にと手続きを進めておりました。それをもう一度数年ぶりに動かしただけです。……ので、そう大した労力では」

「……なる、ほど……」






　しかし、とブレアの表情は晴れない。

　だがエリノアは、いいんです、とすっきり笑う。






「トワインという家名を名乗れなくなるのはずっと嫌でした。亡くなった父との繋がりが消えてしまう気がして……でも、もう、私も子供ではないので。少なくとも、何もできなかった子供の頃よりは、選ぶ力がついたと思いました」

「選ぶ……？」






　ブレアが問うと、エリノアは少し大人びた顔で頷いた。






「──はい。家名で、今は亡き父と繋がるか……それとも、父の遺志を継ぐことで繋がって行くか、ということです」






　その言葉にブレアは瞬き。エリノアは、父の姿を思い浮かべながら、続ける。






「私の父は、トワイン家の当主としての誇りを胸に、ずっと国に仕えさせていただいておりました。でも……父が誇りに思っていたのは……きっと家名だけではなかったと思うのです。国王陛下や、国を支えることそのものにも、父は喜びを見出していたはずです……だから……」






　エリノアの緑色の瞳は、まっすぐに主の顔を見上げている。






「私は道半ばでそれができなくなった父の為にも、自分でこうしたいと思ってここに参りました。殿下の威信を守ることは、トワイン家にとっても大切なことです」






　エリノアは、目線を下げて膝を折り、身体を沈めてブレアに淑女の礼を捧げる。






「殿下、未熟なわたくしめですが、こたびの舞踏会、姉の代理でお相手させていただいてもよろしいでしょうか？」






　顔を上げて、見上げてくる娘の真摯な瞳から、ブレアは目を逸らすことができなかった。






「今回のこと……私にとっても、〝そのようなこと〟ではなかったみたいなんです……」






　恥ずかしげな言葉が、先ほど自分が『そのようなことで』と、言ったことに対するものなのだと、ブレアもすぐに察する。

　その途端、ブレアは──……。






　思わず、エリノアから顔を背けた。






「……っ」






　娘の瞳を見ていると、柄にもなく胸の内が甘やかな薔薇色に染まったような気がして。ブレアは、まるきりどうしていいか分からなくなった。ただただ、自分の心象風景の有様が、これまで経験したことのない程に己らしくないということだけは理解して。ブレアは眉間に皺をよせたまま戸惑い、やや、目が回りそうな感覚に陥る。






「……!?　??　??」

「ブ、ブレア様？」






　応答がないことを王子の不服と思ったか。途端エリノアの顔が、ぼっと燃え上がる。






「あ、あの、でも、もちろん殿下がお嫌なら……」






　着飾って押しかけてみたものの……もしやこれは要らぬお節介であったか。そう思うと急激に恥ずかしくなった。

　もちろん、エリノアにとっても、ここに来るまでには相当の勇気が要ったのだ。だが、昨日の別れ際。己の不用意な言葉で王子を不快にさせたことがとても気になっていた。

　王宮でも、帰り道でも、家に帰ってからも。何をしていても、あの時のブレアの顔が頭を離れなかった。そうして彼女は一晩中悩み抜いて──

　それで結局。休日であった翌日の今日。エリノアは、いても立ってもいられずに、タガート家に駆けこんでしまったのだった。






　しかしそれも──と、エリノア。






（──全部……突っ走りすぎの的外れ……）






　暴走行為で王子を困らせてしまったかと思うと、エリノアの額には羞恥のあまり滝のような汗が流れる。

　──と、それに気がついたブレアはハッと我に返って。慌ててエリノアの手を引いた。






「いやっ、違う……！」






　身を沈めたままだったエリノアを立ち上がらせたブレアは、破裂しそうに赤い娘の顔を見る。






「嫌などということでは……」






　気まずそうな王子の顔には珍しく冷や汗が浮かんでいる。分かりにくいが、頬も微かに赤い。






「……」






　ブレアは言葉を切って、深呼吸をひとつ。

　それから決意を固めたようにエリノアを、見た。






「……嫌ではない。頼めるか──……エリノア」

「！　はい！」






　名を呼ぶと、その瞬間にエリノアの表情が輝いて。






「……」






　笑顔になった娘を見たブレアは更に惑った。

　華奢な手のひらを取った己の手がいやに熱い。むず痒いような心臓と、浮き足立つような己の足が不安だった。

　そんなこととは露知らず……エリノアは背後で悪女の様相でガッツポーズをとるルーシーと、（ルーシーに〝おっさん〟呼ばわりされてちょっぴり涙ぐみながら）微笑を浮かべるタガートへ、やりましたよ！　と、グッと拳を握って見せる。






「私……採用されました!!」

「頑張るのよエリノア！　私の為にも！（ここ強調）」

「はい！　わたくしめ、タガート家とトワイン家の為にも立派にお役目務めて参ります！」

「…………………」（※ブレア、無言（自分はこんな調子で最後まで持つのだろうか、と案じている）






　そんなブレアに──すすす……と近づいて来たオリバーが半眼で、一言。






「……ブレア様……あの誘い方……本命に対しては落第点ですよ……？」

「……………………」






　その言葉には、あれが今の精一杯だったブレアは……

　自分の不甲斐なさに、やや落胆するのであった。

















８　出動、魔王軍。












　夜風の吹き付ける王宮の屋根に三つの影があった。






「……よろしかったのですか、陛下……」

「……」






　低い声に問われた少年は、冷たい顔で眼下を眺めている。

　彼の視線の先の明るい建物の中には、窓ガラス越しに、着飾って男の腕に手を回す姉の姿があった。

　頬を紅潮させて、ぎこちない様子の姉を静かに見つめながら、ブラッドリーはつぶやくように答えた。






「……仕方ない。あんなふうに姉さんに頼まれたら……」






　──昨日。帰宅したエリノアはずっと様子がおかしかった。

　そわそわと家中を徘徊したかと思うと、自分の寝室で転げ回ってみたり。家事をしていたかと思うと、いきなり床に沈んで呻き出したり……。

　ブラッドリーやコーネリアグレースが、どうしたのと聞いてみても、エリノアは何も話してくれなくて。

　心配で、不安で、ブラッドリーはその夜は一睡もできなかった。

　そして今日の朝、もう一度彼が、姉に理由を問うと、こちらもまた眠れなかったらしいエリノアが、やっと口を開いたのである。






『ブラッド……私、タガートのおじ様の養子になるわ！』、──と……。






　──決意に満ちた、顔だった。






　ブラッドリーはもちろん驚いて。

　でも、『父さんのためにも』と懸命な姉の姿には、何も言えなくなってしまった。

〝トワイン家〟としての父は、今、下に見えている男、第三王子クラウスの派閥に失脚させられた。

　その派閥争いが今なお続いているとしたら、それを知った姉が、クラウスから現在の主人、ブレアを守りたいと思うのは、仕方のないことかもしれなかった。

　姉弟は当時──自分たちが子供であることを──非力すぎる自分たちが、父の為に何もできないことをとてもとても悔やみ、苦しんだ。

　その死を見送った時の胸を裂く様なやるせなさを、ブラッドリーは今でも忘れてはいない。……きっと、姉もそうなのだ。






「……」






　ブラッドリーは、暗い双眸そうぼうから殺気と侮蔑をこめてクラウスを睨む。






「……今すぐ殺せる力は僕の手の中にあるんだけどな……」






　ブラッドリーが、つと、腕を上げると……手の中に黒煙が現れて、それは剣をかたどった。

　鋭い切っ先をクラウスのほうへ向けながら、ブラッドリーの瞳はどんどん暗く冷たくなって行く。






「今……これをあいつの心臓に突き立てれば……少しは父さんも浮かばれるのかな……」






　──もちろん、ブラッドリーの剣はガラス越しであろうと、壁越しであろうとも正確にその心臓を射抜くだろう。

　それは、とても簡単なことだった。






　……けれども。






「…………」






　ブラッドリーは肩から力を抜くと、手の内から剣を霧散させる。

　黒い煙は夜空の中に立ち昇って、溶けるように消えて行った。






「……おや、おやめになるんですか？」






　グレンの問いかけに、ブラッドリーはため息をつく。






「……せっかく姉さんが頑張ったんだし……相手は気に入らないけど……」






　面白くなさそうにブラッドリーはぼやく。






「姉さんずるいよ。……綺麗なんだもん、あんなの邪魔できないじゃない……」






　本当に久々に着飾った姉は、とても綺麗で。とても嬉しそうだった。

　多分……嬉しそうなのは、着飾れたから、……ではないが、ブラッドリーはそれを認めたくはなかった。

　しかしその代わり、ブラッドリーはきっぱりと言う。






「……あいつがちょっとでも姉さんに不埒な真似をしたら、存在ごとこの世から消そう」






　いっそ清々しい言い切りように、グレンが、「陛下素敵！」と、きゃっきゃ、言っている……。

　そんな物騒な決意表明をした魔王の視線の先の建物内部では……緊張した面持ちでホールの中へ入場していく姉とブレアの姿が。ブラッドリーは、姉を見るブレアの目が優しいことに気がついて。やや不機嫌そうにそれを見送った。






（…………）






　その主人をヴォルフガングが心配そうに見ている。






「しかし、陛下……ここは少々聖剣に近すぎやしませんか……？　あまりお近づきになるのはよろしくないかと……」

「そうそう。姉上の所有物になったから、肉親の中和でだいぶん陛下のお身体にも障らなくなってますけどぉ……わー、ほらほら、ここからも見えますよ！　女神の大樹！」






　屋根の上から身を乗り出したグレンは、王宮の敷地内に見える大木を見て笑う。

　それを忌々しそうに睨みながら、ブラッドリーは頑固な表情を見せた。






「……仕方ないだろ、姉さんがブレアに襲われたらどうするんだ……僕は絶対姉さんから目を離さない」

「……クラウス親の仇のほうじゃないんですね……」






　再び言い切った主人に、ははーん、といかにも愉快そうな顔のグレン。ブラッドリーは当然だと暗黒顔で返す。






「もちろんそっちもだけど……今まさに姉さんに触れているやつのほうが僕は許せない……」






　あんなに可愛い姉さんになら誰がよろめいてもおかしくないじゃないか、と本気で断言するブラッドリーの瞳は、「何かあったらあいつマジ殺す」という目をしていた。

　それを見たグレンは「盲目が過ぎるー！」と笑い転げた。が……。

　ブラッドリーに睨まれると、黒猫は赤い舌を出して「えへっ」と身を正した。






「ですよね～、あはは、じゃ、私、下に行ってウルトラ可愛い姉上の監視をして来ま～す♪」

「……真面目にやれグレン……では、私も行って参ります陛下。しかしくれぐれもっ……！　くれぐれも陛下はこれ以上聖剣に近づいてはいけませんからね!?」






　せいぜいダンスホールの上までですよ！　あまり魔力も使わないで……と、必死に言い募るヴォルフガングに、グレンが「オカンなの!?」とゲラゲラ笑っている。






「……分かってるよ……その代わり、ブレアが姉さんに変なことしないように……」

「大丈夫です！　きちんとお守りして参りますから！」

「……」






　ね!?　と、必死な犬顔の武人に……ブラッドリーは不承不承頷くのであった。

















９　勇ましき者












　ダンスホールの開かれた扉の前に立ったエリノアは、その先に見える目の眩みそうな世界に圧倒される。

　ホールをぐるりと囲んだ窓硝子には、外の夜闇が艶やかに輝いて見える。その上に広がるのは女神への賛美を表すという天井画。中央には巨大なクリスタルガラスのシャンデリアがぶら下がっていて、エリノアは、以前それを同僚たちとともに一つ一つ必死に磨いた時のことを思い出した。






　──まさか……己がこんな風に見上げることになろうとは。






　王族用のエントランスはダンスホールよりも少し高い位置にある。

　階段を降りた先には、既に多くの来賓たちが集まっているようで、その賑やかな声は上にも伝わって来た。

　だが、官がブレアの入場を報せると、ホールは一瞬にして水を打ったように静まりかえった。






　──そこに──密やかな、ヒソヒソ声が聞こえたような気がして。エリノアの表情が陰る。

　その小波のような声の中には、来賓たちの様々な感情が混じっているような気がして──……それは、けして、ブレアにとって好意的なものばかりではなかった。

　エリノアは一瞬感じた気後れを、拳の中に閉じこめるように、強く手のひらを握った。






（……っ私は……怯まないぞ……！　き、貴族が何よ……私なんか、元魔王と魔族と一緒に暮らしてるんだからね!!）






　ざまーみろ！

　……とは……、ただの意味不明な虚勢ではあったが……、エリノアはひとまず足を踏ん張って。ぷるぷると軸を失ったように震える足をなんとか奮い立たせたのだった。






　二人はこの入り口を潜った後、来賓たちの視線降り注ぐ階段を下り、そして、国王や王妃、そのほかの王族たちの待つ壇上まで歩いていかなければならない。……それは、今のエリノアにとって、とてつもなく気の遠くなるような作業のように感じられた。

　藁にもすがる思いに駆られたエリノアはとりあえず祈った。






（……この際……魔王でもいいから……ご加護をください……！　ブラッド……！　私の忠誠心が強固な殿下の盾になりますように……！）






　……正直その祈りは……ブラッドリーに届けば届くだけ、ブレアの加護が目減りしていきそうな気もしたが……ツッコミ役は不在である。

　エリノア自身、絶対ブレア様の足踏みますと宣言したものの、この大舞台で、それはやはりやってはいけないことのような気がして。

　家名を名乗らせてくれたタガートの為にも、無様な真似はするわけにはいかないという気持ちも緊張に拍車をかけた。






（……メイナードさんに、絶対転ばない魔法とかかけて貰えば良かった……）






　げっそり傾くエリノア。に、

　不意に、ブレアがクスリと笑う。

　エリノアは、ハッと顔を上げた。

　隣に立っていたブレアは、穏やかにエリノアを見ていた。






「……心配か？」






　気遣いの言葉に一瞬きゅんとしたが──エリノアは、ハッと我に返ってスサッと白々しくブレアから視線を外した。






「…………いえ？　全然？　全然です。ご安心くださいブレア様、わたくしめ、将軍家の末席に据えさせてもらった身ですもの」

「……」






　根性見せます！　……と、拳を胸の前で握って見せるエリノアの額には、しかし正直にも大量の汗が滲んでいて。ブレアはそうか、と瞳を和らげた。

　彼女の様子は、勇ましいのに、どこか笑いが誘われる。だが、とりあえず、娘がブレアのためになんとか奮起しようとしていることは伝わった。

　武人気質のブレアは、元より勇気のある者や、果敢に挑もうとする者が好きだった。






「……そうだったな」






　……それは、なんとなしに口を突いて出た言葉だった。

　口にしながら、ブレアは思っていた。






　──この者は、最初から、〝勇ましき者〟だった──。






「──……ん？」






　はたと……自らの心に表れた言葉に疑念が浮かぶ。しかし、それがなんのことか分からずに、ブレアは怪訝に眉を顰めた。

　不思議に思ったブレアは……不意にその答えが、彼女、エリノアにあるような気がして、娘の顔を食い入るように窺った。

　必死な瞳、まるい額。ふっくらと柔らかそうな頬は、赤くなったり青白くなったりと忙しくて──……。






「、!?」






　ぼきり






　ブレアの頭の中に鈍い音がした。

　木の枝を折るようなそれと重なって一瞬大きな樹影が過ぎる。騒めく不穏な空気と、高らかに鳴り響く鐘の音。

　同時に──暗い部屋と、その奥で爛々と光る緑色の輝きが思い出された。






「っ……」






　それを〝見た〟瞬間、身体に叩きつけられたような衝撃が甦り、ブレアは己の胸を手で押さえた。

　その胸に小さな影がポツリと現れる。

　何故かは分からない。ただ、その影は、エリノアに対する小さな不信感のようなものだった。






（……これは……、何故……）






　ブレアの中に動揺が走る。

　エリノアは、ブレアが今一番不審を抱きたくない相手だ。

　それなのに……。

　断片的な、記憶とも呼べぬようなその〝何か〟が、とても重要なもののような予感がして。ブレアの鼓動が激しくなった。






（私は……何かを……）






　────忘れている……？






　ブレアの灰褐色の瞳が大きく見開かれた。

　記憶の端に……誰かの声が引っかかっていた。






　──ほら、と呼ぶ声が聞こえる気がして──……。






　しかし、その声はくぐもっていて最後まで聞こえない。






（……なんだ……私は、何を忘れている……？　これは、この声は……）






　ブレアは思い出そうともがく。

　しかしそれは、不可解に難しい作業だった。

　すぐ傍にありそうなものなのに、どうしても深い霧の中に迷いこんだようにその姿が明確にならない。……そんな印象だった。






　また、ほら、と声がした。






　思い出せない気持ちの悪さにブレアが喘ぐように浅く短い息を吐いた時、

　開かれた扉の向こうに広がったものが彼の目に映る。






　──ダンスホールの天井画。

　そこに描かれた、大きな大きな女神の大樹……。






「っ、」






　それを目にした瞬間、記憶の中の樹影とそれが重なった。

　すると──くぐもっていた声が、少しずつ、鮮明になる。






　──






　──ほら、──






　──ちょっと──………














　……──ふかふか猫になってごらん？


















　──…………

　──……

　……

　。














「……………………」






　ブレアは……






　思わず黙りこんだ。






　脳裏に思い出した声は、間違いなく今目の前にいる娘のものだと思う。

　……しかし……






「……………………猫？」






　なんだかとても重要なことを思い出しかけたはずが、ちょっと意味の分からないところを思い出してしまったブレアは、その不可解さにフリーズしてしまう。

　頭の中がぐるぐるした。なんだ猫って。






「……」

「？　ブレア様？」

「あ……ああ……」






　気がつくと、エリノアがキョトンとした顔で己を見ていた。

　不思議そうにまるい緑色の瞳と、ふわふわと流れる黒髪を見ていると、ゆっくり考えていたことが薄れて行った。






「……どうか、なさいましたか？」






　エリノアは、まさか、王子までもが緊張しはじめてしまったのかと不安そうな顔をしている。

　それに気がついたブレアは、いや、と（彼なりに慌てて）首を振った。






「少し、記憶が混乱していたようだ……」






　ブレアは、一瞬のこととはいえ、己が何故あんなに緊迫した精神状態に陥ってしまったのかが不思議だった。

　だが、思い出せた事柄が、あまりにも、意味を持たないもののような気がして。そもそも、ブレアの堅い人生に、〝ふかふか〟とか〝猫〟だとかいう単語はあまり登場してくるものではない。

　何かの思い違いか、と彼はそれを考えることをやめた。

　今からエリノアと共に、父である国王のもとへ参じなければならないという時に、いったい何をと。






「大丈夫、ですか……？」

「……ああ、気にするな」






　ブレアは、心配そうに見上げてくるエリノアの額にかかった髪を指で避けてやりながら、娘を安心させるように笑む。

　心の中に不可解さは残ったが──今は、意味の分からない記憶について考えるより、緊張した様子のエリノアの不安をはらってやりたかった。己の為に気丈に握り締められた手を取り、柔らかく包んでやりたくて──ブレアはエリノアに向かって微笑みかける。






「──では、行こうか」

「──、はい！」

















10　困惑の舞踏会












　その舞踏会は、いつになく静かなものとなった。






　二人がダンスホールへ入場すると、そこにいた全ての人間が、息を吞んで、ある意味ぎょっとして彼らを迎えた。

　普段近よりがたい噂の付きまとうこの国の第二王子が、きちんとパートナーを連れて来たことも珍しかったが、それよりも。

　その表情がいつになく柔らかであったことが彼らをとても驚かせた。

　ブレアがこうした場に現れると、いつも相手の令嬢は緊張で青白い顔をしていたし、ぎこちない動きでドレスの裾を踏みまくり、今にも泣き出しそうな顔をしていたものだ。

　申し訳程度に重ねられた手を見ては、観衆の中から同情の声や失笑が漏れるのもいつものことで──。






　しかし。

　この時、来賓たちが見守った、薄い色のドレスを纏った娘は、額に大粒の汗を滲ませていたものの、口を真一文字に結び、瞳はまっすぐに前を見て。表情はとても勇ましかった。

　時折──ブレアに足元を気遣われると、口元が照れ照れとむず痒そうに歪む。

　その顔は……それが決して誰かのおしきせではなく、娘が自らの意思をもってブレアの隣にいるのだと表しているようでもあったし、不意に見せる初々しい様子は、見た者をなんとなくくすぐったい幸福な気持ちにさせた。

　その気持ちは隣で娘をエスコートするブレアも同じなのか……

　彼女のほうを見る時には、必ず彼の口角が持ち上がる。心なしか……眼差しも優しくて……。

　これまで、舞踏会、夜会の類いで、第二王子が令嬢たちにどのようなふうに接して来たのかをよく知る貴族たちは、戸惑いを隠せなかった。
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　更に彼らの動揺を誘うのが……二人の背後である。

　二人が国王の元を目指す後ろには、彼らを守るように、猛獣……いや、威圧感の塊のような長身の三名がのしのしとついて歩く。

　一名は、〝クライノート王国の獅子〟と称される、将軍タガート。そしてもう一名は、その娘ルーシー・タガート。

　二人は周囲を見据えるように（特にルーシーが酷い。『何か文句あるんだったら噛み付くわよ』という顔を）して、王子と令嬢の後ろを、まさに、獅子の親子さながらに悠々と闊歩する。

　その後ろを何やらやけっぱち気味で憮然とついて行くもう一名は、騎士のオリバーである。

　体格の良い彼らを従えた第二王子の威圧感たるや……ブレアと共に王太子派を公言する貴族、高官たちすらもいったい何事かと息を吞む始末である。

　当然来賓たちは皆、王子のパートナーの令嬢が誰なのかがとても気になった。

　だが、その答えを知る者は多くはなかった。

　唯一それを知っているのは、そこで忙しく働く使用人や、警備を担当している、もしくは貴族に連なる者として会に参加しているオリバーの仲間達だけで……

　しかし、使用人達もオリバーの仲間達も、それをざわめく来賓たちに漏らそうとはしなかった。もちろん、職務中に無駄口を叩けなかったという者もあるが……多くの者たち（特にオリバーの仲間、ブレア大好きっ子たち）は、堅物の第二王子のその様子がいかに貴重かよく心得ていた。悪戯に半端な噂を流せば、ブレアやエリノアの為にならないことをよく分かっているのだ。

　皆思った。そこに芽生えたほのかなものを、今、余計な横槍で摘み取るわけにはいかない。

　ある者は、ブレアの為に。ある者は王室や彼を気遣う国王、王妃の為に。

　そう、無言の決意がダンスホールの中に密やかな団結を生んでいた。






　そんな彼らに見守られながら……

　二人は、王族達の居並ぶ手前まで辿り着いて、立ち止まる。

　壇上には、ぽかんとした顔の国王と王妃の顔が見える。

　それを見たエリノアが一瞬身震いしたのを感じて。ブレアは優しくエリノアに微笑んで見せた。


















「…………まあ……」






　と、いうのが王妃の最初の一言であった。






　とはいえ。それは、ブレアが国王たちに口上を述べ終えて、エリノアと共にダンスの輪に加わって行った後のことである。既に、その驚きをもたらした二人は、壇上にない。

　だいぶ長い間唖然としていた王妃は……ハッとした。






「あら!?　驚き過ぎてお相手の名前を聞いてなかったわ!?」






　王妃は困ったような顔で、同じく隣で唖然としたままであった国王を見上げる。






「陛下……」

「うむむ……確か、エリー……エリア……？」






　国王も額を手で押さえる。

　傍にいた他の王族たちも、彼らのパートナーも、誰もが娘の名を思い出せないらしい。困惑の顔でお互い顔を見合わせている。

　すると、






「陛下、エリノアです。エリノア・タガートと申します」






　傍に残っていたタガートが、胸に手を添えつつ恭しくそう告げると、王妃が手をパチンと叩いた。（因みに……ルーシーは、周囲を威圧しながら二人について行った）オリバーはそのルーシーに『ちょっと顔かしなさい』的に連れて行かれた……）






「そう、そうだったわ！　ごめんなさいね将軍……息子があまりにも別人のようだったから驚いてしまって……」

「心中お察し致します」

「しかし……ブレアが相手を連れて来たのは嬉しいが……」






　国王が不思議そうにタガートと、ホールで必死な様子で踊るエリノアとを見比べる。






「お前にもう一人娘がいたとは初耳だが……？」

「あら！　ではまさか隠し子なの？」






　愉快そうに王妃の隣から言ったのは側室のビクトリア妃である。ビクトリアは「将軍もおやりになるわねぇ」と、ころころ笑う。

　それに対しタガートは「まさか」と、憮然と返す。






「あの娘は当家の養女です。昔の配下であった伯爵の娘で……この度正式に迎え入れました」






　言いながら、タガートは含みと棘のある顔をした。昔、この側室に多くの配下が潰された過去をもちろんタガートは許していない。が、側室ビクトリアはそれを鼻で笑って、派手な羽根扇子を顔の前でゆったり揺らす。






「あらそうなの？　それは残念」






　将軍は眼光鋭く側室を睨み、側室もそれを迎え撃つ。一瞬二人の間に火花が散った。






　……そんな二人の不穏さを他所に、王妃は嬉しそうにニコニコしている。






「今日はなんて喜ばしい日かしら！　ブレアがちゃんと相手を連れて来たなんて。騎士たちとばかり過ごすものだから心配していたの。あの子ったら……あんなに丁寧に女性をエスコートできたのねぇ……あ……涙が……」






　感慨深そうにウルウルしている王妃の言葉に、国王もしみじみと踊るブレアを見た。






「……確かに……あの様子は、ただごととは思えぬなぁ……」






　息子は控えめな表情ながら、とても楽しそうに踊っている。それは──驚いた周囲の者たちの踊りがぎこちなくなる程に。

　はっきり言って、今現在、ホールの中できちんと踊れているのは、ブレアたちと、共にホールに向かった王太子たちのペアくらいのものである。その他の者たちは、どうにもブレアたちが気になってしょうがないらしい。気もそぞろでステップを踏むものだから、彼らの踊りは決してうまく行っているとは言い難い。パートナーの足を踏む者も続出である。






　王妃は歓喜した。






「いいわ……いいわね！　タガート！　ぜひお嬢さんをブレアの妃に──」






　と、王妃が言いかけた時だった。

　その声に割りこむように、愉悦を含んだ言葉が放られる。






「──それはお止めになったほうがよろしいかと思いますよ」






　興奮してタガートに詰めよった王妃を、せせら笑うように現れたのはクラウスだった。

　クラウスは婚約者を引き連れて、国王たちの前にまで進みよる。

　途端、側室ビクトリアの顔が綻んだ。






「クラウス！　よく来ましたね！　遅かったじゃないの……」

「ご機嫌麗しゅう母上。申し訳ありません、ちょっと急に情報収集が必要になりまして」






　そう言うクラウスに、王妃が怪訝そうな顔をする。






「王子、それはどのような意味なの？　だって、ブレアが女性相手にあんなに嬉しそうだったことがこれまであって？　あの子を逃したら……」






　そんなの惜し過ぎる、と言う王妃にクラウスはにやりと笑う。






「そうは言いましてもねぇ」






　王妃に向かって、ぬけぬけと嘲りを滲ませるクラウスに、王の傍で控えていたタガートが剣吞で不審げな視線を向けた。が、クラウスは、それも分かった上で意地の悪い顔で言った。






「あの娘、兄上の侍女だそうですよ」

「……侍女……？」






　どこからそれを仕入れたのか。既にエリノアの情報を耳に入れたらしいクラウスは、勝ち誇った顔をして王妃を見ている。王妃は目を瞬いて、国王と共に顔を見合わせた。

















11　王妃と側室、そして素敵な王女様












　クラウスの言葉には、王妃たちよりも過剰に反応した者があった。

　今までブレアの話題に、面白くなさそうな反応を見せていた側室は、途端まなじりを吊り上げた。






「まあ呆れた！　ブレアと来たら、相手がいないからといって使用人を連れて来たの？」

「ビクトリア……」






　故意に、ホール内に響き渡らせようとするかのような高い声。それには王妃も困った顔をした。声の主、ビクトリアはタガートに白い目を向けている。






「いくらタガート家の養子だからって使用人が王子のパートナー？　王室が国民たちに笑われてしまうではないの、将軍、いったい何を考えているの？」






　ビクトリアの剣幕に、タガートは、はて？　と、目を細める。






「お笑いになりたいのはあなた様がただけでは？　私はそのようには思いませぬ」

「なんですって？」

「ビクトリアやめなさい。元は伯爵の子だと言っていたではないか、貴族の娘や、長男以外が王宮に侍女や近侍として入るのは何も珍しいことではない」






　国王が窘めるも、側室は口を閉じない。ビクトリアは国王と王妃のほうへ向き直り、口の端を持ち上げたクラウスもそれに倣った。






「そうは言っても陛下。ブレアは第二王子という立場です。クラウスや第四王子の相手は公爵家の娘ですし、王太子のお相手は同盟国の王女です。それが……第二王子の相手が使用人？　あまりにも格が違いすぎるんじゃありませんこと？」






　口ではそうは言うものの……扇子の陰で彼女の口元は「実にいい気味だ」と言いたげな弓なりをしている。






「でも、タガート家に養子に入ったなら……」






　王妃は不安そうに国王の顔を見上げた。

　だが……国王の表情は渋い。






　タガートは将軍という身分を持つ傍ら、ルクスオアーゼ侯爵としての顔も持つ。しかし──それでも、エリノアがブレアの妃になれるかは、微妙だと言わざるを得ない。

　王位継承権を持つ者の結婚は、国にとって大きな問題であり、その為にはまず、クライノートの議会で可否が問われることとなる。

　大まかに言えば、それは王族と釣り合いがとれるのかという話ではあるが……問題は、〝王位継承権所持者が貴賎結婚をする場合、その権利が失われる〟という決まりがあることにあった。

〝貴賎結婚〟とは、要するに、階級的や経済的に釣り合いが取れていない者同士の結婚という意味である。

　これまで、歴々のクライノートの王家では、対等結婚が重要視されてきた。

　近年貴族の中でもじわじわと恋愛結婚をよしとする風潮も出てきてはいるのだが、王族や大貴族ともなると、まだまだそれは難しい。

　もし、議会でこれは身分が釣り合わないと判断された場合、それでもその婚姻を望む場合は法を変えでもしない限り、ブレアは現在第二位である王位継承権を失い、クラウスがその椅子に座ることになる。

　王妃が言うように、タガート家の養子ということでよしとする者もいるだろうが、議会員がエリノアの〝使用人〟〝侍女〟という点に難色を示す可能性は大いにあった。

　王位継承権に関わる問題だけに、特にブレアに期待を持つ者や、王室の安定を望む者になればなるだけ、首を縦には振らないだろう。何せ、クラウス王子の継承権が上がれば、皇太子派とクラウス派の争いは、より激化することが目に見えている。






　しかしもちろん──これは、側室やクラウスにとっては大いに歓迎すべきことである。

　二人共、心の中では大いに喜んでいるに違いない。

　だが、元より攻撃的なこの親子は、これを機に王妃やブレアを大いに嘲笑ってやろうという腹なのだろう。

　おまけに彼らにとって心強いのは、本日は舞踏会ということもあり、賓客たちの中にビクトリアの親族や、出身国の貴族も多く招かれているということだった。味方が多いことを心得ている二人は国王を前にしても強気な発言を繰り返す。






「年頃の娘は他にもいるでしょうに。いかに不出来な息子であったとしても、仮にも王子ですよ？　これでは王妃の手腕も疑われますわねぇ」

「……そんな……いいじゃないのビクトリア、ねえ陛下？　だって、ブレアがせっかくあんなに……」

「うむ……」






　王妃は夫に同意を求めるが、難しい立場の国王もまた困っているようだった。息子の為を思うと、頷いてやればいいのか、否とすべきなのかが分からなかった。

　国王の戸惑いを自らの優勢と見たか、ビクトリアは勝利を確信したような高慢な顔で鼻を鳴らす。






「まったく、ブレアには困ったものですわね王妃。王室のことを考えていないにも程があるんじゃありませんこと？」






　その言葉に、王妃の柔和な顔がややムッとする。






「……ブレアはブレアでよく王太子を支えてくれているわ。あの子はちょっと不器用なだけよ」

「あらそうですか。でもそれは王子としてはどうでしょう。王国の安定を図るのが王族としての役目でしょう？　力をつけていくべきところを、自ら力を削ぐような真似をする者が王子として相応しいのかしら。ブレアにも私のクラウスを見習ってほしいわ。隣国の強い後ろ盾があり、良縁にも恵まれて。こういう王子こそが王室の柱となるべきだとわたくしは思いますわよ」

「それは……どういう意味!?」

「王妃……ビクトリア……やめなさい……」






　ブレアばかりか、王太子の地位を脅かすような発言を匂わす側室妃の言葉には、王妃が怒りを滲ませた。睨み合う二人に国王がほとほと困り果てている。










　──そんな家族たちの不穏な空気を察知して。

　壇上から少し離れた場所で踊っていたブレアは、ため息をついて足を止めた。

　──もう少し、騒がしい壇上からエリノアを遠ざけておきたいと思った。






「…………エリノア、少し休むか」

「あ、はい、はい……そうさせて頂いてもよろしいですか……？」






　二曲目を踊りきって。そうブレアに言葉をかけられたエリノアは、ホッとして彼を見上げた。

　自分のことでいっぱいいっぱいだったエリノアには、幸いなことに妃たちの騒ぎは耳に届いていなかった。

　エリノア的には、緊張していたわりに、足はよく動いたほうだと思ったが……正直、必死過ぎてでき栄えについては良く分からない。ただ、一先ずブレアの足を踏むことだけはなんとか回避した。それだけでも、自分を褒めてやりたくて。思わずほろりと行きそうなエリノアだった。






　そうして二人は、王太子らと共に踊りの輪を外れ、休憩を取ることにした。

　その二組はとても人目を引いたが……有難いことに、オリバーに頼まれた彼の仲間たちが、彼らの為に周囲でせっせと人払いをしてくれた。

　……そうでもしなければ、ブレアと、そしてエリノアが、好奇心につき動かされた賓客たちの質問責めにあい疲弊してしまう……と、いう熊騎士なりの配慮であった。

　因みにその熊騎士はというと。彼は本来共に舞踏会に来るはずだったパートナーのところへ行っており、現在彼女に謝り倒していると思われる。

　そして彼と共に、つい先ほどまでエリノアたちの傍で鷹のような瞳で周りを威圧していたルーシーは、来賓の中に愛しの〝ジヴ様〟を発見し……

　子猫のような顔をして一目散に走って行った。






　……さて。

　王太子は壁際の長椅子まで辿り着くと、にこやかに、自分のパートナーとエリノアに腰掛けるよう促した。

　王太子の婚約者、同盟国の王女ハリエットは笑顔のままにそこにふわりと腰を下ろしたが、エリノアは戸惑ってブレアの顔を見る。と、王太子は母親譲りの優しい空色の瞳でエリノアに微笑みかけた。






「いいからどうか楽になさい。私たちは王族でもありますが、その前に男ですからね。レディを立たせて自分たちが座るなんて許されません」






　その完璧な紳士然とした物腰の柔らかさには……エリノアが若干引き気味で仰け反っている。レディなんて、面と向かって言われたことなんてなかった。しかも相手は王太子である。






「レ、レぇ……っ!?　し、しかしですね殿下……王女様の隣に腰掛けるなんて、わたくしのような者にはとても……恐れ多過ぎて天地が引っくり返ってしまいます！」






　エリノアがびくびくしながらそう言うと、ハリエット王女がころころと笑った。






「是非隣に来てくださいなエリノアさん。わたくし、貴女のことがとっても気になってますの」

「う、」






　王女の品と清らかさ漂う微笑みに、エリノアが眩そうに仰け反っている。

　エリノアは思った。なんという気品溢れる紳士淑女カップルだろうか……。

　二人が輝きすぎていて、よけい身の置き場に困ってしまったエリノアは、困惑のあまり顔を覆って呻いている。

　ブレアはそんな娘を笑って、優しく背を押した。






「エリノア……仰せの通りにさせていただきなさい」






　大丈夫だから……と王子にそう言われてしまえば、エリノアとしてはどうしようもない。






「う、で、では、失礼いたします……」






　エリノアは決死の覚悟という形相で、恐る恐る椅子の端に座った。

　──本当は。足にだいぶん負担が来ていた。普段はかかとの低い靴で働いているエリノアである。ヒールのある靴で踊った足は、緊張から解放されるといつの間にかとても重くなっていた。

　そのことに気がついていたブレアは、一瞬気がかりそうな瞳をして、それから兄を見た。






「兄上、私は何か飲み物でも用意させて参ります」

「そうだね、彼女たちに何か……誰かに頼んでも良いけど……私たちで行って来ようか。ハリエット、彼女を頼める？」






　王太子がそう言うと、王女は、淑やかな声で「はい」と頷いた。そのことにエリノアは目を剥く。






「いけません！　殿下！　給仕ならわたくしめが!!」






　勢いよく立ち上がったエリノアは、そのままドレスの両端を握りしめ駆け出そうとするが──……。

　ブレアがそれを止める前に、その首根っこを……

　ハリエットがガシリと捕まえる。






「うふふ。あらダメよ、貴女は今日ブレア様のパートナーとしてここにいるのよ？　そのようなことは他にお任せなさい」

「ひぇ!?　し、しかし……」






　エリノアは顔汗をかきながら目を白黒させたが、王女はたおやかに笑いながら、王太子たちに微笑みかける。






「殿下、お願いできますか？」






　ハリエットがそう言うと、王太子は格別甘く優しい表情で、ええ、と頷いた。






「もちろんですハリエット。貴女の為なら喜んで」






　美貌の二人の甘い雰囲気に。エリノアが思わず一人で照れて固まっている。（※ブレア真顔）

　王太子はハリエットに微笑みかけて、エリノアにもにこりと笑みを向けて。そして、彼はブレアを連れてその場から離れて行った。

　──その一瞬……ブレアが「大丈夫だ」と言うようにエリノアを見て。エリノアは、戸惑いながらもそれを見送るのだった……。






　王子たちが行ってしまうと、ハリエットがもう一度エリノアを椅子に促す。






「さ、お座りなさいな、エリノアさん」

「し、しかし……」






　困惑顔のエリノアに、彼女はおかしそうに笑う。






「いいのよ。王太子殿下は、わたくしたちには内緒で何かブレア様とお話になりたくて弟君を連れて行かれたの。だから、せいぜいわたくしたちは楽をさせてもらいましょ」

「そ、そうなんですか……？」






　茶目っ気たっぷりな王女の顔に、なるほど、とエリノア。

　こんな風にして弟王子が見知らぬ女を連れてきたのだ、兄としても、王太子はブレアから早く詳しい話が聞きたいのかもしれない。

　すると、今度はハリエットが瞳を輝かせる。






「さあ座って。わたくしも貴女のことが気になっていると言ったでしょう？」

「う、ほ、本当にご一緒してよろしいんですか……？」






　ハリエットは同盟国の第一王女である。

　気を楽にと言われたものの、顔に汗しながらエリノアが伺うと……。

　美貌の王女は、柔らかな知性を感じるヘーゼルの瞳を細めて、言った。






「あら……？　エリノアさん、未来の王妃に逆らうの？」






　その、どこか油断ならぬ輝きにエリノアは……。






「………………はい、すみません」






　大人しく素直に長椅子に腰掛けた……。

　……どうやら未来の王妃様は……うだうだ往生際の悪い者がお嫌いなようである……。

















12　赤面と恐縮












「……あのお嬢さん、確か王宮の侍女ではなかった？」






　飲み物を取りに行った戻り、王太子がそんなことをブレアに言った。

　ブレアは兄の指摘に少し驚いて。なにせ、まだブレアはエリノアの詳細を兄には話してはいない。両親や側室たちの残る壇上では、どうやら揉めている様子が見られて、恐らくそれは自分とエリノアの話であるのだろうとブレアは思っていた。

　だが、早々にそこから離れた王太子には、まだその話は伝わっていないはずだ。

　王宮には上級、下級、見習いを合わせると、それこそ千人単位の侍女がいる。

「確か王宮のどこかで見かけたことがあるのだけれど」という兄の記憶力に驚嘆しながらブレアは頷いた。






「はい、現在は私の部屋付きを務めております」






　ブレアが素直に返すと兄はにこりと微笑む。






「そう、それで親しくなったのかな？　ブレアがとても気を許せているようだから嬉しいよ。まあ、ご側室やクラウスは何か言ってくるかもしれないけど、私はブレアの意見を尊重したい。力になれることがあったらなんでも言ってくるんだよ？」

「……ありがとうございます」






　兄の幼子を相手にするような言い方に、ブレアが一瞬笑う。王太子は、見目の美しい紳士的な男ではあるが、時々こういう物言いをする。

　彼には人の心を和ませる天性のものがあった。王太子として、この歳までに様々な困難にも見舞われたはずだが、彼がそれを表には出すことはけしてない。

　角のないまるい人柄は、ブレアの憧れでもあり、真似できないと思うところでもあった。

　王太子は「でも、」と続ける。






「それなら色々と下準備が必要だね」

「……？　下準備、ですか？」






　兄の言葉に、ブレアは立ち止まる。そんな弟に王太子は、うん、と朗らかに頷いた。






「父上や陣営の者たちには私がなんとか話をしてみよう。状況的に見て、クラウスたちが反対するとは思えないけど……何か嫌がらせの一つくらいはあるかもしれないね。差し当たって問題は……」

「……兄上……？　いったいなんのことですか？」

「え？」






　ブレアの小さな困惑に、兄は、何が？　と、振り返る。






「クラウスの反対の件？　それとも……」

「いえ、下準備とは……いったいなんのことでしょう」






　ブレアが聞くと、兄は、おや？　という顔で弟の顔を見た。






「何って……エリノア嬢をお前の妃に迎える話だけど……」

「………………」






　平然と言われた言葉に、ブレアは危うくエリノアの為に用意したグラスを取り落とすところだった。






「タガート将軍の養女に入ったと言っておられたけど、他ならぬお前の婚姻のことだ。色々引き止めようとする者も多いだろう。ひとつひとつしっかりと準備していこうね？」

「…………お待ちください兄上……」

「とりあえず、対等じゃないとか身分違いだとか言う連中を黙らせないと。大丈夫、ハリエットも協力してくれると思うよ」

「……兄上……違います」






　嬉々とした兄の口から、その婚約者の名を聞いて、ブレアは慌てて兄を制止する。

　兄に似合いのゆったりたおやかそうな王女は、実はかなりのやり手と有名なのだ。賢く兄を支えてくれるのは、とても有り難いことだが、このまま先走った兄と手を組まれるとかなりやっかいである。何せ、彼女はとても頭はいいが、王太子に心底惚れこんでいて彼の言葉には絶対に異を唱えない。

　ブレアは、ゆっくりなだめるように兄に言った。






「お気持ちは有り難いのですが、違うのです」

「？　違う？」






　きょとんとした王太子に、ブレアは説明しようとした。

　確かに自分は舞踏会にエリノアを連れて来たが、そういうつもりではないのだと。

　あれはパートナーに恵まれず、周囲に面目のたたない自分を、ただ娘が案じてくれただけなのだ。そこへ来て──王太子やその婚約者に、〝そういうつもり〟の対応を受ければ、きっとエリノアは大いに戸惑うことだろう。






「兄上、私はエリノアを自分の妃に……」






　しようなどとは、と、

　彼は言おうとした。






　しかし、






「……!?」






　言葉の途中で、何故か己の体温が急激に上がり。ブレアはグラスを握ったまま、思わず困惑して棒立ちになる。

　胸の中に、何か……とてつもなく冷静になり切れないものを感じた。






『エリノアを妃にするつもりなどない』






　──そう発言することに抵抗があるのか、もしくは、『エリノアを妃に』という言葉自体に照れがあるのか。それも分からなかった。

　とにかく、それを口にすることがとてもとても難しかったことだけは確かである。

　すると……そんな彼を見て、兄が眉だけを持ち上げて静かな驚きを表した。






「……ブレア、お前、そんなに顔を赤くできるんだねぇ……初めて見たよ……」

「………………くっ……」






「エリノア嬢は、凄いなぁ」と、いう兄の、いかにも感動したと言わんばかりの声がブレアに追い討ちを掛けている。










　──同じ頃……

　別の場所で、同じように泡を食っている者がいた。






「ぅ……ええええ!?　わ、私が……ブレア様の……き…………」






　そこまで言って、唖然とし過ぎて後ろにひっくり返りそうになったエリノアは……次の瞬間、黒髪を左右に揺らしながらブンブンと頭を振った。






「そ、そんな馬鹿な……！　ハ、ハハハリエット様！　そんなことがあるはずないではありませんか！」

「あら……？　そうなの？」






　意外だと言いたげな王女の言葉に。エリノアは、今度は頭を目一杯縦に振ってから──いたたまれない様子で両手の指を弄り、額と頬に汗して続ける。






「そんな……お、恐れ多い……わたくしめは、ただ……奔放すぎる義姉の代理で……義姉のわがままのせいでブレア様が舞踏会でお一人になってしまわれるのが申し訳なくて……だって、本当はあんなにダンスがお上手なのに……」

「あら、わたくし、ブレア様がダンスがお上手とは知らなかったわ。いつもしかめっ面でお相手が大変そうなのに？」

「それは……お相手が怯えすぎなんです」






　それさえなければブレアはもっと踊れるのだと拳を握りしめ、ぷりぷり主張する娘を、ハリエットはじっと見ていた。






「そう……」






　でもそれだけかしら、とハリエットは心の中で思った。

　少なくとも、ハリエットの目には、ブレアが彼女に向ける眼差しの中には、自分が王太子に向けるのと同じ気持ちがあったように見えた。

　ハリエットは兄の婚約者としてブレアとも踊ったことがあるが、それはとても義務的で面白みに欠けるものであった。

　ブレアは終始真顔のままで少しも感情を表さなかったし、ハリエットはその婚約者の弟王子を、随分不器用そうな青年だなと思ったものだ。






　しかしそれがどうだ。先程この娘と踊った時のブレアは、周囲が驚く程の華やかなダンスを踊って見せた。その華やかさは、おそらく、彼から滲み出る幸福感が元だろう。

　ハリエットもブレアがそこまでダンスが下手だとは思っていない。が、まったく心外な話、ブレアはハリエットと踊っても、欠片も楽しいと感じなかったのだろう。

　踊る相手でここまで違うのねぇ、とハリエットは感心した。

　エリノアと踊るブレアには、娘の手を取るリードの端々に彼の気遣いが見て取れて。それは、以前自分がブレアと踊った時に感じた、義務や、兄への気遣いとは別物だ。

〝しなければならない気遣い〟と、〝自然と滲み出る気遣い〟とでも言うのだろうか……ブレアも、兄の婚約者として、未来の国母として、ハリエットにはかなり丁重に接して来るが、そこにある情の深さは桁違いに見えて……。

　それで。ハリエットもてっきり二人が恋仲なのだと思ったのだが。

　しかし、今目の前にいる娘からは、ブレアを守ろうという気持ちは伝わって来るが、それが恋情なのかと言われれば判断に困る。表情豊かな娘は感情が分かりやすい。それによれば、彼女が『恐れ多い』と感じているのはどうやら本当のようだ。ブレアがどのような目で自分を見ているのかも分かっていないらしい。






「……まあ、ブレア様は分かりにくいお人ですものねぇ……」

「？」






　この恐縮しきった、色恋に長けていそうでもない娘では、あの仏頂面から多くを読み取れというほうが無理である。

　分からないわよね可哀想に、とハリエットはエリノアの頭をふわふわと撫でる。






「ハ、ハリエット様？」






　王女の、いいのよ、いいのよ、と同情的な目に、エリノアが首を傾げた時、

　──そこへ、ふっと何かを振る音がした。

















13　赤い葡萄酒と白いタテガミ












「!?」






　同時に近づく影と、赤い色がエリノアの目の端に飛びこんで来る。

　一瞬のことだった。貴人に迫る危機センサーを日々鍛えられている侍女エリノアは、その不穏さを鋭敏に察し、咄嗟に飛び出すように長椅子から立ち上がった。

　ハリエットの前に盾さながらに立った瞬間。エリノアの髪とミストグリーンのドレスに、直線状に赤い葡萄色が広がって。

　途端、ハリエットが悲鳴のような声を上げた。






「っエリノアさん！　大丈夫!?」

「えーっと……はい平気です。王女様はご無事ですか？」






　髪に滴るものを感じながら……エリノアはそう言った。辺りに香るのは、葡萄酒の匂いだった。

　幸い、ハリエットの繊細なレースのあしらわれた白いドレス──非常に染み抜きの大変そうなそれ──にはかからなかったようで。エリノアはほっと胸を撫で下ろす。






　だが、ハリエットは悲壮な顔で、「どこが大丈夫なの！」と、取り出したハンカチでエリノアの髪をぬぐい──キッと視線を険しくして、誰かを睨む。






「なんてことを……オフィリア、あなた……」






　ハリエットが睨んでいたのは、いつの間にか傍に来ていた令嬢たちの集団。その一番前で薔薇色の唇を薄く持ち上げた娘──第三王子クラウスの婚約者、オフィリア・サロモンセンだった。

　既に入場の時に彼女と顔を合わせていたエリノアは、ああこの方かぁ、と思いながら。慌てて駆けつけて来た顔見知りの給仕から手ぬぐいを借り受けて、ドレスを拭いた。しかし、それくらいでは落ちそうにない鮮明な赤色を見て、エリノアは思わず、はぁ、とため息をつく。






「あら、ごめんなさい、ちょっとつまずいてしまって。でもよろしかったじゃありませんの。使用人にしか、かからなかったみたい」






　悪びれない気取った様子でオフィリアがそう言うと、途端、くすくす笑う声がして。ハリエットの柔和な目に怒りが浮かぶ。

　言われた当人、エリノアはといえば……タガートたちが用意してくれたドレスが汚れたのは悲しいが、没落を経験しているだけに、こういうセリフはある意味言われ慣れていた。令嬢に対しては、まあ、なんて使い古した常套句、古典的なお嬢様だなぁなどと思っていただけだが……王女であるハリエットは、あからさまな侮辱に身を正して向かう。






「見え透いたことを……こんな子供じみた嫌がらせをして恥ずかしいと思わないの？　エリノアさんにきちんと謝りなさい」

「だから、今謝ったじゃありませんの。つまずいたって言ってるの。まさか、わざとだって仰るの？　どこにそんな証拠があるのよ」






　鼻で笑い飛ばす令嬢に、ハリエットは毅然と言った。






「この大勢客がいるホールで目撃者がいないとでも？　探せば必ず証言が得られるでしょう」

「そう？　目撃者が上手くあなた方の陣営の者だといいわね！」

「…………」






　睨みあう二人の美女たちに挟まれたエリノアは、思った。






　……うん……それはとても……面倒くさいよね。






　ハリエット王女はエリノアの為に怒ってくれているのだろうが……この大勢の中からオフィリアが故意に酒をかけたのだと証言する者を探して回るなんて、どれだけ骨が折れることだろう。客の中には、王太子派だとかクラウス派だとか、中立派だのが混在している。

　しかし今は舞踏会中。──どうせならだ。

　王子のパートナーとして舞踏会に参加するなんて貴重で奇跡的な機会。どうせなら……楽しく過ごしたいし、ハリエットにもそうして貰いたい。……ついでに言うならば、目撃者探しなどしている間に葡萄酒はどんどんエリノアのドレスに染みこんで行くだろう。素敵に尖ったご令嬢から、貰えそうにもない謝罪を待つよりは、早く水場にでも行って染み抜きをしたいエリノアである。

　けれども……

　エリノアのそんな思いとは裏腹に、オフィリア嬢はどんどん火に油を注いでくれる。






「王女だからって偉そうに、クライノートに比べたらあなたの国なんて小国じゃない！」

「それが王太子様の婚約者だなんて！」

「そんなふうだから下賎な使用人とも仲良くなれるのね！」






　オフィリア嬢は次々と口撃を繰り出す。令嬢が何か言う度に、後ろの取り巻き令嬢たちもくすくすと笑う。エリノアは思った。あれはＢＧＭか何かか。言わなきゃならない決まりなのか。

　エリノアは困り果てた顔でハリエットを見た。王女が傷つくのではないかとハラハラしたが──彼女の毅然とした態度は変わらなかった。

　ハリエットはスッと姿勢を正したまま、高慢な顔のオフィリア嬢を見ている。その品ある佇まいには、エリノアは感動すら覚えた。






「小国であろうとも、わたくしは我が祖国に誇りを持っています。あなたも公爵家の娘なら、それらしい誇りを持ってきちんと礼儀をわきまえなさい。さあ今すぐ彼女に謝って。家名に泥を塗るわよ」

「ふん、馬鹿馬鹿しい。どうして私がこんな子に謝らなくちゃいけないのよ」

「あなた……それでも公爵家の娘なの？」

「そうよ、私は公爵家の娘なの！」






　オフィリアの言葉にハリエットが厳しい目をする。二人のセリフは同じようで、まったく真逆の意味を持つ。

　オフィリアはエリノアを蔑むような目で一瞥するとハリエットに向かって鼻を鳴らした。取り巻きたちも高圧的にハリエットの視線を迎え撃つ。辺りには剣呑な気配が漂った。エリノアは慌ててハリエットをなだめる。






「王女様、わたくしめなら大丈夫ですから……！」






　しかし、ハリエットは高潔な裁判官のような表情でエリノアの髪やドレスを見る。






「エリノアさん、それは大丈夫とは言わないのよ」






　有無を言わせぬようなきっぱりとした言い方だった。

　しかし……

　エリノアは食い下がる。身近に万年反抗期令嬢ルーシーという存在があるせいで、頑固なお嬢様の扱いには慣れていた。






「いーえ！　本当です!!」

「!?」






　エリノアの瞳が、カッと見開かれる。

　怪奇顔で王女に迫ると、異様なものでも感じたか……ハリエットの可憐な顔がうっと仰け反った。






「王女様……？　人間……二足歩行ですからね？　何もないところでつまずいたりすることもあるのでございますよ……？　わたくしめもよく意味もなく転びますからよーく分かります。本当になんで転ぶんだか……でも諦めましょうよ、転ぶたびに厄災か何か悪いものが祓われているとでも思って……そうでもしないとやってられませんよ。いい歳して何もない床で転ぶって……あれは本当に恥ずかしいんですもの！　オフィリア様がドジっ子の星の元にお生まれになったのも、わたくしめが粗忽者なのもきっと女神が与えたもうた天命です！」

「え……何……？　早過ぎて……よく……」






　エリノアが高速でそう話すと、なだめられたハリエットも、オフィリアたちも、え？　と困惑した様子を見せた。

　その戸惑いが好機なのだとエリノアはよく分かっていた。お嬢様たちは、いつも優雅に暮らすことをその身に課せられている。優雅に、より美しく魅力的に見えるように訓練されたお嬢様たちの──可憐に温室育ちな耳には、エリノアの高速話術の声はあまり拾えないらしい。

　こうした隙に、高貴な人々を煙に巻く術をエリノアは心得ている。（ただし、これはルーシーには通用しない。『お黙り』と両頬をびよんとつねり上げられるのがいいところ）






　エリノアは、好機に飛びつくように、急いでハリエットの腕を引いた。






「失礼致します。さ、ハリエット様、行きましょう行きましょう」

「で、でも……」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」






　エリノアがハリエットを連れ、その場をそそくさと退散しようとすると。エリノアの逃げの一手に気づいたらしいオフィリア嬢が、ハッと我に返った。

　令嬢は甲高い声で言いながら。ぼんやり隣に立っていた令嬢の手からグラスを奪い取り、貴人の呼び止めに反射で振り返ったエリノアの顔めがけて、そのままグラスを勢いよく傾けた──……。

　エリノアは、あ……と、思った。飛び出した赤色の液体が己目掛けて近づいて来る。その様を、どこかスローで見る。最早避けようのないそれに、脳裏には、鬼のように怒るルーシーの姿が思い浮かんだ。

　そしてエリノアは、思わずギュッと目を閉じ──……。






「……っ、……っ、……ん？」






　──しかし、いつまで待っても衝撃が来ない。

　不思議に思ったエリノアは……片目ずつ、恐る恐る瞳を開く。すると……目の前に、壁があった。






「ん？」






　あれ、と思った。人々のざわめきは変わらず聞こえるのに、いつの間に私は壁際に。まさか──。






「聖剣の力で瞬間移動!?」

「そんなわけあるか」

「え」






　壁から降ってきた鋭い突っこみに、エリノアがギクリと身構える。

　声の出元を探して視線を上げると、そこに雪のような純白の髪を見つけた。






「へ……？」






　ぽかんと見上げると、タテガミのような白髪の向こうから、鋭くこちらを睨む黒い瞳と目が合って。






（壁……じゃ、ない、人だった……？）






　でも誰だろうと、知らぬ顔に戸惑うエリノアを余所に、その──見上げると首が痛くなるほど背の高い男は、グラスを逆さに持ったまま、エリノアと同じく呆然と自分を見上げているオフィリアをジロリと睨む。

　気がつくと、男の礼装には赤い液体が流れ、それは床まで滴り落ちていた。しかし、そのことに、あっと思ったエリノアが、彼の上着に手を伸ばそうとすると……男に黙れと言わんばかりに押し退けられる。そして男は、重い声で威圧的に言った。






「失礼お嬢さん、我が姫に何か用か」

「ひ、姫……？　あなた……ハリエットの……？　し、臣下ごときが……」






　無礼じゃないの、と気丈にも男に食って掛かり……かけたオフィリア嬢だったが。途端に険しくなった男の眼光に刺されると、堪らず数歩後退し、背を取り巻きたちにぶつけてしまう。






「ぅ……」






　その様を見て、エリノアは、「ああ、ハリエット様の従者か何かか……」と安堵する。そりゃあ、王女様なら、傍に誰か身内の者が控えていて当然である。

　エリノアはやれやれと現れた男を見た。彼は大柄な上に、不機嫌さ全開という顔をしていて。とても温室育ちのご令嬢たちの手に負えそうな相手ではない。これで令嬢たちも引き下がるだろう。






（はー……よかった）






　そう──思っていた時だった。

　令嬢たちを威圧していた男は、ふん、と鼻を鳴らすと、それから無言で身を屈めた。そして、自らが〝姫〟と呼んだ娘を膝の裏から軽々持ち上げて、その屈強な肩の上に腰掛けさせた。

　途端、オフィリアがごく短く「え」と、声を漏らす。

　男が慎重な様子で腰を支える娘を、オフィリアも、その取り巻きも、周囲で遠巻きに見ていた者たちも、そして──……ハリエットも。その場の誰よりも高く持ち上げられ、ぽかんとまるく口を開けた娘──エリノアを見上げた。






「!?」






　次の瞬間、瞳を見開いたハリエットと視線があったエリノアは、驚き過ぎで喉に悲鳴を詰まらせた。（苦しそう）

　男は取り澄ました顔で観衆たちを見据える。






「では失礼。……ご令嬢方、この者への二度目の無礼は見逃しませんから、そのおつもりで」






　男は肩にエリノアを抱えたまま、のしのしと会場内を横切って行く。






「………………」






　その肩の上で目を剥いたエリノアは、男の白髪の頭にしがみ付きながら思った。






　…………

　…………

　…………誰!?

















14　王女の勘違い












　それは、全く見覚えのない男だった。

　肩の上で揺らされる不安定さから、思わずその頭にしがみ付いてみたものの、わけが分からなくて。エリノアは顔の表情をこわばらせた。

　しかしおかしなことに、まったく見覚えのないはずのその男は、エリノアが頭を無造作につかんでも別段嫌そうな素振りは見せなかった。

　だからエリノアはもしかして、と脳内を懸命に検索する。

　思い当たったのは、騎士オリバー一派。養父のタガートを除けば、エリノアには、こんな筋骨隆々な知り合いは、彼ら〝ブレア大好き党〟以外にはいない。だからもしや日頃の恩とか（稽古着その他諸々の繕い物など）で、助けてくれるつもりなのだろうか。そう思った。






（でも……こんな目立つ人、いた……？）






　不思議なのはそこだ。

　男の上背は、他の者たちよりも軽く頭一つ以上抜きん出ている。明らかに、日頃からエリノアが〝巨人〟〝熊〟だと思っている長身なオリバーよりも背が高いのだ。こんな人物が普段からブレアの傍にいれば、いくらうっかり者な自分でも覚えているはずだがと。

　エリノアにはやはり心当たりがない気がして。肩の上から、段々離れて行く──唖然と自分たちを見送るハリエットに目線で助けを求めた。

　──やっぱりこの人、王女様と人違いをしているのでは……!?　と、いう意味をこめたつもりだった。






　が。

　ハリエットはその視線を受けて、ハッと可憐な唇に手を当て「……ああ……！」と、言った。

　そうなのね！　と、何かを察したらしい彼女は手を叩く。






「きっとあの方……タガート家の家臣なのね！」






　エリノアさんったら、あんなにしっかりしがみ付いて。余程親しい間柄なのね、と、ホッとした様子のハリエットは、去って行く大男とエリノアに、楚々とした様子で手を振っている。（それを見たエリノア、ギョッとする）途端、傍でオフィリアが、うっと顔をしかめた。






「え!?　ル、ルーシー・タガートの……？」






　上がった名に、取り巻きたちも恐々と表情を見合わせる。

　実は、彼女たちはルーシーが少々苦手だった。家柄で言えば、もちろんルーシーよりもオフィリアのほうが上ではあるのだが。何かと国王の覚えもめでたい将軍タガートを父に持ち、自身の拳的な意味でも強いルーシーは、オフィリアたちもあまり敵に回したい相手ではない。（怖い）






　オフィリアは悔しげに、その大男と、肩の上に軽々と担がれた娘の後ろ姿を目で追った。






「……な、なんなのよ……！　本当に、タガート家は目障りね!!」






　せっかくハリエットに一杯食わせてやろうと思ったのにと、肩を震わせて怒っているオフィリアに、でも……と、誰かポツリと言った。






「随分……逞しくて見目の良い殿方でしたね……」






　そのつぶやきに、令嬢たちがはたと黙りこむ。






「…………………………そういえば、そうね……」






　長い沈黙のあと、オフィリアが思わず、といった様子で頷く。──実は……食料状態が良いこの国の貴族令嬢たちは、割りに身長の高い娘が多い。当然貴族子息たちも身長が高い傾向にはあるのだが、その豊かな暮らし向きの男たちは、特に働く気もなく、身体を鍛えることもなく。悠々自適に貴族ライフを満喫していることが多い。そういう者たちは大抵が身長はあっても逞しいとは言いがたい。

　もちろん、中にはしっかり武芸に励んでいたり、王国軍で身を立てようという者もいる。

　しかし、令嬢達よりも高身長で、きちんと筋肉を備え、かつわがままなオフィリアたちが満足するほど〝顔がいい〟貴族男性というのは貴重な存在で……。






「それから言えば先ほどの男はなかなか──……」






　と、言いかけて。令嬢は、ハッと歯噛みした。

　その悔しそうな様子に──だからこそ余計に腹立たしいと思っているのだな、と、彼女を傍目に見ていたハリエットは呆れ果てている。

　話によれば、オフィリアは、本当は体格のいい男が好みなのだそうだ。しかし、結局は親の決めた第三王子との婚約を選んだ。可哀想な部分もある気がするが……普段、その虎の威を借るような彼女の立ち振る舞いを見ていると、同情できないと思うハリエットであった。






　と──そこへ、ブレアと王太子が戻って来た。

　グラスを手にした王太子は、傍にオフィリアたちがいるのを見て、心配そうに王女を見る。






「ハリエット……どうかした？」






　すると、王太子とブレアの姿を見た彼女たちは、そそくさと慌てたようにその場から去って行く。

　それをため息交じりに見送って、どう説明したものかとハリエットが悩んでいると、ブレアが怪訝そうに彼女に問う。






「あの、王女……エリノア・トワインはどこですか？」

「それが……ちょっとオフィリアたちが問題を起こしまして。わたくしを庇ってドレスを汚してしまったのです」






　クラウスの婚約者の名を聞いて、ブレアの眉間に皺がよる。その手はすぐさまグラスを傍のテーブルに置いて。エリノアを探そうと青年は身を翻すが──それをハリエットが呼び止める。






「彼女ならタガート家の家臣が連れて行きました」

「……タガート家の……？」






　足を止めたブレアの肩に、王太子がぽんと手を乗せる。






「そう、それなら大丈夫だろう。でも将軍かルーシー嬢に一言かけておこうか。きっと代えのドレスがなくてお困りになる」






　舞踏会用のドレスというものは、やはりそれぞれの娘の体型に合わせてあつらえるものだ。国王主催の舞踏会ともなると、招かれた者は皆、こぞって金をつぎこんで、専用の仕立て屋に何ヶ月も前からドレスを仕立てさせる。

　ゆえに、その値段も相当なもので、余程の上級貴族でもなければそのような代物には、あまり予備という考えはない。

　今回、急に参加が決まったエリノアなら尚更今すぐ着替えのできるドレスがあるとは思えなかった。そのことをすぐに見越した王太子は、弟の顔を覗きこんでにこりと微笑んだ。






「殿下？」

「大丈夫だよブレア。……ハリエット、頼める？」






　タガート家エリノアたちには予備のドレスはないだろう……だが。

　王太子に微笑みを向けられて、ハリエットが心得ているという表情で笑む。

　彼女なら。現在、他国からクライノートに滞在中の王族、ハリエットならば話は別だ。

　ハリエットは、ブレアの顔を見上げる。






「ブレア様、わたくし当家の者に言って何か用意させて来ます。傍におりましたから、だいたいの身長も分かりますし……彼女とわたくしの身長差ならなんとかなると思います」






　ハリエットはクライノートへの滞在期間中、王太子と共に参加する様々な行事のために、多くのドレスや装飾品類を王宮に持ちこんでいる。






「王女……」

「あの子はわたくしを守ってくれました。必ず、ぴったりのドレスをご用意致しますから、そう将軍にお伝えください」






　お願いしますと頭を下げるハリエットに、ブレアは一瞬ためらいを見せた。王女の瞳はエリノアに対する謝意に満ちている。──だが、真実を言えば、彼はできればすぐにでもエリノアの傍へ駆けつけたかった。

　しかし。王太子の言うことも尤もで。汚れた衣装のままのエリノアをここに連れ戻すなどということは、彼女に恥を掻かせない為にもできぬ話だった。けれども、王子のパートナーとして舞踏会に参加している以上、エリノアは、国王に挨拶もなしに会を去ることもできないのだ。






　ブレアはそれらを加味して、ため息混じりに「……分かりました」と頷いた。






（エリノア……）






　ブレアの瞳が、一瞬その姿を探すようにホール内を見渡して。そして彼は、何かを堪えるような顔で足早にタガートの元へ急ぐのだった。

















15　白い髪の男












　──その出入り口は、給仕に入る者たち専用のもので、潜った先の準備室もダンスホールのきらびやかさとは打って変わった質素な造りとなっている。

　白髪の男がエリノアを抱えたままそこを通ると、いきなり入って来た大男と、抱えられたドレス姿のエリノアを見て、そこにいた使用人たちが皆、ギョッと立ち止まった。






　ダンスホールを横切って、散々貴族連中の好奇の目に晒され尽くしたエリノアは、男の肩の上で既にぐったりしている。最早、その担がれ方は、荷物のような扱いである。

　エリノアはうわごとのように「すみませんすみませんお忙しいところお騒がせしてすみません……」と、驚いている者たちに向け漏らしつつ……げっそり「姫って言ったくせになんだ……」と、その扱いの意味不明さと不当性を思っている……。






　しかし、男は立ち止まらない。

　彼は人々の視線を気にする素振りも見せず、瀕死のエリノアを担いだまま、準備室を抜け、更にその先の使用人用通路を抜けて、そこにある木の扉を押し外へ出た。

　そこには石造りの小さな水飲み場があって、いつでも水を使えるようになっている。

　ここに来てやっと、男はぐったりノビ気味のエリノアを、肩の上からゆっくりと下ろした。






「え……？」






　水場の石の縁に座らされたエリノアは、きょとんと男の顔を見る。男はすっと、身を屈め地面に膝を突くと、エリノアのドレスを忌々しそうに見た。

　小麦色の肌に、純白の雪のような髪を背に流した男だった。髪は礼装に合わせてか、耳の後ろをきっちりと編みこんでいる。たてがみのような髪は悠然として雄々しい。しかし何分、黒い瞳が激しく不機嫌そうに細められているもので……その威圧感にエリノアは仰け反った。

　しかしだ。聞くべきところは聞いておかねばなるまいと、エリノアは恐る恐る問う。






「あ、あの……あなたはいったいどちら様……」

「……全く……なんという幼稚な……」

「え、すみません」






　問い終わる前にそう言われ。思わず謝ると、不快そうにジロリと睨まれた。






「お前のことではない。先ほどの娘たちのことだ」

「あ、ああ……」






　不機嫌そうなのは自分に対してではないのだろうか。エリノアは少し安堵する。すると、男は決まりが悪そうな顔になった。不機嫌そうだった眉間がわずかに和らいで、彼はエリノアに、すまないとつぶやいた。






「……え？　何がですか？」






　エリノアは迷った。

　公衆の面前で思いきり御輿のように持ち上げられた件だろうか、それとも姫とか言っておきながら、男の服を気遣った時、容赦なく頬を押しやられた件だろうか。

　しかし、どうもそういうことではないらしい。






　男は大きな背を少し、しゅんとまるめて言う。






「陛下に必ずお前を守ると約束した。防げず、すまん」

「へ、いか……？」






　それを聞いて、やっとエリノアの停滞ぎみだった思考が徐々に働きはじめる。

　すると、すぐ傍に見える眉間の縦皺と、黒い瞳には見覚えがあることに気がついた。

　低い響きの憮然とした喋り方にも、そういえば馴染みがあって──……。

　エリノアは、白いタテガミのような髪にハッとした。






（……もしかして………………）






「……………ヴォルフガング……？」

















16　その男は今更何をと言った












　恐る恐る問うと、ああ、と静かな応答があった。

　エリノアは目をパチパチさせて。息をつめてその顔をまじまじと見た。

　──そうしている間に。

　自らをヴォルフガングだと言った男は、懐から手ぬぐいを取り出すと、水場に浸してエリノアの髪を拭いはじめる。






「……人間にも、なれるんだ……」






　返事はなかったが、それはそうかとエリノア。家ではコーネリアグレースも頻繁に人に化けているし、彼は彼で、元は獣人の姿で、普段から犬に化けているわけで。以前は巨大ウサギに化けていたこともあった。






「……便利だねぇ……」






　ひとまずそう言ってみると、ヴォルフガングは今更何をと言いたげに鼻を鳴らした。






「犬の姿であのホールの中をうろつくわけにも行くまい。木を隠すなら森、だ」

「はあ……」






　まあ、それはいいんだけどと、エリノアはいささか渋い顔を作る。






「つまり……ブラッドが、私のことが心配であんたたちをここによこしたってことよね……？」






　問うと、それどころか、と再び鼻を鳴らされる。






「ホールの上には陛下もおられる」

「[image: 〓]!?」






　ヴォルフガングの言葉にエリノアがギョッと目を剥いて上を見上げた。






「……ゆえに、あまりあの男とベタベタせぬほうが身の為と思うぞ」

「ど……、え!?」

「ことと次第によっては、また陛下はお怒りになり、それによって魔物が呼び出されるかもしれぬし……それ以前に、ダンスホールの天井が落とされるかもしれぬな……」

「ちょ、ちょっとぉ!?」






　不安を煽る忠告にエリノアがオロオロすると、ヴォルフガングがエリノアの髪を手ですくったまま、動くなと顔をしかめる。






「動くと髪が拭きづらい」

「あ……ごめ……ああっ!!」

「!?」






　言われて葡萄酒のことを思い出したらしいエリノアは、慌ててヴォルフガングの服を鷲掴む。






「……おい、動くなと……」

「だって、これ染みが！」






　エリノアは悲壮にそう言って。その顔で見上げられたヴォルフガングは思わず黙りこむ。

　確かに……エリノアのドレス同様、ヴォルフガングの服にも葡萄酒の赤い染みができている。

　次の瞬間、エリノアは、よし、と、ヴォルフガングの腕を取った。






「脱いで」

「……」






　切羽詰まった真顔にヴォルフガングが仏頂面を険しくした。






「さ、早く！」

「……いや、お前の衣装が先だろう」

「それもあるけど、とりあえず脱ぎなさいよ！」






　あんたの上着は直ぐ脱げるでしょ！　と……エリノアはヴォルフガングから、その上着を奪い去った。






　……さて。そうして傍にあった桶に水を張り、ヴォルフガングの上着を突っこんでから、エリノアはようやく己のドレスを手に取った。






「あ、あ、どうしよう……こっちも早く洗わなきゃ……」

「……だから言ったのだ。さっさと自分のことをやればよいものを……お人よしの世話焼き娘め……」






　上着を脱がされたヴォルフガングは、やれやれとエリノアを見る。

　エリノアのドレスは、すっかり葡萄色が布地に染みこんでいて、布で拭くなどという処置ではどうにもなりそうになかった。






「？　どうした、お前も早く水を使え」






　エリノアの髪をせっせと拭いてくれながら、ヴォルフガングが不思議そうに言う。






「いや、だってこれもう……」






　エリノアは戸惑った。染みは肩口からウエスト下までに縦に広がっている。






「？　脱げばいいだろう」

「いや、でも……」






　もう辺りは真っ暗で、今日は使用人たちも忙しくて他に人目はないとはいえだ。エリノアは、変わり果てた姿のヴォルフガングを見上げた。

　白い髪の人間男性に化けたヴォルフガングは、一刻を争うのではなかったのか？　と、エリノアを不思議そうに見ている。






「…………」






　エリノアは迷った。

　確かに一刻は争っている。こんな高いドレス、エリノアには弁償できないし、染みは早めに落すのが肝心だ。

　けれどもだ。エリノアはちょっと思った。

　舞踏会に王子のパートナーとして参加しているのに、何もこんな野外で染み抜きしなくても……と。

　しかし自分を連れ出してくれたヴォルフガングの正体を思うと……彼を連れて王宮内に戻るのは戸惑われる。






「……おい、何を百面相している。はやく脱げ」






　……そしてこれだ。と、エリノア。

　いくらなんでも、こんな成人男性の前でドレスを脱いで、ビスチェやら下着やらのむき出し状態になるのは、うら若き乙女としてはいかがなものか。






「……えーと……あの……ヴォルフガングさん……ちょっと後ろを……」






　と、言うと、途端にヴォルフガングの眉間に怪訝そうな皺がよる。






「？　何を言っているんだ？　それは私に見るなということか？」

「ええ……まあ……一応私、うら若いんで……」






　本気で意味が分からんと言いたげな男（魔物）に、エリノアはそう返す、が……。

　ヴォルフガングは、犬の耳がいつも通りそこについていたとしたら、恐らく後ろにぺったり倒しきったんだろうなぁと、エリノアにも分かるような不審げな顔をした。

　彼はじっとりした目でエリノアを見る。






「……お前……昨日も家で、私の前を下着姿でうろついていただろう……？」

「う……！」






　指摘されたエリノアがぎくりと呻く。






「あ、あれは……昨日は色々悩んでたし……洗濯物間違ってブラッドの部屋に仕舞っちゃって……そ、それで寝巻きがどこにあるかも分からなかったから……つい……」

「それに、先日は風呂場に石鹸がないとか言って私に持ってこさせたこともあったぞ。私はしっかり見たぞ。今更脱ぐくらいがなんなんだ？」

「……………………」






　エリノアは。

　顔を両手で覆って項垂れた。






　──確かに……っっっ！






　激しく猛烈に己の行動を悔いていた。






「う……だ、だって、ヴォルフガング、犬だったし……」






　うっかりしていた。犬は犬でも魔界の魔物だった。






「しゃべるし、化けるし……でも犬で……人間になるなんて……」

「お前は……」






　ヴォルフガングはジト目でエリノアを見る。そして、そのたてがみのような髪をやれやれと小さく左右に振って、ため息をつく。






「はあ、もう気にするな。私はこれでも千年以上生きている。今更、百にも満たない人間など、赤子も同然だ。気にするな。脱げ」

「いや無理ですから」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。

















17　恐ろしい出会い












「赤子」「何故今更……」と本気で面倒くさそうなヴォルフガングには少々手こずったが……。

「私という赤子は今から恥じらいっていう大切なものを覚えるんです！　尊重して！」






　……という、やややけっぱちな説得を試みて。なんとか渋々後ろを向かせることに成功したエリノア。

　くそ真面目に「そうか、成長か」ならば仕方なし、「育てよ」と……。どうやら変な納得の仕方をしたらしいヴォルフガングの、その大きな身体の陰に隠れながら……エリノアは、周囲を気にしつつ、恐る恐る脱いだドレスを、水を張った桶の中にそっと浸した。

　……しかし、高価な布地が痛まぬようにハラハラしながら──という絶妙なタイミングを見計らうようにして。背後から──トン、と肩に何かが飛び乗る重みを感じた。






「あ・ね・う・え♪」

「っひぃっ！」






　同時に耳に生暖かい息を吹きかけられたエリノアが、ビクッと身を揺らし、悲鳴を上げる。水場の縁に置いていた桶をドレスごと落としそうになって──どうにかそれを支えたエリノアは……ギロリと己の耳に息を吹きかけて来た不届き者を睨んだ。






「グレン!!　落としたらどうしてくれるのよ!!」

「あははは、姉上ったらぁ、随分可愛らしい姿をしておいでですねぇ」

「……どうせあんたも、家では下着姿で徘徊してるクセに恥じらうなとか言うんでしょ！」






　エリノアはうっすら頬を赤くしながら、ふんッと桶の中のドレスに視線を戻した。グレンは笑う。






「いや～それはあれですよ、女性が自ら脱いだ時に見るのも楽しいですが、脱ぎたくない時に脱いだのを見るのも良いっていいますか……」

「あんた、殴るわよ」






　なんだかフェチっぽいことを言い出した黒猫を、エリノアはマジでキレる三秒前という顔で睨んだ。

　そんな黒猫は、エリノアの言葉（と顔）にケラケラ笑いながら、ぴょん、と肩の上から下りる。

　そして、猫の前足でにこにこと上を指差した。






「姉上、キレそうなところ申し訳ありませんが、とりあえずお知らせしておきますと、現在姉上のその格好を見た陛下もマジでキレる一秒前ですからね」

「う……!?」

「ですので、とりあえずこれを着てください」

「え」






　エリノアが短く声を漏らした時、目の前で、グレンの猫顔が歪む。ギョッとすると、その次の瞬間には、そこに、スラリとした黒髪の少年が立っていた。






「……」

「はいどうぞ」






　桶に手を突っこんだままぽかんとするエリノアに、己の上着を脱いで差し出す少年は、歳の頃はブラッドリーと同じくらい。

　肩の上で切り揃えられた美しい黒髪は羨ましいくらいに歪みがない。飄々とした青い瞳には涼しげな睫毛が縁取られていて、その表情には言いようのない色香が漂う。……悔しいが（エリノアが）、美少年、と言って差し支えのない姿だった。






「……」

「ま、ブレアの姿も飽きましたしね」






　顔を強張らせ動かないエリノアの肩に、群青色の上着をかけてやりながら、少年──明らかグレン、は、微笑む。

　エリノアは……思わず聞いた。






「………………それ…………上着だけ出せないの……？」

「ええ、出せないんですよ」






　にっこり返された。














　ひとまずグレンの上着に袖を通したエリノアは、少年姿の彼と二人でドレスの染みと格闘した。猫の手じゃ、手伝えませんしねぇ、破いてもいいならやりますけど、というのがグレンの言い分だ。

　お陰で下着姿でいなくても良くなったのは嬉しいが、グレンがいちいち「姉上が私の服着てる！　うふふ、かーわいい」「上着の下の太ももがなかなか」……と、からかって来るのがどうにも頂けない。






「…………」

「グレン、馬鹿な軽口ばかり叩いていると陛下に刺されるぞ。手を動かせ手を」






　渋い顔のヴォルフガングは、既にエリノアの髪を器用に清め終えてくれていて、いつの間にかその髪はふっかりと乾ききっていた。どうやらなんらかの魔法のようなものを使ったらしい。エリノアにはちんぷんかんぷんだが。

　ヴォルフガングは二人の背後に腕組み仁王立ちし、周囲に警戒するような視線を走らせている。

　と、不意にヴォルフガングがぴくりと横に振り向いた。






「ぬ」

「え？」






　短い声にエリノアが顔を上げると同時に、傍にある王宮内へ繋がる木戸が勢いよく開かれる。






「エリノアー！！！！」

「ぎゃっっっ!?」






　鬼顔で扉を弾き開けて来たのは──ルーシーだった。






「お、お嬢様……」

「お黙り！　お姉様とお呼び!!　……あんたったら！　こんなところで何やってるのよ！」






　乱入して来たルーシーは、あわあわしている娘を上から睨む。






「も、申し訳ありません、あの、ドレスが……」






　弁償します、と項垂れる娘に、ルーシーは馬鹿なの!?　と、言葉を叩きつける。






「あんたはもうタガートの人間になったのよ!?　それくらいパパから搾取しなさい！」

「さ、搾取……」

「とにかく戻るわよ、私忙しいんだから！　この後、オフィリア・サロモンセンたちも見つけ出して全員シメないといけないじゃない!?」

「や、本気でやめてくださいお姉様」






　エリノアは、キッパリと手を上げてお断りした。（本日二度目）






　ルーシーはエリノアの恰好を見て、ちっと舌打ちする。






「あんたったらこんな所でドレスを脱いで──……て、あら？　なあにこの上着……」






　そこでようやくエリノアが男物の上着を着ていることに気がついたらしいルーシーは、ついでに傍に立つ白黒の男たちにも気がついた。

　呆れたような顔で憮然としている大男と、黒髪の美しい少年に、ルーシーは怪訝そうに眉を持ち上げる。不審そう（威嚇しそう）な義姉の様子に気がついたエリノアは、慌てて手を振る。






「あ、えっと彼らはその……そう、昔、トワイン家に縁があった人たちで……」

「……あら、そうなの？　トワイン家の元家臣？　に、しては若いけど……」






　二人をジロジロ見るルーシーに、グレンがにっこりと人当たりの良い（調子の良い）笑みを浮かべて進み出る。






「お初にお目に掛かりますルーシー様。私は昔のトワイン家の勤め人の息子でグレンと申します。この度はトワイン家のご親類様の手配で、エリノア様のご様子を伺いに参りました」

「はあ？　エリノアの親類？　確かあの薄情者のクソ共とはもう付き合いがなかったんじゃないの？　……え、ということは、まさか、あいつらも今日の会に招かれてるの!?」






　ルーシーは嫌そうに会場のほうを尖った目で見た。






「あ、あ、多分、私が騒ぎを起こしたから……」






　慌ててごまかすエリノアに、ルーシーはそう、と鼻を鳴らし、グレンたちを睨む。






「ま、いいわ。あんたたち、クソ共に何を言われたか知らないけど、トワイン家に縁があるんだったら、しっかりエリノアを守りなさい！」






　じゃないとシメるわよ、と、猛々しい赤い巻き毛のお嬢様に……ヴォルフガングは憮然とし、グレンは楽しそうに手を上げる。






「はぁ～い♪　……うふふ、この人サドッけありそうで面白そうですよね」

「……」






　こっそり耳打ちしてくるグレンに、エリノアは。

　なんだかこの出会いは非常に不安だ……、と思った。

















18　弱点












「……それ、本当？」






　オフィリアは信じられないという顔で取り巻きを睨む。

　彼女に、たった今仕入れた情報を伝えに来た令嬢は、固い顔でうなずいて見せた。

　それを目にしたオフィリアは不快そうに柳眉をひそめ、どうしたのかと聞いてくる周りの者に冷淡に返した。






「ハリエットが……あの使用人に着せる為に、自分のドレスを用意させているんですって」






　すると周囲からは、やはり彼女と同じような不快な反応が出てくる。






「ハリエット王女のドレスって……自国お抱えの腕のいい職人が仕立てた高価なものばかりって聞きますよ、そんなものをよく……」

「王太子殿下から賜った上等な布地であつらえたものや……ほら、この間オフィリア様が手に入れたがっておられた隣国産の織物……あれも結局手に入れたのはハリエット王女でしょう？　あれだって今回の為にドレスにしたって聞いたわ」






　嫌だわと言い合う令嬢たちは、要するに、己たちより身分の低いものが、自分より高価なドレスを身につけるのが嫌なのである。

　王女の持ち物ともなれば、それは最高級のものであるはずで。普通は、上の者の目を気にして、ある程度序列を守った装いをしてくるのが社交界の暗黙のルール……というか。彼女たちが気の強いオフィリアに対していつもそうせざるを得ず。本当はそこに鬱憤を溜めている令嬢たちは、よけいに苦々しい思いだった。

　令嬢たちのざわめきを無言で聞いていたオフィリアは、形のいい爪を噛んで、吐き捨てた。






「……癪に障るわね……ハリエットも、あの娘も……」






　王太子の婚約者ハリエットと、第三王子の婚約者のオフィリア。派閥の問題を別にしても、なにかと彼女と比較されるオフィリアは、ハリエットのことをよく思っていない。

　そしてオフィリアは、先ほど自分好みの男に『姫』と呼ばれ庇われた娘を思い出すと、胸がとてもムカムカした。

　尖った顎を少し上に向けて。なにかを考えはじめたオフィリアに、取り巻きの一人が「でも」と、おずおずと言う。令嬢がこのような顔をしている時、なにを考えているのかは、取り巻きたちには大体分かっていた。






「あの殿方も二度目はないって言ってましたし……ルーシー・タガートも厄介です。あまり手をお出しにならないほうが……」

「……」






　その言葉に、オフィリアはふんと笑う。






「どうせあの男もタガート家の人間でしょ？　なら……タガート家が手出しできないところから手を出せばいいだけよ」






　オフィリアはそう言うと、報せを持って来た娘に使いに行くようにと命じた。














「……へえ……」






　その耳打ちに、クラウスは使いの者を振り返る。

　話していた来客と目礼で別れたクラウスは、愉快そうに笑いながら歩き出した。






「それはそれは……ぜひ、挨拶をしておかないとね」






　なにかとてもいい玩具でも見つけたかのような顔で。第三王子は側近と共にくるりと身を返し、ホールの出入り口を目指した。

　と、その途中、彼の足がピタリと止まる。

　――出入り口の傍に、彼を待ち構えている者があった。






「おっと……これはこれは……」

「……クラウス、どこへ行く……」

「……兄上ですか……」






　そこに厳しい目で立っていたのは、ブレアだった。






　ブレアは──エリノアと別れてから。その間この弟には、よく目を光らせておかなければと感じていた。

　エリノアは自分のパートナーとしてここに来た。今はタガート家の家臣が傍にいるらしいとはいえ、普段必要以上に自分に絡んでくる弟が、ブレアと離れたエリノアに手出しをしないとは言い切れない。

　――少なくとも……王女の手配で着替えてくるだろう彼女が、ブレアの傍に戻るまでは、この弟を監視するのは己の役目である。既にオリバーたちにも、第三王子派の側近や貴族の子息達に不審な動きがないか見張るよう命じてある。

　静かに弟に視線をやると、おやおやと笑いが返って来る。






「兄上自ら番犬ですか？　涙ぐましいですねぇ……」






　言いながらクラウスは、とても愉快でたまらないという顔をした。

　自分を見る兄の目は、静かだか、いつにない気迫に満ちている。そこに彼の守りたいものの存在を感じ、クラウスは、兄に新たな弱点ができたことを確信した。






「ふふふ……私はちょっとご挨拶に伺おうとしただけですよ。どうやら私の婚約者が失礼をしてしまったようですのでね。それに……兄上がそんなに惚れこんでおられるのなら、なおのこと私も彼女の人となりが気になりますから」






　お話してみたいのですと笑う弟に、ならばとブレアは表情も変えずに言う。






「それは私の前で。私の居らぬところでむやみにあの者に近づくのはやめてもらおう。今も、これからもだ」

「おや、心外です。私が彼女になにかするとでも？」

「可能性はあると思っている」






　きっぱりと言い切られ、クラウスが身体を折って笑いはじめた。






「お珍しい！　今までは私がなにを言っても歯牙にもかけなかった兄上が。彼女のこととなると随分と私を気にかけてくださるようだ！」

「……」






　喜色さえ浮かぶそのさまに、ブレアは憮然と弟を見やる。ややこしいことになりそうな予感がした。

　クラウスは身を正すと、兄に向かってにっこりと微笑む。






「ええ、ええ、いいでしょう。では兄上のお言葉に従い、私はここで彼女を待つことにいたします」






　薄く細められた三日月形の瞳は愉悦に輝き、「今回は」と、含みのある言葉をそえる口もとは意味ありげに歪んでいた。














　――同時刻。






「……さあ……ハリエット様がお待ちよ！　……お前たちっ！　行くわよ！」

「はぁ～い♪」

「……」※エリノア

「……」※ヴォルフガング






　鬨ときのような勇ましき声にうきうきとついていく黒髪の少年。……その背後で無言の二人。






　――雄々しい令嬢と愉快な仲間たち一行（約二名水びたし）は、王宮内のハリエットの控えの間まで、楽しい行軍をはじめようとしていた。

　ルーシーが現れたことで、使用人用通路を使うことができなくなった一行は、別の入り口から王宮内へ戻る。

　本当は、髪同様、ヴォルフガングにドレスも乾かしてもらえないかと思っていたが、これもまたルーシーが現れたことで不可能となった。彼女の前で魔法など使えない。エリノアとヴォルフガングは、湿り気たっぷりなドレスと礼装姿で王宮内の廊下を急いだ。

　こんな格好だ。なるべく人目につかぬようにと思ったエリノアではあったのだが……先頭を行く二人がいやに雄々しいやら、楽しげやらで……。

　とてもではないが忍ぶことなどできなかった。

　ルーシーとグレンのせいで、必要以上に周囲の注目を集めてしまったエリノアは、やや傾きながら歩き。それを気がかりそうに見下ろしながら、娘の後ろをヴォルフガングが歩いていた。






　そこへ――カツカツとキレのいいヒールの足音が近づいて来た。

　音はまだ少し離れている。しかし、己がこの王宮の主人だと主張せんばかりの堂々たる音を、侍女職に就くエリノアは敏感に察知した。ハッとして。エリノアは慌てて前を歩くルーシーとグレンの腕を引き止めた。






「お嬢様！」

「お姉様とお呼び。何よエリノア」

「エリノア様？」






　振り返った二人はきょとんとエリノアを見る。背後のヴォルフガングもどうかしたのかと怪訝そうにしている。






「こっち！　廊下のはじに下がってください！」






　エリノアは慌てて三人を広い大理石の廊下の隅に追いやろうとする、が……。

　巨体＋頑固者＋ひねくれ者……の扱いに手間取っている間に、その足音はエリノアたちのすぐ間近に迫って来てしまった。






「あらあらあら……そこにいるのは……ブレアのパートナーの〝使用人〟じゃ、なくって？」






　鼻にかかるような高慢な声に、エリノアがしまったという顔をして。ルーシーとヴォルフガングがムッとした顔で振り返った。が……。

　そのとたん、ルーシーもまた、慌ててその場で淑女の礼をとり、頭を低く下げた。（その下で舌打ち）

　エリノアも、ヴォルフガングとグレンを己の背後に追いやってから、それに倣う。（もちろん舌打ちなし）

　……この場合、エリノアは魔物二人を現れた者たちから隠そうと庇ったのだが……。

　はっきり言って、ヴォルフガングの巨体はエリノアの背に隠しきれるような代物ではなかった。思い切り、はみ出している……。

　さらに、ヴォルフガングがエリノアを『使用人』呼ばわりした者に対し、犬のような唸り声を上げようとして。それに気がついたエリノアが、慌ててその口もとに手を伸ばす――……が、届かなかった。






「…………」






　哀れにも、あわあわしながら己の口に向かって手を延ばし、ぴょんぴょん飛び跳ねる顔の青い娘を、ヴォルフガングは唸るのも忘れ、思わず無言で見下ろした。






　すると、そこに高笑いが響く。

　エリノアの間抜けな様に、侮蔑をこめたような笑みを浮かべ――……現れた集団の中心で、女王然と扇子を揺らした女、側室ビクトリアは……息子そっくりな嫌味な顔で鼻を鳴らした。






「これが第二王子の相手なんて、世も末ね」

















19　三人の悪魔と、恐怖












　それを聞きながら……エリノアは、勘弁してくださいビクトリア様、と思った。






　廊下の途中でエリノアを捕まえたビクトリアは、エリノアをジロジロと値ぶみしてから、不躾な言葉を並べ立てていた。

「彫りの浅い顔ねえ」とか、「その凹凸のない身体でどうやってブレアをたらしこんだの？」だとか。

　そのほかにも色々言われた気がするが……あまりにも内容がテンプレすぎる。

　個性のない嘲りは、彼女がエリノアのことをよく知らないせいか。それとも、エリノアの気を害してやろうということとは別に、何か思惑があるからか。

　ただ、ひとまず聞いていて疲れることだけは確かだった。






　けれどもエリノアは、別にこの嫌味の見本市みたいな側室様の言葉を勘弁してほしいと思ったわけではない。

　使用人などをしていると、こうした貴人からの嫌味や八つ当たりなどは、時に避けようのないものだ。女社会で生きていれば、そりゃあ、横関係でも色々ある。

　だからエリノアは、今更側室妃ビクトリアのチクチクした言葉を真に受けたりはしない。

「はい、すみません、さようです、まったくもって本当に」と、適度に適切な相づちを選びつつ、話は素直に聞いておくつもりだ、が……。

　勘弁してほしいと思ったのは。怖いのは、こっちではない。






「…………」






　エリノアは、ビクトリアの言葉を、はい、はい、と聞きながら、己の背後から感じる気配に恐々と青ざめていた。

　背に刺さる冷気に思わずゴクリと喉を鳴らし、エリノアは、側室に見咎められぬ程度にちらりと後ろを振り返る。






　――そこには……一見冷静そうに見える令嬢と、少年と、高身長の男が一人。






　赤毛の令嬢は、側室に向けてにっこり笑みを浮かべながら――実は、エリノアの背に隠れた死角で、己の手を目一杯怒らせている。

　怒気をはらんだ指は、力のこめすぎで血管が浮き出て、全ての節でぎりぎりと折った指がまるで鬼の手のようである。

　時折――ガリッ……ガリッ……と、恐ろしげな音がする。

　どうやら……令嬢が怒りのあまり、己の腕に爪を立てているようで……指先が艶やかに美しく整えられているだけに、なんだか余計に怖かった。

　ビクトリアが口を開くたびに、彼女の口からは骨のきしむような歯ぎしりの音が低く漏れて、令嬢の憤まんが相当なものであると如実に伝えてくる。

　……それを悟ってから見る令嬢の笑顔は……非常にホラーである。






　その隣にいるのが、黒髪の少年姿のグレン。

　グレンは少しアゴを下げ、表面的な薄ら笑いでビクトリアを見つめていた。

　しかしひたりとした目は少しも笑っておらず、下から虎視眈々と獲物を狙うような暗い魔物の双眸は、彼が今、少年姿であるだけにそのいびつさが際立った。何を考えているのか分からぬ顔は、言いようもなくエリノアの不安を煽る。






　そして――そんな彼らの一番うしろに立っているのが魔物武将ヴォルフガングだ。

　もはや彼に至っては、側室妃に対して愛想笑いすら浮かべていない。

　幸いにも、その身長があまりに高すぎるのか……身長の低いエリノアに嫌味を言うことに夢中のビクトリアの視界には、彼の顔は目に入っていないようだ。が……。

　横目で彼を見上げたエリノアは……男の背後に白い悪魔を見た。

　怒りで膨らんだ巨大たわしのようなモッフリ楕円形の白い影。上には二つ、三角の耳がちんまりと乗っている。巨体の背後にずもももも……と音のしそうなドス黒い闇の渦を背負い、瞳は爛々と赤く光っている。そこから発せられる怒気に、エリノアは心の中でワッと顔を覆い、嘆いた。






（なんか……変なものが見える……！）






　もしかして、これも聖剣をぬいた影響か何かなのだろうか。

　楽しげに嫌味をくれるビクトリアなどよりもよほど恐ろしい。

　――正直、魔物二人も恐ろしいが、そこになんの違和感もなく並んで怒りまくっているルーシーが怖かった。






（お嬢様……魔物と同レベル……どうしたらいいのこれ!?）






　大柄な身体をよろめかせる、彼女の父、タガートの青ざめた顔が見えるようだ。






　それでエリノアが思わず苦悩の表情を浮かべると、ビクトリアがあらという顔をする。どうやらそれが自分の成果だと思ったらしい。






「あーらあら、どうしたのそんな顔をして。下々の者はこれくらいの言葉で傷つくのかしら？」






　怖すぎて、うっかり側室妃のありがたい言葉の数々を聞きそびれていたエリノアが、え？　と、顔を上げる。彼女は明らかに、「ハッ！　まだしゃべっておられたのか……」という間の抜けた顔をしていたが……顎を高慢に上げて高笑っていたビクトリアはそれに気がつかなかった。

　と、ビクトリアは楽しくて仕方ないという顔で続ける。






「そんなわけがないわよねぇ、だって、お前、あのトワイン家の娘なんでしょう？　あの狡猾な男の娘なんだったら、これくらい、なんてことないわよね？」

「…………え……」






　エリノアは驚いた。

　側室妃の口から自分の家名が出たことがとても意外だった。目をまるくしてビクトリアを見ると、彼女はころころと笑いながら言った。






「石頭のブレアを篭絡ろうらくさせるなんて、どんな邪智深い手を使ったの？　父譲りの手管をぜひ私にも教えてほしいわ。もしかして……ブレアに近づいて家を再興させたいのかしら？」

「待ってください……そんなこと……」






　うまくやったわねぇというビクトリアに、エリノアは言葉をなくす。

『邪智深くブレアに近づいた』などと言われたこともショックだが、それよりも、父のことを『狡猾な』と言われたことが何よりも衝撃だった。






「……父は、」






　言い返したかったが、相手は国王の側室妃。エリノアはそこで言葉を切る。

　亡き父は側室と敵対する派閥であったからある程度悪く記憶されているのは仕方がない。

　しかし父が亡くなったのは、元はと言えば、彼女たちがエリノアの家を追いこんだせいである。

　悔しさが胸に渦巻いた。悔しく……悲しかった。

　貧しさに立ち向かうことに手一杯で、心の底に封じこめるしかなかった恨みの感情が……彼女の手によって無理やり引っ張り出されるようで苦しかった。






　――だが、

　エリノアが賢明だったのは、ここで悔しさに吞まれなかったことである。

　もしここで自分がビクトリアの喧嘩を買えば、きっとブレアにもルーシーたちにも迷惑がかかるだろうと、彼女は分かっていた。

　それにおそらく……側室妃は自分を挑発しているのではないとエリノアは感じた。

　この人は普段から人々の上にしか立ったことがない。こんな下っ端に反論されるなんてことは想像すらしていないだろう。

　彼女はただ、エリノアをいたぶることでパートナーであるブレアを貶めたいのだ。

　彼女がブレアの名を口にする時、そこにある棘にはエリノアも気がついている。

　もしくは他にも何か思惑があるのかもしれないが、それはエリノアには分かりえぬことだった。






　だとしたら、とエリノア。

　今ここで自分にできるのは、場をうまくおさめ、彼女の悪意をここだけで消化させてしまうことだ。

　何も、ブレアにまで事を及ばせることはない。この棘のある言葉の数々を胸におさめ、自分が気にしなければいいだけだ。






「…………」






　だからエリノアは悔しさを耐えて、スッと冷静な顔をして見せた。






「……滅相もありません。わたくしのような者が、ブレア様にそのようなこと、お頼みできようはずもありません」






　腰から身体を折り、争う気はないと示すためにビクトリアに頭を下げる。

　自分が冷静な顔を見せれば、後ろで怒り狂っている三人も少しは落ち着くだろう。






　しかし、ビクトリアは下げられたままのエリノアの頭に、悦に入った笑いを放る。顎を上げ、目の下を盛り上げるようにした笑い方は、いかにも、敵にまわった者にはトドメを刺すまで許さないという執念がにじんでいるように感じられた。

　蛇のような威圧感に、エリノアの背筋が凍る。

　ビクトリアは、「そう？」と目を細め、エリノアの心をえぐろうと口を開く。






「では気が変わったら教えなさい。ブレアに上手く取り入ってトワイン家が再興したあかつきには、私がまた潰してあげるわ、楽しみになさいね」

「――」






　高慢で、心ない言葉の棘に、エリノアの顔が一瞬痛みに耐えるような表情をした。

　父のことも、没落後の苦労も、何もかもを嘲笑うかのような――その瞬間が、










　――側室ビクトリアの運命を分けた。










　突然、廊下に悲鳴が上がった。






　つんざくような声に、エリノアを含めた周囲の者たちが皆ギョッと身体を強張らせる。

　異変を察したヴォルフガングが、エリノアの背後から俊敏に手を伸ばし、娘を強引に抱きかかえて。

　次の瞬間、廊下のあちらこちらでランプやシャンデリアの上のロウソクが破裂するように消し飛び、周囲から悲鳴が上がる。――場は恐怖に包まれていた。






　そんな中、ひときわヒステリックな悲鳴が居合わせた皆の視線を集める。

　薄暗い中に誰かが倒れている。






　――ビクトリアだ。






　恐怖に歪んだ顔は、震えながら、彼女自身の足を見つめていた。

　美しい踵の高い靴を履いた両足に、深々と黒い、禍々しい形の短剣が刺さっていた。






「ひっ……誰か……っ！」

「ビクトリア様!?」

「!?」






　痛い、痛いと泣き叫ぶ側室妃に、まわりの者たちは慌てて駆けよろうとする。だがその足はすぐに、うっと止まる。

　気がつくと闇の中からなお黒く、そして薄く、短いものが現れて、彼らの鼻先に迫っていた。






　――おびただしい数の短剣の群れだった。






　その異様な光景に、誰もが凍りついたように動くことができない。

　まるで海の底から大きな魚群を見上げているかのようだった。

　ビクトリアの足に刺さる黒々とした短剣と同じものが、ずらりと空に浮かび、誰かが身動きすると、その切っ先が行く手を阻む。

　彼らのよく肥えた腹や、背、それから喉元に短剣が忍びよると、ビクトリアの取り巻きも、駆けつけた衛兵たちも、怯えたように後退った。






「これ……」






　青ざめた顔でエリノアがつぶやいた。ヴォルフガングにつかまりながら呆然としていると、傍でグレンが愉快そうに高笑う声が聞こえた。

　それと同時に、暗くなった廊下に濃い霧のようなものが現れた。

　グレンは一人、霧に向かってひざまずく。

　その中からゆっくりと浮かび上がってくる青白い顔に――エリノアは愕然とした。






「……ブラッド……」






　かすれる声で言いながら、どこかで、そうだったという後悔の念がエリノアの胸をぎりぎりと絞めつけた。私より、弟に、一番聞かせてはならない言葉だった。






　弱々しいエリノアの呼び声に反応はない。

　ブラッドリーは闇の霧をぬけて廊下に降り立つと、そこで悲鳴を上げ続けるビクトリアの前に立った。

　静かな瞳に怒りが燃えている。






「……耳障りな声が聞こえたみたいだけど……お前か」






　暗い眼光は、短剣よりもなお鋭くビクトリアに刺さるが、側室は足を貫く短剣のせいでその場から逃げることもかなわない。

　短剣は、彼女の足を大理石の床に磔にするかたちで縫い止めている。わずかな身動きですら、相当な痛みを感じるはずだ。

　近づいてくる不気味な少年に、ビクトリアの喉からは、ひ、ひ……と、ひきつれたような声が漏れていた。それを聞いて、呆然としていたエリノアが我に返った。






　エリノアは、ヴォルフガングの手を振り解くと、ドレスの裾に足を取られ転びそうになりながら、ビクトリアの前に立ちふさがった。






　――弟が、人を傷つけたのを見たのは二度目だが、ブレアの時よりも、ビクトリアの傷は何倍もひどい。流れ出た血はビクトリアの下にたまり、彼女の顔は血の気が引ききっている。駆け寄ったエリノアの足にも血がついた。長いドレスの裾が血を吸って、生々しい匂いが鼻をつく。






「やめて……ブラッド……」






　やっとのことで言葉をしぼり出すと、弟はにっこりと笑う。






「姉さん、どいて？　せっかくのドレスが汚れちゃうよ」






　無邪気な顔だった。だが、瞳の奥に突き抜けたような彼の怒りを感じた。






　しかしできるはずがない。

　そんな、今にも側室妃を射殺さんとするような目の弟の言うままになど。

　どうすれば、と周囲を見ると、先ほどまで彼女たちが立っていた場所に、ルーシーが一人で呆然と立っているのが見えた。






「陛下！」






　その時ヴォルフガングが動いた。ヴォルフガングはブラッドリーに駆けより、おやめくださいと懇願する。






「陛下、ここであまりお力を振るうと……」

「すぐ済む」






　配下の言葉を一蹴する言葉に、何が、とエリノアは怯える。






「……してはいけないことだわ、ブラッド」






　言うと、彼はいいやと首を振る。






「私は、もう、その耳障りな声を聞きたくはないんだエリノア。父を愚弄し、お前を悲しませる喉など、切り裂いてしまえばよい」






　いつもは〝僕〟と言うブラッドリーが〝私〟と言った。

　その以前と同じ兆候に、エリノアは心臓がスッと冷える。口調が変わるのは、中身が入れ替わるせいなのか。

　どきなさい、と、大人の声で言う弟に、エリノアは強く首を振る。

　止めなければならない、自分が、必ず。

















20　凶刃のさなか












　弟が、こんなに彼女たちを憎んでいたとは。






　それを思いやってやれなかった自分に、エリノアはひどく失望して、そうか、と悔やむ。






　自分はまだ、〝ブラッドリーを守る〟という目的に夢中になって日々を生きることができた。

　困難でも、つらくても、それはある種の心の支えであった。






　でも、病に苦しみ、寝台に繋ぎとめられる日々に身をやつしていた弟に、その救いはあったか。

　痛みに苦しみ、熱に浮かされる暗たんとした日々の中で、その心に、父を死に追いやった者たちへの憎しみの芽が育っていたとしても、不思議ではない気がした……。






　エリノアは悲しくなりながらも、浅く息をして弟を険しい目で見る。






　どうすれば弟の正気を取り戻すことができるのか。

　ブラッドリーがひどく彼女たちを憎んでいたとしても、これはダメだ。

　聖人みたいなことを言う気はない。だが、このままでは、自分と弟はもう以前のように二人よりそって生きていくことができなくなる気がして。

　エリノアは、ビクトリアの恐怖の声を背後に聞きながら考えた。

　緊迫した精神の中で、もがくように思考を巡らせて――焦りに喘いだ時、






　ふと、エリノアはあることを思い出した。






　愛想のいい、愉悦に満ちた声が遠くで何かを言っている。






　それは――グレンの…………










『――あなたの弟君は……』






『――我らが魔物の王、――――……の――…………』


















「――、――、――ダスディン……！」

「！」






　閃いた瞬間、エリノアは顔を上げて叫んでいた。

　その呼び声に、弟の姿をした〝彼〟が一瞬身を震わせる。

　ビクトリアだけを見下ろしていた目が、エリノアを見上げ、瞳に驚きを宿す。






　エリノアは、もう一度呼んだ。






「ダスディン……もう、やめよう」

「………………エリノア」

「憎しみがあるなら、まず、私と話そう、私と解決しようよ……」

「…………」






　お願いだからと言うと、ダスディンの瞳と共に、周囲の短剣が揺らぐ。

　剣の殺気が和らいだような気がして、エリノアがほっとした時――……。






　恐怖に駆られた声が、その安堵を切り裂いた。






「化け物！」






　――ビクトリアの声だった。






「!?」






　エリノアは、その声に〝彼〟の心がスッと己から引いていくのが手に取るように分かった。その感覚に、身がすくむ。






「ビクトリア様！」

「何をしているの！　今すぐ将軍を連れて来なさい！　騎士たちはどうしたの!?」






　ビクトリアは、血まみれであいつを殺せと喚く。

　甲高い興奮した声に、エリノアはビクトリアの傍に膝をつく。






「ビクトリア様……お願いです落ちついて――……」






　と、その瞬間。

　頬に焼けるような熱さを感じて。瞳には火花が散った。






　どうやら――ビクトリアに思い切りひっぱたかれたらしい。






「ノア！」






　エリノアが衝撃に目を瞬かせていると、ルーシーの叫ぶ声が聞こえた。

　ビクトリアは、憎悪の全てを向けるような顔でエリノアを睨んでいる。






「触るな汚らわしい！　お前があれを連れて来たんでしょう!?」






　金切り声に、どうしてこの人は、と苦々しく呆れる。確かにそうかもしれないが、何故この状況下で火に油をそそぐようなことをするんだろう。

　そんなことしたら。






「死ぬしかないね」

「っ！」






　冷たい声にぎくりと背が凍る。






「ダスディン、待っ……」






　振り返ったエリノアの視線の先で、彼が腕を持ち上げた。

　その身は弟の細い身体のはずなのに、何故か掲げられた腕はひどく力に満ちていた。

　それに呼応するように短剣の群れが殺意を噴き上がらせると、思わずエリノアはビクトリアと群れとの間に身を乗り出す。が、背後のビクトリアはそれでも足らぬとエリノアの腕を引き、自らの前に盾として押し出した。






　押されたエリノアに――その背後の身勝手な仇に怒りに燃えた視線が突き刺さり、彼の手が振り下ろされる――






　その一瞬に。






　――誰かが飛びこんできた。






　怒りに満ちた手が下されると同時に、誰かが――ビクトリアの腕からエリノアをもぎ取って自らの腕の中に収め――……。










　その、翻る金糸を見て、エリノアが驚愕を顔一杯に広げた。






「！　……ブレ――」






　ブレア様！






　――と、続けようとした悲鳴が消える。

　彼の胸に抱きこまれたエリノアには、ブレアの肩越しに、彼の頭と、ダスディンの黒い刃の群れが重なって見えた。

　自分たちを取り囲み、今にも降り注いできそうな黒刃の前に、

　魔王が放った禍々しい凶刃の最中に、






　――ブレア様がいる――……！






　エリノアは、全身がすくんだ。










[image: ]










　引き裂かれそうに心臓が痛んだのを感じた。

　悲鳴とも怒声ともとれない響きがその口から出て。






　空にとどまっていた数多の短剣が、たった一人の手のひらに従って走った瞬間、






　エリノアの中で、ブラッドリーに対する愛情やブレアに対する感情、ルーシーを守らなくてはという気持ちと侍女としての使命、様々なものが駆け巡った。






　――真っ白な頭の中に、微笑むルーシーがいて、ブレアがいて――ブラッドリーがいる。






　この人たちに何かあったら、生きてはいけない。






　――泣きたいくらいそう思った。














　咄嗟にブレアを押しのけようとした手の甲が、こんな時に激しく痛く……熱い。






　その瞬間――鋭い金属音が幾重にも重なって。

　エリノアの耳をつんざいた。

















21　銀色の髪












　――多少――巻きこまれる者がいても別に構わないとダスディンは思った。






　たった一人。その唯一の者さえ無事ならば。






　そしておそらくその唯一の者は、今、強い女神の加護を得て、このくらいの攻撃なら痛くも痒くもないだろう。

　彼女は気がついていないようだが、女神の印を授けられたその身体は、高位の聖職者を軽くしのぐ聖の力に満ちている。






　ダスディンは薄く笑う。






　――女神よ、感謝する。その加護のおかげでエリノアは大丈夫だ。






　――だから、






　――多少の破壊はかまうまい。










　ダスディンの目は、ビクトリアを見据える。






　すると怯えに顔を歪めた女の手が、かの者の両腕を鷲づかみにし、盾にするのが見えた。それを見てなおさらに呪わしく、身のうちに炎が渦巻いた。

　父と家を失わせ、見下した言葉でなぶり、頬を傷つけておきながら、今度はその身に守られようというのか。

　なんと愚か。

　すべての刃の軌道を曲げ、エリノアをよけて目的を遂げるくらいのことは容易いことだ。

　従順な薄く小さな刃たちは、彼が手を上げると、怯えきったビクトリアの身に狙いをつける。

　数多の切っ先が己を貫かんとする恐怖に、側室はもはや意識を保っていられなかったらしい。

　床に崩れ落ちた女に、ああこれじゃあエリノアを侮辱したことを後悔させることができないな、とダスディンが笑う。

　まあいいか、と思った。少し刃を受ければ、痛みでとてものんきに寝ていることなどできなくなるだろう。






　ダスディンは、手を振り下ろす。

　凶刃は無慈悲に風を切った。






　――その最中。






　一人、何者かが場に飛びこんで来たように見えた。だが──それは走る刃と、刃が軌道に残していく黒煙に紛れ、ダスディンにはそれが誰なのかは見えなかった──……。






　そして。






　刃の群れは、個々が複雑な軌道を描き、ビクトリアの身体に飛びこんで行く。

　鋭利な先端が、彼女のドレスに、腕に、肩に、足に、皮膚に触れるという時。






　あと一呼吸――

　切っ先と白い肌との境には、もはや髪の毛一本ほどの隙間しかないという――、刹那。






　闇色の剣が――……






　音を立てて――














　割れた。






















「……！」






　途端、場に白い閃光が円のように広がった。






　ダスディンがそれに片眉を持ち上げた瞬間、その前に唐突にメイナードが姿を現した。

　老将がゆったりとした袖に包まれた両手を顔の前で合わせると。その周囲には黒い葉に覆われた幻のような壁が生まれ、彼と、王、それから配下の二人を包みこんだ。






　居合わせた多くの者が怯え瞳を閉じていた中で、老将の作り出した防御壁の内側にいた、王の冷酷な目と、彼のしもべたちだけがそれを見ていた。






　ダスディンの凶悪な切っ先が人々に降り注ぐ寸前。それは光に触れると、ビクトリアに突き立てられようとしたものから連鎖して、次々に砕け散って行った。

　砕けた刃は耳障りな轟音を立て、塵と化し、煙のように消えていく。














「……」






　メイナードが腕を解くと、黒き葉が散るように壁は消えていった。

　彼に聖の力から守られたダスディンは、人々が気を失い見通しのよくなった場所で、無言でエリノアを見る。






　ビクトリアに盾にされていた彼女は、いつの間にか男の腕の中にいた。

　轟音に身をすくめるエリノアを抱くのは──ブレアだ。

　その腕の中、娘の手の甲が眩く光っている。






　女神の紋章。






　同じ輝きがキラキラと光の粒となり、広い廊下の中に煌いていた。

　輝きに満たされた空間で、人々は誰も彼もが気を失い、ぐったりと倒れている。側室も、貴族も使用人も衛兵も。皆、同じように床に転がっている。

　エリノアを庇ったブレアも、ヴォルフガングがその背に庇っていたルーシーも力なく目を閉じていた。






　ダスディンは、己がビクトリアを仕留めそこねたことを知った。

　だが、今は、彼女を相手にしている場合ではないと分かっていた。






　倒れ、折り重なる人々の中に、一人、様子のおかしな者が立っている。

　視線をやると、にこりと微笑み返される。






　白いゆったりとした官服。

　優しげで美しい顔。整った眉の下には、金のような、だいだい色のような、あでやかにグラデーションする瞳が並ぶ。

　肌は際立って白く、腰の下まで伸びる髪は水晶のような銀色。彼が身動きすると、その隙間に虹色の光がきらめく。

　圧倒的な清廉な美だった。






　その者は、男ものの官服を着ていたが、中性的で性別というものがまるで感じられない。

　背はそこそこある。しかし一見では、幼いのか、そうでないのかがつかみにくい顔をしていた。






　ダスディンはそれを見て、眉間を苦々しくよせ、己が怒りすぎたことを思い知る。

　彼の前で老将が笑った。






「ほ、ほ、ほ、何やら……やっかいなものが出てきましたな」

「……」






〝彼〟がキョロっと視線を動かすと、グレンとヴォルフガングが警戒したように王の前に立った。と、同時に、震える声が聞こえた。






「ど、どうなったの……？」






　エリノアが、ブレアの腕の中から顔をあげていた。

　恐々とまわりを見まわそうとして、自分を庇った青年がぐったりしているのに気がつき泣きそうな顔をする。そして、涙をぐっと抑え、その手がブレアの首の脈に触れた時。






　その――揺れる緑の瞳を見て、〝彼〟が動いた。






「主あるじ！」






　――凄惨な場にそぐわない嬉々とした声だった。

〝彼〟は倒れた人々の間で、嬉しそうにぴょんと飛び上がると、エリノアに向かって一直線に駆けて行った。

　それを見たダスディンは憎々しげに視線を険しくする。が……邪魔しようとはしなかった。それが、彼にとっては害があり、姉にとっては害のないものだと、彼にはもう既に分かっている。










「え……」






　ブレアの脈がちゃんとあることに少し安堵して。エリノアは、今度は弟の姿を探してあたりを見まわそうとした――のだが。

　己に向けて猪のように突進してくる誰かの姿にギョッとする。

　次の一瞬で、誰かはブレアの腕の中からエリノアを軽々と抱き上げて。

　目の前には、破顔した男とも女ともつかぬ顔。

　わー！　と嬉しそうに掲げられたエリノアは、目を白黒させる。






「主様！」

「え、だれ……ちょ、……」






　戸惑うと、誰かは、今度は悲しそうな顔をする。






「主様ひどい！　どうして早く迎えに来てくれないのですか!?　ずっと傍にいたでしょう!?　王宮にずっとおられたの知っているんですよ!?」






　恨めしそうな美しい顔に、エリノアは目を剥いている。その困惑した眉間は「意味が分からん」と物語っていた。

　だが、今はいきなり現れた美形の言いがかり（？）に慄いている場合ではない。






「……と、とりあえず、下ろしてください」






　エリノアがそう言うと、美形は「いやです」と真顔で来る。

　エリノアはややイラッとした。おいこらまていまそれどころじゃねえよ、と息継ぎなしで心の中で思ってから。ひとまず冷静に、引きつる怪奇顔で状況判断を彼に促した。






「……あのですね、まわりを見てください。皆さん倒れてますよね？　助けないと……」

「みんな死んでませんよ？」






　きょとんとする彼に、その言い方よ……とエリノアが呆れている。男は体つきのわりに、どうにも言動が幼いようだった。

　エリノアは焦る気持ちを抑え、一瞬心配そうに足もとのブレアを見てから、とりあえず抱えられたままで弟や義姉の姿を探した。

　今は静まっているようだが、怒り狂っていた魔王ダスディンの攻撃はどうなったのだろう。ルーシー、それに、ビクトリアの怪我のこともある。さっき自分を気遣ってくれたヴォルフガングのことだって。






　視線を動かすと、辺りに大勢の人が倒れているのが分かりエリノアは息を吞む。

　その折り重なるように倒れた人々の前、幾らか離れた場所に、警戒した様子の魔物二人と老将が一人、その後ろに弟の顔が見えた。

　一瞬その姿にほっとしかけるが……。






　なんだかグレンがありえない顔でこちらを睨んでいる。ヴォルフガングはどこか、ほーら言わんこっちゃないと言いたげな渋い顔。そしていつも通りの老将の背後で――ブラッドリーの顔は、いまだ、大人びた、怒りをたたえた表情をしている。

　冷たい顔に、まだ怒ってるのかどうしたら、と思いかけ――た、その視界に、

　廊下の隅に横たわる義姉の姿を捉えた。






「ルーシー姉さん!?」






　一気に顔から血の気が引いた。






「坊ちゃん（お嬢ちゃん？）！　お願いですから下ろしてください！　義姉が……」






　いや、彼女に限らずブレアだって、その他の人たちだってどうにかしなければ。

　助けたいと懇願すると、銀髪の彼は、きょとんとしたままなんでもない調子で言った。






「じゃあ治します」

「え？」






　言うが早いか、彼はエリノアを抱えたまま、その場で唯一負傷しているビクトリアに近づいて行った。そして短剣の消えた両足の傷に手を触れる。とたんエリノアの手の甲が白く光る。






「!?」






　驚いた次の瞬間には、ビクトリアの肌の上から鋭い刺し傷が消えていた。






「ぇ、ぁ……えっ!?」

「主様はまだ力が制御できないのですね。代わりに私がやっておきました。あとの者は魔王の力にあてられただけです。そのうち目を覚ましますから大丈夫です」

「あ、あの……あなたいったい……」






　展開についていけないエリノアがしどろもどろになって問うと、彼よりも先に低い声がそれに答えた。






「――聖剣」

「え？」






　振り返ると、弟が静まり返った顔で彼を睨んでいた。






「せ……？」

「エリノア、そいつは聖剣だ」

「……へ……？」






　その言葉に、エリノアが弟の顔と、彼の顔とを見比べる。






「………………えーっと……え？」






　それしか出てこなかった。……一瞬、せいけんって……なんだったっけ、と頭が混乱する。

　すると、聖剣と呼ばれた彼は微笑んで、疑問に傾いたエリノアの顔を見る。






「主様がいつまでたっても迎えに来てくださらないので、女神が私に新しき形をくださいました」

「は、ぁ……？」






　ニコニコと嬉しそうに言われ。意味が分からないにも程があったエリノアは。……とりあえず、何か重大なことを言われているような気がするのに、けろりとしてるなこの美形、と思った。






「…………」

「これからはずーっと！　一緒です」






　主様好き！　と、犬のように甘えられて――ブラッドリーが壮絶に嫌そうな顔をしたのだけは分かった。

















22　ダスディン王の愛玩動物？












『とりあえず、この場所を他から隔絶させます』






　とは誰が言ったのか。






　とりあえず……

　とりあえず……






「……うぁつくるしい!!」






　ぎゃんっと、エリノアが両手の拳を掲げて鬼顔で怒ると――拒絶された美形が傷ついたような顔をする。






「あるじ……」

「主違う！　こら！　子犬みたいな顔してもダメだぞ！　いちいちゴロゴロひっついて来ない！」






　しゅーんとした美形の――聖剣（人間態）にエリノアは厳しい。

　何せこのヴォルフガングよりも犬っぽい美形の男は、エリノアが歩けば後ろに張りついて。しゃがめば横にぴったりとくっついて来る。

　じっとしていても暇があればいそいそと密着してくる有様で……隙あらば、エリノアの腰もとをもの欲しそうにじっと見ている。






　――現状、この場を、大勢の人々が倒れたこの廊下をどうにかしなければならない時に、それは非常にうっとうしい。せめていつものメイド服ならまだ動きやすいものを、今は着慣れないドレスを着ているということもあって、ただでさえ動きにくいというのに。そこに絡まれてはたまらないのだ。

　今、王宮では舞踏会が開催中で。メイナードがなんとかしてくれるとは言うものの……いつこの惨状が誰かに見つかってもおかしくはない。早くなんとかしなければと焦るエリノアは、それもあって聖剣を名乗るこの人物に厳しいのだった。






　しかし聖剣は困ったように言う。






「だって……私、本性が剣だから……」






　本来は、主人の腰もとにぶら下がっていたいのだとか。一人で歩いているととても落ち着かず、心もとないのだと言う。






「主様、装備してください……」

「無理です」






　美しい顔で悲しそうに言われた言葉を、エリノアはバシッと真顔で切った。






「気持ちは分かりますが（？）、できるわけないでしょう!?　あなた、私よりおっきいのに！　いや、違う！　今はそれどころじゃないんですったら！」






　エリノアは、倒れているブレアとルーシーを介抱しながら憤慨している。

　二人は……二人に限らず、倒れた人々は一向に目を覚ます気配がない。






「……メイナードさん、本当に大丈夫なんですか……？」






　エリノアは涙目で、この場の唯一の希望メイナード老将を見た。

　老将はいつも通り穏やかな顔でぷるぷるしながら頷いた。が、そのぷるぷるした指は、エリノアの後ろに佇んでいる聖剣をさす。






「え？」

「おいまぬけ、メイナード殿が、その面倒な聖剣をどこぞにやれと言っている。傍にいると力が弱まって術がかけられんと」






　憮然と通訳するのはヴォルフガングである。人間に化けている魔物は、呆れ果てたという顔で聖剣を見ている。

『とりあえずこの場を隔絶させる』と、言った冒頭のセリフはメイナード（通訳・ヴォルフガング）である。

　現在この広い王宮のダンスホールの廊下は、老将の力で他から切り離された空間と化している。

　そこでメイナードはこの場でブラッドリーの力を目撃した者たちに、お得意の忘却術を施そうというのだが……。

　聖剣をどこかにやれと言われたエリノアは戸惑う。






「え、でも……どうやって……」






　ヴォルフガングの顔を見上げると、男は諦めたような顔で聖剣を睨む。

　ヒヨコのようにエリノアについて回る銀の髪の男は、とても彼女から離れそうな気配はない。






「……仕方ない、お前がどこかに連れて行くしかないだろう」

「え、だって……ブレア様やルーシー姉さんを置いてなんて……それに……」






　エリノアは不安げな顔で、離れた場所でグレンと共にいるブラッドリーを見る。

　その冷淡な顔はずっと忌々しげにエリノアにまとわりつく聖剣を睨んでいる。弟らしくない大人びた表情は、おそらく、その中身がまだダスディンのままだからであろう。

　エリノアは困った。弟を置いても行けるはずがない。

　できれば彼には早く家に帰って欲しいが、今のあの様子で、はたして彼はエリノアと別れて素直に帰ってくれるだろうか。






「む、無理よ、だってブラッドリーが……」






　と、エリノアがヴォルフガングを見上げた時。天井方向から、ひゅるひゅるひゅー……と、何かが落下してくるような音がした。






「おまかせあれぇ～」

「へ……？」






　歌うような声につられて上を見ようと――したら。次の瞬間、ドスンッという大きな振動に地面が揺れる。






「う!?」

「よっと」






　いったいどこから現れたのか。廊下の大理石の床材をぶち割りそうな勢いで落下して来たのは、コーネリアグレースだった。

　大柄な身体に黒っぽい紫色の服を着て、背には大きな金の金棒が。

　何故かこちらも人間態で現れた婦人は、エリノアに向かってにっこり笑ってポーズをとる。






「陛下はあたくしの担当ですわ」

「コーネリアさん！」

「おーほほほほほ」






　コーネリアグレースは軽やかにブラッドリーの前に飛んで行くと、あらまぁとダスディンを見た。（……因みに、ダスディンの背の後ろには、母が怖いグレンがビクビクして隠れている）






「ま、陛下お戻りになっておしまいになられたの？　あたくし、魔王の幼生のようで可愛らしいブラッドリー陛下がお気に入りなんですけど」






　ぬけぬけと彼女の言う〝幼生〟とは、どうやら……オタマジャクシのような意らしい。






「……私はエリノアの傍を離れる気は無いぞコーネリア」






　現れた婦人に対し憮然と言うダスディンに、コーネリアグレースは狡猾そうに笑う。






「あーら陛下ったら、このあたくしにそんなこと言っていいのかしら……おーほほほ――……出でよ！　陛下の愛玩動物！」






　コーネリアグレースの言葉に、皆が「は？」と、いう顔をする。






　と──……。






　そこにボフンと、煙をまといながら何かが召喚されて来た。






　姿を現したのは────。






「……あれ？」






　そのきょとんとした声に……ダスディンの顔が、あっと崩れる。ついでにエリノアも。

　驚愕した魔王と姉は叫んだ。






「リっ!?」

「リード!?」

「あれ？　ノア？　ブラッド？」






　青年は皿洗い中だったのか、まる皿と布巾を手に首をかしげている。






「俺……今家にいたと思ったんだけど……どこだここ？」






　のどかな顔できょろきょろしている青年の後ろで、コーネリアグレースが高笑う。






「コ、コーネリアさんっっ!!」






　青ざめたエリノアの悲鳴が上がる。






「おーほほほほほほ！」






　目的の為なら手段を選ばない女、魔王の元乳母コーネリアグレース。

　本日もママンは、物凄い勝ち誇りようである。

















23　偽魔法使いコーネリアグレースはリード推し。












「俺、家にいたと思ったんだけど……」






　首をかしげるリードの、のどかな顔を見た姉弟（？）は──……。

　速攻でコーネリアグレースに詰めよった。背後でヴォルフガングが呆れている。聖剣はエリノアのドレスを、はしっとつかまえたままである。






「コーネリアさんんんっ!?」

「コーネリア……」






　ひきつるエリノアと、怒りの滲むダスディンの暗い顔。

　二人にすごまれたコーネリアグレースは、けれども余裕のある顔でニンマリ笑う。






「あーら？　なんですのお二人とも、そんな怖い顔をして。おほほ、そのお顔……まさかリードちゃんにお見せになる？　お見せになるの？」






　ほほほと、勝ち誇った顔で言われた二人がぐっと言葉に詰まる。そこへ、リードがやって来た。






「ちょ、おい、人が倒れてんだけど……あれ!?　エリノア？　ど、どうしたんだその格好……」






　リードは倒れた人々を見て慌てていたが、エリノアの傍までやって来ると、見慣れぬドレス姿に気がついて。一瞬ぽかんと目をまるくする。……が、その顔は見る見るうちに赤く上気した。






「リ、リード、あの……これは……」






　エリノアがどう状況を説明したものかと言葉を詰まらせていると、不意にリードがはにかむように破顔した。






「ぇっと……その、に、似合ってるぞ……綺麗だな」

「う……」






　その言葉に。そのストレートさに、エリノアがたじろく。

　周囲の状況はそれどころではないとはもちろん分かっている。が……普段リードはあまりそういう評をエリノアには向けてこない。

『頑張ってるな』と、兄っぽいことを言ってくれたり、『そういう顔は嫁の貰い手が……』と、親目線っぽいことを言われるのがせいぜいで……。

　嬉しそうな顔で言われると、どうしていいのか分からなくなった。






「あ、あり、ありがとう……そ、そんなの初めて言われた……」






　せっかく着飾ったのだ。褒められるとやはり嬉しくて。

　ルーシーやタガートと身支度をした時は、あまりに慌しすぎてそんな言葉を交わす暇も無かったし、パートナーたるブレアは残念ながら、口下手すぎる。彼の胸のうちがどうかは別として、現状彼が気の利いたセリフをエリノアにかけるのはどうにもハードルが高い。






　エリノアがしどろもどろになりつつ返すと、リードは照れくさそうに頬をかく。そういう反応をされると尚更エリノアも気恥ずかしかった。






　そんな――二人の初々しいやりとりを見たダスディンが、隣でわずかに複雑そうな表情を見せた。

　――と、エリノアから気まずそうに目をそらしたリードが、そんな彼に目を留めて、あれ？　と声を漏らす。






「ブラッド……？　なんか感じ変わったか……？」

「！　……いや……」

「？　変だな、なんか……筋肉がついた……？　いや、身長が伸びた……わけでもないか……うーん」

「……」






　リードは、ダスディン化したブラッドリーに近づくと、その隣に立って己と身長を比べてみたり顔を覗きこんだりしてみては、怪訝そうに首を捻っている。

　と、そこへ、コーネリアグレースが三人の間に割りこんでくる。






「おーほほほほ、ご歓談中ちょっと失礼致しますわよ。リードちゃん安心してね、あの転がってる者たちは、ただ眠っているだけだから」

「ああ、コーネリアさん」






　リードに名を呼ばれたコーネリアグレースは、青年に微笑みを返す。そして、たっぷりした身体を反らせ、思いがけないことを言い出した。






「それより。ね、ほーら、リードちゃん本当だったでしょ？　あたくし、正真正銘、魔法使い」






　その言葉にエリノアが、「は!?」と、目を剥いているが――リードは「ああ」と朗らかに頷いた。






「ああ、これコーネリアさんだったのか。すごいな、俺、転送魔法とか初めてかけられたよ」






　証明したくて俺に魔法をかけたの？　コーネリアさんすごいなぁ、でもここどこ？　なんであの人達寝てるの？　……と、不思議そうに辺りを見回すリード。エリノアはハラハラした。リードもまさか、自分が王宮に連れてこられたのだとは思いもしていないのだろう。

　エリノアは、リードの純粋な称賛に気を良くしているらしい婦人の、ふっくらした腕を慌てて引き、小声で言う。






「ちょ、コーネリアさん！　どうするんですか!?」

「だーい丈夫ですわよ、エリノア様。ちゃんと口止めはしときましたから。おほほ、あたくし昔、王国の魔法使いだった、という設定にしておいたんですの」

「魔!?　い、いえそうじゃなくって……なんでこんな時にリードを……」

「あら、だってこの場合、他に陛下をなだめられる者がおります？　適任ですわ。リードちゃんの呑気さはもはや才能です」

「いやっ……でもっ」






　慌てるエリノアに、婦人はまあまあ、と冷静な調子で続ける。






「だって考えてもみてくださいな。そこらに転がっている人間たちはメイナードが処置するとして、その幼児のような剣をどうにかするのはエリノア様の役目でしょう？　で、陛下をお慰めするのはあたくし……ですけど、この場合、あそこまでお怒りになった陛下はあたくしだけだとちょっと荷が重そうじゃありません？」

「で、でもリードを巻きこむなんて……！」






　婦人は大丈夫大丈夫、と手をひらひらさせる。






「陛下はね、とにかくリードちゃんのことが大好きですから。あたくしだけだと陛下は平気で破壊を行います。でも、リードちゃんがいれば無茶はしません。あれほど陛下のお守りとして最適な存在はおりませんのよ。エリノア様だって、さっさと事態を収拾してあの人間たちを助けたいと思いますでしょ？」






　そうブレアやルーシーを示されて、エリノアは言葉に窮する。






「陛下もリードちゃんがいたら大人しく家に帰りますわよ」

「……」






　確かに彼女が言う通り、リードの顔を見た途端弟の顔からは棘が綺麗に消えてしまった。その顔は、ビクトリアを冷酷な目で見下ろしていた時とは、まるで人が違ってしまったかのようである。

　もしリードに危険がないという前提で、コーネリアグレースの力を、〝ただの魔法使い〟と彼に誤魔化すことができるのならば――この際四の五の言ってられないのか――と、エリノアも迷いはじめる。

　するとそんなエリノアに、それにねぇ、とコーネリアグレース。その指は聖剣を指差していた。






「言いたくありませんけど、聖剣それがそこにいるってことは、大樹には今、それがいないってことですわよ？」

「!?」






　お分かりですか？　と言われ、エリノアが愕然と目を剥く。






「ぁ……ああああっ!?」

「女神の大樹に聖剣が刺さっていないと判明したら……それこそ大ごとになるんじゃありませんの？」

「ひ、ひぃいいいいっ！」

「今は夜間ですし、人目にもつきにくいかもしれませんけれどねぇ」






　指摘され戦慄いたエリノアは、己のドレスの裾をつかんでいる聖剣を振り返った。






「ちょ……聖剣！　おうちに戻りなさい！」






　エリノアの言葉に、聖剣はさらりと髪を揺らし、首を傾げる。






「？　おうちってどこですか？」

「女神様の大樹よ！　あなたあそこから来たんでしょう!?」

「違います。家ではありません。私はあそこで主が迎えに来てくれるのを待っていただけ。剣とは誰かが使ってこそでしょう？　木になんか刺さっていたくありません。私の居場所は主様の傍。そこだけです」

「!?　で、ぇええ!?」

「私は主様を待ち、千年の間ずっとあそこで待機しておりました。もう、待てません」






　聖剣は真っ直ぐにエリノアの瞳を見つめ、きっぱりと言い切る。その様子からは、彼が今まで見せていた幼さがなりを潜め、表情からは確固たる意思が感じられた。神々しさすら感じるその姿に、エリノアが愕然としている。






「貴女は、私の勇者です」

「……っ！」






　強い視線に、エリノアが一歩後退る。






　――すると、不意に不思議そうな声がそこに掛かった。






「ノア……？　その人誰だ？」

「はぎゃっ!?」






　リードの声にエリノアが跳び上がる。

　振り返ると、リードがエリノアと、エリノアにぴったりくっつく聖剣を見て怪訝そうな顔をしている。






「や、あの……この人は……」






　エリノアが狼狽えている隙に、聖剣はドレスから手を離し、いそいそ嬉しそうにエリノアの手を握る。それを見たリードが目をまるくした。






「私は聖け……」

「あっ!?　こら！」






　嬉しそうに名乗ろうとする聖剣に、エリノアが慌てて飛びかかった。






「セイケ……？　変わった名前だな……ノアの友だ――……」






　と、そこまで言ったリードが、ハッと何かに気がついた……と、いう顔をした。






「もしかして……」

「へ？」※エリノア、聖剣の口を塞いでいる。






　リードは思った。

　なんだか分からないが、いつになく着飾ったエリノア。その隣にぴったりより添った、見たこともないような美形の男。そして男はリードが見ている前で、なんの躊躇いもなくエリノアの手を握った……。






　ということは……と、リードの顔がさっと曇る。






（……もしかして……こいつが……前ブラッドが言ってた……）






　以前、早く姉に告白してくれと言ってきたブラッドリー。

　その時彼は、エリノアには気になる男がいるらしい、と言っていた。

　――なるほど、とリード。姉大好きのブラッドリーが、いやに男を睨んでいるわけである。

　しかし、それでも二人を引き離そうとしていないのは、きっと男を想うエリノアを慮ってのことで――……。






　と、青年は早合点した。






「………………なるほど……」






　とたん、ズーンと影を背負った青年に、エリノアもダスディンも何が起こったのかが分からない。






「え……何!?　どうしたの!?」

「リード!?　大丈夫か……!?」






　ダスディンまでもが慌ててリードの顔を覗きこむ。

　二人は今までこの根っから明るい青年が、ブラッドリーの病の心配をする以外でこんなに暗く沈んだ顔をするのを見たことがなかった。いったい何がと慌てるが……

　そんな二人に、青年は力なく笑う。口ではなんでもないと言う。が……ふと、己を覗きこんでくるエリノアのドレス姿を見ると、その空色の瞳が揺れる。






（……ノア、こいつのためにこんなに綺麗に着飾ったんだな……そっか…………）






　するとその顔が再びどこか哀愁を漂わせて。

　それを見て慌てるのはエリノアとダスディンだ。






「コ、コーネリアさん！　リードの様子がおかしいんですけど……!?　転送中にどこか怪我でもさせたんじゃ……!?」

「……はーん？　……怪我、ねえ……」






　エリノアに服を引っ張られるコーネリアグレースは含みのある顔で生暖かく笑う。

　と、ダスディンに気遣われながら、リードが苦笑する。






「いや、本当になんでも……俺、帰るよ……あ……なんだっけ、救助に手が必要だから呼ばれたんだっけ……？」






　あははと、コーネリアグレースの顔を見るリード。……何故かエリノアと聖剣のほうを見ようとしない。






「リ、リード？」

「ああ、救助とかそういうことではないんですのよ。リードちゃんにはブラッドリー様を連れて帰ってもらおうと思って。ブラッドリー様、リードちゃんと大人しく家にお帰り……いただけますわよね？」






　コーネリアグレースは、にっっっこりと、ダスディンを見る。






「……!?　…………、……く……」






　姉も心配だが、様子のおかしいリードのことも気になる魔王は身動きができず困惑する。

　リードを兄のように信頼するブラッドリー同様、ダスディンの中にも、この青年に対する格別な思いが根付いていた。青年が普段、底抜けに明るいだけに、この突然の落胆ぶりは気がかりだ。






「コーネリア……」






　ダスディンが悔しげに女豹婦人を睨む。

　婦人は諦めあそばせとうなずいて見せる。






「エリノア様ならあたくしたちがちゃあんとお守りしますから」

「…………」






　ね？　と、いう婦人に――






　結局、ダスディンはリードと共に帰宅を余儀なくされた。聖剣のことを威嚇しまくっていたグレンもいつの間にか猫に戻っていて、彼らについて帰った。






　二人と一匹を家まで転送させた婦人は「はーやれやれ」と言う。






「これで一番厄介なお方が片付きましたわ」

「……」






　確かに。

　とんでもない荒技だった気もしないでもないし、リードの様子もかなり気掛かりだが……怒り狂っていた魔王を沈静化させるのには一応成功している。おまけに住処に追いやった。






「……」※エリノア・げっそり






「困った時のリードちゃん、ですわ。おほほ、あの子本当に便利ですわねぇ。私もエリノア様のお婿さんにはリードちゃんを推挙いたしますわ。身内にしておくと何かと助かりそうですもの」

「……、……」

















24　あて先不明の嫉妬と羨望、そして失敗と。












　……ブレアは夢を見ていた。






　タガートに話を通し、クラウスに娘に手出しせぬようクギを刺しに行ったあと。彼はエリノアを探して会場を彷徨った。

　――その後娘を見つけたことだけは思い出せるが、どういう経緯であったのかはぼんやりしていて思い出せない。










　――そんなの初めて言われた──……。






　不意に、どこからかそんな声が聞こえて。

　照れ臭そうな声が、見つけ出した彼女のものだとすぐに分かる。

　だが、同時に、それが夢うつつに聞こえた『似合ってるぞ』『……綺麗だな』という嬉しそうな誰かの声に返されたものだということも……分かった。






　そのとたん、ブレアは自分が失態を犯していたことを知った。

　ぼんやりしていた頭に浮かぶのは、痛烈な後悔と口惜しさ。






　柔らかな森の色のドレス。

　毛先までを整えられた髪には光を弾く控えめな石のついた髪飾り。薄く彩られた唇は薄紅色。娘の瞳の色を引き立てるようなその装い。

　それを目にした時自分がどう感じたのか。

　娘がそれを着て駆けつけて来てくれた時、その時浮かんでいた言葉こそが、彼が今まで令嬢たちに『心がない』などと言われながらも平然とおざなりにして来た、『贈るべき賛辞』だったということに――ブレアはこの時はじめて気がついた。






　――何故、自分は娘にそれを言わなかったのだろう。






　淑女に対する礼儀だとか、そんなこととは関係なく、それを伝えることはとても大切なことだった気がして。






『綺麗だな』






　男の声が耳に蘇ると、悔しさに加えて、羨望の気持ちが芽生える。

　おそらく例え自分が彼女にそれを伝えようとしても、こんなに素直には言えるまい。

　長らく女性に対し愛想のある言葉をかけていない。自分にはそれを言う技量がないのだ。だいたい、それを思いつきもしなかった。──こと、女性を褒める言葉というものの引き出しがブレアには極端に少ない。






　そうか、とブレア。

　ダンスホールで共にいた時、自分が幸福感を感じたのは、娘が愛らしく思えたからだ。多分それは装いが素晴らしかったことだけが原因ではないが――自分のために着飾って来てくれたことに、まず礼をいえばよかったのだ。

　そうか、そう言えばよかったのか。──確かに……綺麗だった。






　ブレアは男の素直な言葉に打ちのめされる思いだった。何故そんなことも分からなかったのだと己を情けなく思う。

　そして、それを易々と言葉にできてしまう〝誰か〟に苦々しい気持ちが芽生えた。

　王宮で彼がこれまで耳にして来た、令息たちが令嬢たちに贈る、呆れるほどに恭しいそれとは違い、その声の……なんと真っ直ぐなことか。

　自分のように硬くもない、晴れやかな響きの声には、その主の心根が表れているようで。とても好感が持てる。

　──だが、今はそれがとても悔しい。






　そう、彼が感じた瞬間のことだった。

　辺りが眩しい光に包まれた。






「──様──ブレア様……！」

「……？」






　ブレアは呼びかけにハッとする。

　傍に誰かがいた。瞬くと、次第にその輪郭がはっきりとしてくる。






　──エリノア・トワインだった。






　気がつくと、ブレアはいつの間にか賑やかなダンスホールに立っていた。

　エリノアが不安そうに彼を見ていて、その隣には、王太子やハリエットの顔も見える。

　──遠くで高い声がして。隣国の親類たちと話すビクトリアの姿が見えた。

　ルーシー・タガートがオフィリア・サロモンセンを睨み、怯えて逃げる令嬢をずんずんとグロテスクな顔で追い詰めている姿も見える。その後ろを――ほとほと困り果てたようなタガートが慌ててついて行き……手を貸せと引っ張られるオリバーがうんざりした顔をしている。






「……これは……」






　ブレアは呆然とつぶやく。

　会場に異変は感じられない。だが、それが逆におかしい気がした。

　この場面に、突然前触れもなく放りこまれたような唐突感に、ブレアは戸惑う。

　と、下から声がする。






「あの……大丈夫ですかブレア様……」






　己を心配そうに見上げる娘は、はじめに着ていた緑色のものに代わり、ラベンダー色のドレスを身に纏っていた。

　品が悪くならない程度にデコルテが開いたドレスは、袖にも裾にも薄い花びらのような布が繊細に重ねられている。ふんわりと幾重にも広がるシルエットに合わせるためか、娘の黒髪は編みこんで綺麗に上にまとめられていた。そこから落ちる後れ毛は、愛らしくクルリと螺旋を描き首筋に落ちている。

　その姿にブレアが眉を持ち上げる。






「……着替えをしたのか……？」






　いつの間にと問うと、「何を言っているんだ」と傍で王太子が笑う。






「さっきハリエットが用意したドレスに着替えに行ったじゃないか」






　もう忘れたのかと兄。

　聞けばブレアが会場に連れて戻ったエリノアを、ハリエットが付き添いをつけて退出させ、用意したドレスに着替えさせて来たと言う。

　そう言われればそのような記憶があって、ああ、とブレアは戸惑い気味に頷いた。






「……そう、でしたね……、…………」






　しかし胸の内には不可解なざらつきのようなものが残った。

　そのざらつきの正体がなんなのか考えようとするが、何か頭に靄がかかったようではっきりしない。






　エリノアが顔を覗きこんでくる。






「あの……ブレア様大丈夫ですか？　お加減、悪いところございませんか……？」






　娘の顔はどこか泣きそうでもあり、重い重い不安を胸の奥に抱えているようにも見えた。

　ブレアは一瞬黙りこみ、大丈夫だと娘を安心させるように微笑んだ。その表情の物珍しさに、傍にいた王太子とハリエットが、あらあらと顔を見合わせているが、ブレアは気がつかなかった。

　笑ってやると、ほっと下がった娘の肩にブレアも安堵する。何故か――無事でよかったと、そう思った。






　のだが……。

　同時に、夢の中で感じた口惜しい気持ちが胸に蘇ってきた。

　その重さにブレアは表情を固くする。夢の中の男の言葉が、夢の中であるはずなのに、いやに心にひっかかる。






「………………」

「ブレア様……？」






　ブレアの様子に再びエリノアが何事かと不安げな顔を見せた。その時、刻知らせの鐘の音が会場に響いた。それを聞いて王太子が残念そうな顔をする。






「おやおや残念……（まだ微笑ましい弟を見ていたいのに）ブレア、そろそろ会もお開きになる頃だ。陛下のところへ戻ろう」

「良かったですわ、閉会のご挨拶までにエリノアさんのドレスが間に合って……行きましょうエリノアさん」






　兄がブレアを呼び、ハリエットがエリノアに向かって微笑んでいる。王太子はハリエットの手を取ると、彼女を伴って国王の待つ壇上へと向かって行った。






「あ、ブレア様、私たちも戻りましょう！　さ、お早く……」






　そう男をエリノアが促した時、難しい顔で何かを逡巡していたブレアが彼女を、見た。






「…………映えるな……」

「え？」






　見上げると、ブレアは奥歯を噛むような硬い顔をしている。






「……瞳の色に……よく映えている。……色が」

「？　えっと……色？」






　なんのことやら分からずに、立ち止まって戸惑うエリノアにブレアが苦い顔をした。その頬は、若干赤い。

　ブレアは絞り出すような声で言う。






「…………ドレスだ」

「え？　あ……これですか……」






　その言葉にやっと分かったと、エリノアがハリエットから借り受けたドレスに手を触れる。






「ええと、そうなんです綺麗な色でございますよね。ハリエット様用なのでちょっと私には可憐すぎるような気もするのですが……」






　エリノアが照れ臭そうに笑うと、ブレアが眩しそうな目をした。

　しかし彼が見ている前で、娘の顔色はサーっと白くなって行く。ハリエットの付き人たちの話では……そのドレスはハリエットの父から娘に向けて贈られたという代物で、それはつまり、王から王女に向けて贈られた品物ということになる。

　それを恐れ多くも身につけているというプレッシャーに、エリノアはやや傾きかけているのだ。






「その上かなり高価なお品らしいので……今度は絶対に汚さないように気をつけます……」






　言いながら、エリノアはグッと拳を握る。

　もう絶対にあんなふうに汚すわけにはいかないと固く決意する娘の様子に、ブレアはひたすら無言だ。






「…………」

「……ブレア様？」






　何を考えているのか、黙りこんでしまった王子にエリノアがどうしたのだろうと困ったように眉を八の字にする。

　その時、背後でハリエットの声がした。






「エリノアさん、早くいらっしゃい」

「あ……ブレア様、お急ぎくださ……」






　──と、一瞬ハリエットのほうを見た娘が再び振り返った時。ブレアがもう一度、己の背を押した。






「……そんなことはない」

「は？　……いえ、でもハリエット様がお呼びで……」






　きょとんとするとブレアが睨むように己を見返していて。エリノアはびくりと身じろぎする。






「!?　!?（あれ!?　ブレア様、まさかお怒り……？）」






　もしかして記憶が──と、エリノアが息を吞む。が……。

　戸惑うエリノアから、ブレアの灰褐色の瞳が逸らされる。






「……似合っている」

「……に？」






　その低い声に、顔に疑問を浮かべると、もどかしげに呻かれる。驚くエリノア。






「……、……っドレスだ。お前に、よく……、似合っている……」

「へ………………？」






　──綺麗だから……。






　とは、言えなかった。






「…………」

「え？　え？　え？　ブレア様？」






　……その後、何故か消沈してしまった王子の様子には、エリノアはひたすら頭の上に疑問符を浮かべるしかなかった……。


















　……後に落ちこんだブレアを、生暖かい目で見守るオリバーの姿があったとかなかったとか。

　オリバーは沈んだ様子で壁に手をつく王子に、は？　と憎たらしい顔で耳に手を当てている。






「……え？　なんですって？　言い慣れないことを言おうとしてダメージ受けてるんですか？　あの程度で？」

「………………」

「はー……ブレア様……もうちょっと修行してくださいよ……普段から言いまくったらいいですよ。とりあえず手当たり次第女性に声かけてみたらどうですか？　女慣れしたら口説き方ももう少しスマートに……」

「………………」

「あ、やめてください剣抜くの！」






　廊下の壁にすえられた飾り剣に無言で手をのばすブレアに、冗談ですったら！　とオリバーの悲鳴。

　……とりあえず、ブレアの心の中には、素直な〝誰か〟への壮絶な羨望と嫉妬が生まれたのだった。

















25　勇者の危険性












　時は少し巻き戻る。






　それはブラッドリーとリードが転送されて帰宅して行ったあと。

　エリノアもまた、彼らと同様、コーネリアグレースの転送魔法によって聖殿前の庭に送られた。

　ブレアやルーシーのことが気がかりではあったが、彼らはメイナードとヴォルフガングに任せた。

　二人を魔物に預けて大丈夫だろうか――……とは、もう思わなかった。

　どうやら……エリノアの中には、彼らに対する一定の信頼が生まれつつあるらしかった。










　そうしてコーネリアグレースと共に聖殿の庭にやって来たエリノアは、大木を前に聖剣の説得を試みた。

　辺りは暗く、天高く輝く月以外の明かりは何もない。

　時折回廊のほうを巡回の衛兵が通りはするものの、それも今宵は舞踏会のために人員を割かれ、王宮の端のこの場所は警備が手薄になっているようであった。






　聖剣を説得するならば、今、この闇に乗じて、これしかない。

　朝日が昇れば、聖殿には神官たちや使用人も行き来する。そうなればきっと、聖剣が消えていることが王宮の者たちに知られてしまう。






　大木の木肌には、いつか見たのと同じ場所に、同じ形で聖剣が抜けた隙間がぱっくりと開いていた。それを目にすると、エリノアは嫌でも焦ってしまうのだが……聖剣は、そこへ戻ることを断固として拒むのだ。その不毛なやりとりを、コーネリアグレースが呆れた顔で見守っていた。






　あのね、とエリノアが言う。






「何度も言うけれど、私は勇者になったつもりはないの。それにあなたがここに刺さってなかったら、国のみんなが悲しむわ。お願いだから戻って、頼むから！」






　エリノアは懸命に懇願するが、聖剣はやはり嫌だと答える。

　聖剣は美しい色の瞳にいささか恨めしそうな色を浮かべてエリノアを見た。






「私の居場所は主のお傍だけ。ここで待っていても主は迎えにどころか、顔すら見に来てはくれなかったではありませんか」

「顔って……そもそも私が選ばれたというのが間違いなんじゃないの？　勇者っていったらもっと強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ちていて……でなかったら、せめてどこまでも純粋で優しくて、底抜けに善良で人々に愛されそうな……とか……」






　エリノアが一般論的な勇者像を並べ立てるとコーネリアグレースが頷いている。






「ま、そういうイメージありますわよねぇ。最終的には傍にいる女性全員を知らず知らず魅了している、みたいな」

「ですよね!?」






　しかし聖剣はムッとしたように首を振る。






「なんですかそれは……」

「いえ、えっと……巷に溢れる勇者像と言いますか……ほら、千年も勇者が現れないから、皆熱望しすぎてそれぞれこんなじゃないかなぁ……っていう……創作……？」






　実際、巷にはそういう書物も多くある。

　大人たちが子供に語る寝物語の延長線上のようなものだ。皆、現れた勇者が繰り広げる勇敢な物語やロマンスを待ち望んでいるのだ。

　エリノアはため息をつく。






「……みんな待ってるんですよ、立派な勇者があなたを抜いて現れてくれるのを。……私みたいな侍女じゃなくて」






　エリノアは、どこか自分のセリフに情けなさを感じながらそう言った。

　それは、自分が取るに足らない存在だと言っているようなものだ。たとえ本当にそうだとしても、気分のいいものではない。

　――不意に、オリバーに言われた言葉を思い出した。彼はエリノアに、ブレアの傍にいるには弱すぎると断じた。






「……」






　少し沈んだ気持ちでエリノアは、己の手を強く握る。






　けれどもそんなエリノアの言葉に聖剣は瞳を険しくする。

　少し怒っているのか、橙色の目が鮮やかさを増していた。






「誰がそんなことを？　いえ、誰がどう言おうが関係ありません。間違ってなどいない。私の勇者はあなたです」






　強い言葉に、一瞬エリノアは言葉を失いながら瞳を瞬く。

　だが直ぐにハッとして、困ったような顔を傍で見ている女豹婦人に向けた。






「コーネリアさん……」






　どうしたらと、すがるような娘の情けない顔を見ると、婦人は苦笑して。傍の草の上でのんびり二人の話を聞いていたコーネリアグレースは思わぬことを言い出した。






「思うのですが――……エリノア様、その聖剣……連れて帰ってはいかが？」

「え……!?」






　その言葉にエリノアは耳を疑った。聖剣はその隣でパッと嬉しそうな顔をしている。

　婦人がそんなことを言うとは驚きだ。魔王の配下である彼女が、敵である女神の授けた剣を受け入れろとは。






「え？　コーネリアさん？　な、なんで……？」






　戸惑って返すと、コーネリアグレースは言う。






「ああ、陛下の御身のことなら大丈夫ですよ。その者は今のところ私達に対して敵意もないようですし、傍にいても陛下が聖剣の主と同じ血統の肉体を持つ限りは。影響は……まあ、聖に満ちた気配が胸クソ悪いとか。その程度でしょう」






　コーネリアグレースがそう言うと、聖剣は、自分はあくまでも道具だからと返した。






「主様が敵と思わぬものには刃は向けません」






　割り切った発言に、婦人は、はん！　と一瞬邪悪な表情を聖剣に向ける。しかしエリノアは、いや違うちょっと待てと手を上げる。






「いえ、そうではなくて……もちろんそれも気にはなりますけど……コーネリアさん、聖剣ですよ？　だってこの人あなた達の敵でしょう？」






　魔王から国を守るために、女神から与えられた剣。そんなものを、ブラッドリーを溺愛する彼女が受け入れるとは信じがたい。

　聖剣を受け入れてしまえば、エリノアはもれなく彼女達の敵になってしまうのではないのか。

　もしくは――彼女はそれを狙っているのかと、不安と疑惑が過ぎる。






　だが、コーネリアグレースは肩をすくめる。






「そりゃあ、本当なら陛下には聖剣に近づいて欲しいわけではありませんのよ？　女神の側の出方は我々にも分かりませんからねえ。思惑の分からぬものがよってくるのは気持ちが悪い」






　コーネリアグレースの青い瞳が、エリノアから離れない銀の髪の男を見る。冷たいが、憎しみのある視線ではなかった。






「まあでもその聖剣は過去の大戦の後に生み出されたものですからね。別に陛下を傷つけた剣でもありませんし、あたくしはなんとも思いませんの。ま、目障りですし、一緒に暮したら頭痛くらいは感じるかもしれませんけど……聖なるものなんて、程度の大小はあれど巷にもないことはないでしょう？」

「頭痛って……」






　エリノアは驚いた、婦人はすでに聖剣が我が家に来ることまで想定している。

　確かに、こうエリノアから離れないのでは仕方ないかもしれないが……何故だろうと怪訝に思う。だが、そのわけはすぐに明かされた。






　ただですねぇ、とコーネリアグレースは言う。






「その目障りさや不可解さを差し引いても、手元にあったほうがいいのではないかという理由がございます」

「理、由？」






　婦人は教壇に立つ教師のような顔をすると、それをエリノアに向けた。






「はい。ではもし今エリノア様がその剣を放棄し、勇者であることも放棄したとしましょう」

「は、はい……」






　急に堅い調子になった婦人に、エリノアも戸惑って身を正す。聖剣も不思議そうな顔をしながらも、エリノアに倣った。コーネリアグレースはそんな二人に指を振ってみせる。






「すると――女神は、再び勇者の選定を行うかもしれません。現状、そうなる可能性は非常に高い。はい、それは何故でしょう？」






　示されたエリノアが戸惑ったように答える。






「え？　ええと……すでに世界にはブラッドリーが……魔王が目覚めてしまっている……から？」

「はいご名答。そうです。魔王が存在する限り、それを抑えようと女神が勇者を立てる危険性は大いにあるとあたくしは考えます。……で、あなた様はそれでよろしいとお思いですか？」

「え……」






　コーネリアグレースの問いにエリノアは戸惑った。エリノアはもちろんそうなるはずだと思っている。というか、きっと自分とは別に、正当で相応しい勇者がいるのだと。

　だが、コーネリアグレースは今、〝危険性は〟と言った。それは何故か。

　婦人は厳しい顔で続ける。






「そうなれば、確かにあなたは聖剣から解放されるでしょう。でももし、おっしゃるような勇者然とした強そうで、勇壮でまっすぐな瞳をしていて、正義感と決意に満ち溢れた勇者が現れたとしましょう。すると……その者はどうしますか？」

「……ぁ……」






　指摘されたエリノアが目をまるく見開く。気がついた。






「そうか……その人は……」






　つぶやくと、コーネリアグレースが頷く。






「そう。その者は、ブラッドリー様の討伐に乗り出す可能性があるのです」






　今はまだ世間に〝魔王〟の存在は知れていない。だが、これまで抜けなかった聖剣が抜け、勇者が誕生すれば、人々はどう思うだろう。きっと、喜ぶばかりではないはず。こう考える者もいるはずだ。






『これは魔王復活の兆しではないか――』と。






「……そうか……なんで気がつかなかったんだろう……」






　その正しく選ばれた勇者はきっと自分とは違う。正当に、魔王を傷つけることを厭わない者なのだ。

　エリノアは言葉を失った。自分ではない者、人々に望まれる勇者とは、自分の弟を討つことを目的とする者。

　その器ではないとか弟の敵にはなれないとか。それを拒絶することしか考えていなかった。それに思い至らなかった自分の浅はかさを痛感して。エリノアは情けなく思った。

　たしかにブラッドリーはここの所度々危うさを見せる。

　だが、それでもエリノアは弟が〝勇者〟に討たれるなんて、絶対に嫌だった。






　呆然と視線を落としてしまったエリノアに、コーネリアグレースが慰めるようにその背を撫でる。






「あたくし共にとって、エリノア様が稀有な存在なのです。聖なる力を得ながらも、魔王を守ろうとする……でもきっと、次にその力を得る者は違うでしょう。その者が立派な勇者であればあるだけあなたの弟君は窮地に立たされます。本来、〝勇者〟と呼ばれるものは、そういう存在ですから。人間社会の脅威となる魔王を討つ。──それが、あたくしたちの敵です」






　エリノアが返す言葉もなく黙っていると、彼女は静かな目をして続けた。






　もし、と。






「……その、あなたが手放したあとの聖剣を、もし――……。






　……ブレア王子が握ったら。あなたはその時どうしますか？」

















26　勇者は魔物に屈して誕生す。












　エリノアの喉がひゅっと音を立てた。

　見開いた目が狼狽えたように小刻みに動く。






「そ、れは……」






　ついさっきまで、夢の世界のように美しいダンスホールの中で手を取り合って踊った彼。いつになく優しい眼差しで自分をリードしてくれた、あのブレアが。女神の勇者となり、弟へ聖剣の刃を向ける。






　それを想像したとたんエリノアはゾッとした。──決してない話だとは、言い切れない。

　自分はもう既に一度、そうしてくださいと王子に言ったことがあったのだ。






『────もういっそ……殿下がお抜きになったとおっしゃれば事はまるく収まるのでは――』






　そう言って、ブレアに聖剣を押し付けようとした。

　その時は、本気でそうしてもらえれば何もかもが上手く行くと思っていた。ブレアは勇者に相応しい人だと思う。強くて国を守ろうという意志も強い。それに……本当はとても優しい。






　──だた、今となってはその行為が恐ろしく思えた。






　もし、あの時ブレアがそれを受け取っていたら──……。






　言葉をなくすエリノアに、コーネリアグレースは地面に片膝をつき恭しくこうべを垂れた。






「コ、コーネリアさん……」

「ですからあたくしはあなた様にお頼み申します。どうか、勇者であり続けてください。あなた様が人知れず聖剣の主で居続けることは、陛下の安寧を守ることにも繋がります」

「……」






　そうか、とエリノアは思った。だからなのだ。

　コーネリアグレースが警戒しながらも、エリノアを許容し続けるのが不思議だった。

　魔王を守りたい者が聖剣という脅威を確保し続けることは、彼らにとってもとても有益なこと。

　自分がそれを持ち続けているかぎり、事実上それはブラッドリーに対して無効化されているに等しい。

　エリノアが腑に落ちた思いでいると、コーネリアグレースがつぶやくように言った。






「……ご覧になったでしょう？　先ほどの陛下の黒刃……あれをお砕きになったのはエリノア様ですよ」

「え……？」






　その言葉にエリノアの瞳が見開かれる。どうやら、全ては聖剣がやったことだと思っていたようだ。まるい瞳は隣の男を見て、それからそのまま自身の両手に落とされた。

　信じられないと戸惑う娘に、コーネリアグレースは真剣な顔で言う。






「あの力があれば、あなたは陛下が先ほどのように荒れた時、押さえこむこともできる。何か脅威が迫った時に守ることもできるかもしれない」

「は……い……」

「でももし、その力を別の誰かが。強靭さと強い意思を持った別の何者かが得たら。それはあなた様と弟君の脅威にはなりませんか？　あなた様が勇者の座を退けば、陛下は聖剣に対する肉親の中和を失い、その、のんきな顔をした男は陛下の身体を蝕む毒となりましょう」

「…………」






　示されて、エリノアは己の隣に立つ聖剣を見た。目が合うと嬉しそうに和らぐ表情に、先ほど彼が、あくまでも自分は〝道具〟だと言い切ったことを思い出す。

　その〝道具〟としての従順さは、魔物ですらエリノアが敵意を持っていないという理由で許容してみせたほどだ。

　それはつまり、主が変われば、彼がその意思に従い〝道具〟として、淡々とブラッドリーを斬ることを示しているのではないか。エリノアにもきっと刃を向ける。そうに違いない。






　エリノアが苦悩に満ちた顔をする。

　返す言葉もなかった。

　婦人の言う通り過ぎてぐうの音も出ない。






　――そんな大任引き受ける力はない、そんな暇もないと言い張ってきた。

　弟を守るためにも勇者になんてなりたくはないと思ったが……それが彼の脅威になろうとは。

　己が〝足りない勇者〟で居続けることが、弟を守ることになるなんて。思いもよらなかった。

　しかしではどうして、とエリノアは不思議に思う。






「……でも……じゃあどうして女神様は私なんかに……それは女神様にとっては有益ではないはずなのに……どうして？」






　それは魔王側にばかり都合のいいことのように思えた。

　女神はこの世で一番魔王討伐に適さない自分に聖剣を与えている。それは何故だろう。

　その問いにコーネリアグレースが肩をひょいとすくめる。






「さあ。女神の思惑などあたくしには分かりかねます。けど……まあ、その反対に、陛下にとってもエリノア様は誰よりも手出しができぬ存在です」

「……互いに……討つことのできない魔王と勇者……て、ことですか……？」






　分からないとエリノアは思った。女神様はいったい私に何をさせたいんだろう。

　自分に弟を討つことはできない。

　それなのに勇者で居続けることには確かに自分たちにはメリットがあるだろう。でも女神側にとっては、そのことになんの意味があるのだろうか。






　そう考えはじめるとますますどうしていいのか分からなくなった。

　このままにしておけば、きっと明日には王宮は大混乱に陥る。

　本当に隠しおおせるのか。自分と弟の存在を。

　それがもし暴かれたら。どうなってしまうのだろう。






　ただ、すでに物事は引き返すことのできない所に来ているということは、エリノアにも分かった。






　思わず涙腺が緩む。

　すると、不意にするりと手に何かが滑りこんで来る。






「主」






　エリノアが顔を上げるとその拍子に頬に流れた雫を、微笑んだ聖剣がすぐに指でぬぐう。

　聖剣はにこりと笑う。月明かりに銀糸の髪が静かに輝き、本当に、そこに存在するものなのか疑問視してしまうほどに美しいその顔で。






「大丈夫、心配しないでください。私がきっとお助けします。私はそのために遣わされたんですよ」

「それなら木に……」

「それは嫌です」






　きっぱり言う聖剣にエリノアは恨めしそうな顔をする。

　思いやりがあるのかないのかよく分からない人だと思った。

　しかし聖剣は、だってと困ったような顔をする。






「仕方ないのです。私にも能力に限界があります。力の及ばぬところ、感知できぬ先に主様がおられる時どうやってお助けしたらよいのですか？　やはり、ここは装備していただかなければなりません」

「……」






　当然だとでもいいたげな聖剣の様子に、エリノアは、なんだかめまいがする。神の意思とは。と、思った。こんなのを装備ってどうしろってんだ、背負えとでもいうのか。

　娘がその間抜けな絵面を想像してげっそりしていると、コーネリアグレースが愉快そうに肩を揺する。






「ま、その辺はとりあえずあとでお考えくださいな。別に男を腰に装備するなって法はありませんから」






　けろりと言う。まるっきりそのあたりは人事である。エリノアはいささか気が遠くなった。それではまるで変態ではないか。

　一先ず……エリノアは婦人のセリフをスルーして、現実問題について提起することにした。






「あのですね……でもこの人が木に戻らず、聖剣が消えたら大変な騒ぎになるわけです……王国は間違いなく聖剣探しに躍起になるんですよ……？」






　聖剣がないということは、つまり勇者が誕生したということ。国は総力を挙げて捜索をするに違いない。騎士や兵が投入され、他国だって黙っているとは思えない。そんな大きな組織の追及の手を逃れ、エリノアは果たして隠れおおせるのか。






　しかしコーネリアグレースはけろりけろりと返してくる。






「まあ、世間はいささか騒がしくはなるかもしれませんけどね、誰もこれが聖剣だとは思わぬのでは？」






　彼女は軽い調子でエリノアにより添う、人の形をした聖剣を指差した。






「ぇ……ま、あ……確かに……」






　婦人は太ましい手をパタパタと仰ぎながら、苦笑を漏らす。






「ね、だからエリノア様、もうウダウダなさるのはおやめになって？　これを連れて帰ったとしても見つかりやしませんわよ。聖剣が消えたからって直ちにエリノア様に結びつけられるようなこと、あるわけがありません」






　違います？　と言われ、エリノアはたじろぐ。






「そ、それは……そうかもしれませんけど……」

「だいたい聖剣は大樹に刺さりっぱなしにされてもう千年です。普段はあんなに寂しい庭に放置しておいて今更ですわ」






　女豹婦人が「ねぇ？」と聖剣に話を向けると、聖剣も同意して頷いている。






「寂しいのは嫌です。私は主様に装備されたい」

「!?　い、いや、でも……私達王宮の者も別に聖剣を放置しているわけでは……」






　だって国宝だし、無闇に触るわけには、いや触っちゃったからこうなったんだけど……と、エリノアがうろたえているうちに。何故かしれっと結託しはじめた二人にエリノアが目を剥いている。






「もう、小鳥たちのとまり木にされるのにも飽きました。あの者たちは朝が早いし、柄の上にとまられると結構うるさいのです。別に会話にまぜてくれるわけでもないし……」

「あらそうなの寂しいわねぇ。分かるわぁ、老木もよぼよぼしていて話し相手にもならないし、庭は雨が降って来たら冷たいし。人間も結構勝手よねぇ」

「いやっ……!?」






　……何故だろうか、じりじりと追い詰められていくような気がして。

　奇妙な取り合わせの二人を凝視していると、飄々とした婦人は胡散臭さ全開の笑顔でエリノアを見る。






「ね、エリノア様そういうことで（どういうことだとエリノア目を剥く）この可哀想な坊ちゃんを連れて帰りましょう？」

「で、でも……っ」

「だーいじょうぶ！　奴らが騒ぎ立てても、せいぜい春の祭りのメインイベントがなくなる程度の影響しかないですわよ。なんでした？　強面達が聖剣を抜くのは誰だごっこをするんでしたかしら？」

「ごっこって……いやっ、だけど聖剣は長らく国民の憧れで……心の支えで……」






　慌てるエリノアに、コーネリアグレースはぐいぐいと厚い化粧の顔を近づけてくる。迫り来る顔面にエリノアがのけぞっている。






「ぅ……」

「憧れの一つや二つ失ったくらいでは人間くたばりませんから。大丈夫、すぐ次の希望を見つけますわ。おほほ。聖剣自身が連れてけ連れてけ言ってるんですもの。この際、人間は放っておきましょう」

「!?　コーネリアさん!?　人の国の問題なんかどうでもいいとか思ってません!?」

「思ってます。だってあたくし魔物ですから」

「!?」






　ど正直な婦人の、すんとした言葉に目を剥くエリノア。

　その顔に、ニンマリ口の端を持ち上げたコーネリアグレースは、高らかに笑う。と、己の背から愛剣ならぬ愛金棒を手に取ってドスンと地面に突き立てた。

　その振動にエリノアが身をすくめている。






「!?」

「さ、選んでくださいエリノア様」






　婦人はギラリとエリノアを睨むと、殺気かと見紛うような気配を身にたぎらせながら、さぁ、と言った。見開かれた青い瞳が壮絶に怖い。






「え？　え？」






　急な婦人の変貌にエリノアが気圧されている。

　その声音は地鳴りのように身に轟く。






「この捨てられた子犬のように寂しがり屋の聖剣をここに捨て置いて、新たにご姉弟をつけねらって来そうな勇者ストーカー誕生を選ぶのか。それとも、ブラッドリー陛下の安寧のため、ご自分がこの聖剣の主人となるのか……」

「ス……!?　……!?」

「さぁあぁ……お選び遊ばせ、エリノア様ぁ……！」






　――そのおどろおどろしい響きの言葉に……

　――のっすり圧をかけてくる大きな婦人の身体に……

　――ジリジリ迫ってくる婦人の厚化粧な顔にエリノアは──……






「ぅ……ぁああ……っ！　もうぅっっっ！」






　娘は汗もだらだらで、もうダメだと観念したように目を閉じて頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。






「ぅううう……」






　呻くエリノアの傍で聖剣がきょとんとしている。






　……何故か……コーネリアグレースに、聖剣獲得の決断を強要されるエリノアである。

（※のちに、『だってウダウダしていて鬱陶しかったんですもの♪』……とはコーネリアグレースの言葉）


















　──斯くしてここに、






　まったく聖剣を使う気はないし魔王も討たないけれど、とりあえず他の誰にもその座を譲るわけにはいかないという、かなり消極的なかたちでの聖剣の勇者が、誕生するに至ったのであった……。

















27　閉会と幕開け












　閉会の儀のあと。

　ブレアとエリノアはダンスホールのエントランスに立っていた。

　開かれた大扉の向こうには、いくつもの馬車が列をなしていて、来賓たちが帰宅の途につこうとそれに乗りこんで行く。






　そこへ、不満そうな声がした。






「なんで私がクソジジイと一緒の馬車に乗らないといけないのよ!?　私はエリノアを送ってから……」






　タガート家の馬車のドアにかじりついているのはルーシーだ。

　それを馬車の中に押しこめようとしているのは彼女の父、タガートである。






「馬鹿者！　お前が……お前がオフィリア嬢を殴ったりするから……！」

「あら違うわよ、お父様。私は拳で頭を挟んでグリグリしてやっただけよ。殴ってないわ」






　あの技ってなんて名前なのかしらねぇとか言いながら。知らんぷりしている娘にタガートがうつむいた顔を手で覆って泣いている。

　その素知らぬ顔の娘は……会場にいたオフィリア・サロモンセンの両親に、エリノアが着ていたドレスを突きつけて、まんまとクリーニング代をせしめてきたらしい。






『うちの義妹がお宅のご令嬢からハリエット王女を守ったらこうなったんですけど。王女の国と揉めるのと、当家と揉めるのと、私の拳の制裁を受けるのと。どれがいいですか？』






　……と、全然活路のない選択肢を真顔で公爵夫妻に迫り、上から睨んでいるところをタガートにゲンコツくらったようだ。

　結果、目の前で猛獣のように喧嘩しはじめたタガート親子の激しさに恐れおののいた公爵夫人が、指につけていた激高価な指輪を一つ置いて行った、とのこと。

　もちろんそれは今、ちゃっかりしたルーシーの手の中にある。タガートが返しなさい！　と、怒るもやはり知らん顔である。

　それをのちに聞いたエリノアは蒼白な顔で、『お嬢様っっ！』と、猛獣娘の両頬をつねっていた。……もちろん、ルーシーがそれでこたえたような様子はカケラもなかったが。














「……大丈夫か……？」






　色々ありすぎて、げっそり疲れた顔の娘をブレアが気遣う。

　ルーシーはタガートとオリバーに馬車に詰めこまれて、父と共に帰って行った。その時怒るルーシーに頬を引っ掻かれたオリバーもエリノア同様げっそりしている。






　心配そうなブレアにエリノアは、押忍、と拳を握る。……どうやら……将軍家に連なった者として、いや……あのルーシーについて行くためには、体育会系のノリを身につけなければならないとでも思っているらしい。相変わらず全然様にはなっていないが。






「だい、大丈夫です……ブレア様、今宵はありがとうございました」






　大丈夫と言うにはやや怪しかったが、エリノアは覇気のない顔で笑ってブレアを見上げた。

　その顔には疲れがなみなみと浮かんでおり、それを見たブレアは心底申し訳なさそうな顔をする。






「すまない、負担をかけたようだな……侍女頭に明日は一日休みがとれるよう言っておいた」

「え……でも……」






　娘は一瞬戸惑うような顔を見せた。






「何か職務上の支障でもあるか？」

「いえ……そういうわけでは……」

「ならばゆっくり休め」






　そう苦笑しながら、自然な様子でブレアの手がエリノアの頬を軽く撫でる。指先でなだらかな曲線をなぞると、触れるか触れないかというその微かなものが彼の中に堪らない幸福感を生んだ。ふわふわしているな、と、思わず顔をほころばせるも……とたん、柔らかなはずの頬が硬直する。






「？」

「……ぅ……」

「！」






　気がつくと、エリノアがギョッとしたまま赤くなり頬を引きつらせている。視線は床に落ち、それを見たブレアが真顔でピタリと手を止める。……真顔の渋い顔にしか見えないが、これでもしまったと狼狽している。

　さらには娘の頭越しの先で、オリバーが半笑いでこちらを見ているのに気がつくと、ブレアの頭にカッと血がのぼる。堪らなく恥ずかしくなった。

　……顔には出ないのだが。






「…………すまん、つい……」






　何故だか分からないが……急にその感触を確かめたくなった。まるで、ちゃんとそこに変わらず彼女がいることを確かめようとするように。確かめて、安心したいという不可思議な己の感情にブレアは戸惑う。

　しかし、直後頭を下げたのは、何故か娘のほうだった。






「いえ、す、すみませんすみません、本当すみませんっ」

「？　い、いや……？」






　エリノアは何故か真っ赤な顔でブレアに謝り倒している。

　驚かせてしまったのは自分なのに、何故お前が謝るのだと、ブレアは困り果てている。

　そこへ、オリバーが、いかにも爆笑しそうなのを堪えているという顔でエリノアを呼ぶ。






「おーい新入り、タガート家の馬車が来たぞ～」

「は、はい！　ありがとうございます！」






　娘はドレスの裾をつかみ、慌てた様子でブレアに別れの挨拶をした。






「そ、それではブレア様、きょ、今日は、ほほ本当に、突然押しかけまして色々と……色々とご迷惑をおかけしました……」






　その言葉尻は妙に暗い。

　火照っていた娘の顔に、ふいに思いつめたような色が覗き、ブレアは不思議そうに眉をひそめる。






「迷惑……？　そんなことは……」

「いえ、今日のことは、きっと、国に損害を与えぬよう……わたくしめなりに善処いたしますので……どうか、どうかお許しください！」

「？」






　ブレアの顔に驚きと疑問が浮かぶ。それはどういうことだと彼が問おうとした時、「でも……」と、エリノアが言う。

　そこで娘は言葉を切り、照れ臭そうな、複雑そうな表情でブレアを見上げた。その表情にブレアは言いかけた言葉を忘れる。

　まるい額には少し汗が滲み、眉も目尻もふにゃりと下がりきっている。頬はうっすらとした朱色で、喜びたいが喜んでいいものか分からないというような戸惑いの顔にも見えた。






「本当に――助けていただき、嬉しかったです」






　ほんの一瞬、エリノアの思いつめたような顔が晴れて。

　幸せそうな感情の端が見えたような気がして。その顔が、あまりにも――。






















「…………」






　すみませんでしたぁあああ！　……と、言いながら。娘の去っていったエントランスでブレアは顔を手で押さえてうなだれていた。

　そこへ、オリバーが生暖かい顔で並ぶ。






「……なんですか、何悶絶してるんですか？　ははは」

「……」






　オリバーの空々しい笑いにもブレアは反応しない。やれやれとオリバーがため息をつく。






「……いつまでもそんな顔でここに突っ立ってると、周りが天変地異でも起こったような目でこちらを見てるんですが……」






　まあ、ブレア様はそんなこと気にしないでしょうがねぇ、とオリバー。

　周囲には、真っ赤な顔で動かない王子の顔を、ギョッと遠巻きにしている来賓たちの姿が。彼らが戸惑い立ち止まってブレアを凝視しているものだから、エントランス前の馬車はいつまでも順番が進まず大渋滞となっていた。

　さらに言うならば、エントランスの隅で感動したような涙目の顔を並べているのは、王宮の使用人やオリバーの仲間の騎士たちである。

　聞こえてくるのは、「祝！　ベタ惚れ！」「いいんですよ！　いいんですよブレア様、一歩一歩行きましょう！」「うぉおおお！　盛り上がってきたぁああ！」……という、やや暑苦しすぎる盛り上がり。彼らは使用人勢と武人勢とに分かれ、何やらそれぞれコソコソといらぬ世話――ブレア様応援の会の算段をつけはじめている。






「……」（※オリバー。うちの連中のん気だなぁとか思っている）

「おいオリバー……」






　不意に、ブレアがオリバーを呼ぶ。






「あー、はいはいなんですか？　新人娘を贈り物攻めにでもしますか？　チッ……」






　不本意そうな舌打ちを無視し、ブレアは怪訝そうな顔を彼に向ける。






「あの娘は何故私に謝意を見せたのだろうか、謝られるようなことが何かあったか？」






　周囲の困惑と異様な盛り上がりを完全無視し、問うてくる生真面目な顔に、オリバーは「この人やっぱり精神メンタル強えなぁ」と思った。






「はあ、オフィリア嬢ともめた件では？　それか、ルーシー嬢のことでしょう」






　ははは、とオリバーはうんざりしたような顔をする。

　それにしては深刻そうな表情に見えたのだがとブレアがポツリともらす。将軍家の娘が公爵家の娘に乱暴した時点でもう既にことはやや深刻なような気もするんだが、と思いつつ。オリバーはやれやれと呆れと諦めを混ぜたような顔で肩をすくめて見せた。






「さぁ……もしくは今回のことで、かなり乗り気になってしまった王太子様や王妃様の件くらいしか俺には思い当たりませんねぇ」

「兄上と母上……？」






　きょとんとするブレアにオリバーは半笑いである。






「忘れたんですか？　王妃様も王太子様も、新入り嬢（エリノア）をブレア様の妃にするにはどうしたらいいかって、さっきあっちで盛り上がってましたよ」

「!?」

「なーんか顔をほんわかほんわかさせて話し合っていらしたみたいですけど？　気をつけたほうがいいですよ、あのお二人、にこにこして穏和でいらっしゃるようで、あれでなかなか策謀家でいらっしゃいますから。確かに面倒なことになりそうですよ。そのことでは？」

「!?　!?」






　オリバーの言葉を聞いて、ブレアはざっと顔色を変えた。赤くなっていいのか、青くなっていいのか分からないという表情である。






「無理矢理議会でゴリ押しするくらいならまだマシですけど。下手したらハリエット王女も巻きこんだ大ごとになります。もれなく側室妃もクラウス様たちも因縁つけてくるだろうし……ああそうそう、王妃様は明日彼女の家に行くって言ってましたよ」

「な、何!?」






　その言葉にブレアがギョッと身を強張らせる。オリバーは淡々と続けた。






「王太后様に贈られた王家に代々伝わる指輪か何かを持って行かれるそうです。早めに唾つけとかなきゃー……だそうです」

「ば、馬鹿な……なんだその先走りは……!?」

「知りませんよ。あ、あとは、王太子様が、その王太后様に相談に行ってブレア様の幸せそうな様子を報告してこなくてはと――……あ、ブレア様……」






　ブレアはオリバーの言葉を最後まで聞くことなく慌てて駆け出していた。

　このままでは、どこまでもどこまでも先走って行きそうな母と兄を止めに。














　そんな王宮のそわそわ浮ついた様子も知らず……。

　エリノアは馬車の中でつぶやいた。






「……本当に、これで良かったのかしら……」






　不安げな瞳は暗い窓の外を見ている。

　だんだんと離れていく美しい王宮。明日になれば、そこがどういう状況になるのかは容易く想像できる。

　ブレアはエリノアを気遣い、明日は休みをくれたが、ホッとしたような、見届けに行かなければ落ち着かないような、そんな複雑な心持ちである。






　――聖剣には、先にコーネリアグレースと家の傍で待つことを条件に、家に連れて帰ると約束した。

　おそらく今は家にブラッドリーとグレン、それにリードがいるはずである。ブラッドリーたちはまだしも、今はまだリードには不用意に聖剣の姿を見せぬほうがいいだろう。






「大丈夫かな……」






　不安を口にすると、低い声が返ってくる。






「……大丈夫にするしかなかろう」






　いつもどこか憮然としたその声はそう言う。






「時は巻き戻りはしない。選んだものを最善にできるようにするだけだ」

「……そうね」






　薄く笑って、エリノアは自分の膝の上を見る。

　馬車の振動に合わせて小刻みに動くそこには、もふんと小まるい白うさぎが。

　どうやら……サイズの微調整をしてきたらしいヴォルフガングは、愛らしいうさぎ姿のくせに渋い顔を作る。

　……何せ、人間態でも犬の姿でもタガート家の馬車には同乗できなくて。そこで彼が選んだのがこの姿である。エリノアは……突っこむのをすごく我慢した……。






　うさぎは言う。






「あそこまでダスディン様の意識がブラッドリー様に混じってしまえば、また陛下は混乱なさるだろう。陛下には、お前が必要だ」

「……そうよね」






　エリノアは、今度は窓の外の市街地のほうへ目をやった。

　弟が心配だ。リードが共にいるから大丈夫だとは思うのだが……いや、今はそのリードも心配なのだが。

　エリノアがため息をついていると、ヴォルフガングがやや気まずそうに、それに、と言う。






「……こたびお前は陛下を止めてくれた。だから……俺は助力を惜しまんぞ……」






　その言葉にエリノアは一瞬きょとんとして。それから、少し嬉しそうにありがとうと言った。

　ヴォルフガングの滑らかな毛並みを撫でながら、エリノアは決意を口にする。






「……私、なるわ。逃げ隠れするのに長けた勇者に」


























　──そうして次の朝、王宮は震撼する。






　王妃がエリノアの家を訪ねている場合でも、王太子が王太后を訪ねている場合でもなかった。

　王国は、未曽有の大混乱の中に叩き落とされたのである。
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